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「魔ま界かいについて、おまえたちはどの程度知っている？」

　アイネイアからのその問いに、私は多くの答えを返すことはできませんでした。

　魔界。

　私たちの世界と隣となり合って存在する、もう一つの世界。

　私が──というより、私たち魔ま法ほう使つかいが扱う地ち、水すい、火か、風ふう、空くうの五大元素は、いずれも魔界より招き寄せたものです。

　そういった意味で、私たち魔法使いは一般の人々よりは魔界に近い存在ということになるわけですが、では魔法使いは魔界に関する知識を豊富に持っているかと問われれば、答えは否です。

　魔界に関する資料は、学術都市フルブライトでもほとんど見かけませんでした。資料が少なすぎて、学問として成立していないのです。

　なにしろ、魔界に足を踏ふみ入れた人間が皆かい無むに等しい上に、人じん魔ま戦争の前後にこちらの世界にやってきた魔ま人じんの多くは、迫害を避さけるために人間社会から距きよ離りを取って暮らしていました。そのために、魔界に関する資料は本当に少ないのです。

「魔界は二つの層に分かれている」

　アイネイアは言いました。

「赤しやつ空くう界かいと煉れん獄ごく界かい。名のとおり赤い空の広がる赤空界に、私たち魔人は生きている。炎ほのおと瘴しよう気きに満ちた煉獄界は、生命の存在を許さない絶対的な死の階層だ。生き物はいない。

　赤空界は常に煉獄界から漏もれ出る瘴気に脅おびやかされている。黒こく死し病びようだけではないのだ。我らの脅きよう威いは」

「でもね、でもねっ！」

　ノェルが言いました。

「大変なだけじゃないんだよ、魔界は。綺き麗れいな場所、いっぱいあるんだよ！　碧へき樹じゆの森でしょ、愚ぐ竜りゆうの海でしょ、蒼そう風ふう平原でしょ、それに──」

「その辺にしておけ、ノェル」

　熱っぽく語るノェルを、アイネイアが苦笑交じりに制しました。

「えー？　でも、ボク、アンジュたちに魔界を好きになってほしいよ」

「その気持ちは、私も同じだ。だが、それはすべてが終わった後だ。今は、魔界がこちらの世界にとっても重要な意味を持つ世界であることを知ってもらえれば、それでいい」

　どういう意味ですか？　と問うた私に向き直って、アイネイアは答えました。

「おまえたち人間は、こちらの世界と魔界とが隣り合って存在していると思っているだろう？　その認識は誤りではないが、完全に正しいわけでもない。正確には、こちらの世界は魔界の上に『載のる』形で存在しているのだ。上下でいえば、一番上にこちらの世界が、その下に魔界の赤空界が、さらにその下に煉獄界が存在することになる。この事実が意味するところが、わかるか？」

　アイネイアの試すような目を真っ向から見返して、私は答えました。

「こちらの世界と煉れん獄ごく界かいとの間に赤しやつ空くう界かいが存在するおかげで、こちらの世界は煉獄界の瘴しよう気きの影響を受けずにすんでいる……ということですか？」

　アイネイアは頷うなずきました。

「そのとおりだ。だからどう、ということではないが、そういった事実があるということだけは、憶おぼえておいてほしい」

「憶えておきます」

　こちらの世界が、赤空界のおかげで煉獄界の瘴気を免まぬがれていたという事実。

　赤空界が私たちにとってなくてはならない世界なのだとしたら、私たち人間と魔ま人じんは、やはり争うべきではないのです。

　百年前の人じん魔ま戦争の以前から、人間と魔人の争いは繰くり返されてきました。

　両種族にこびりついた血を洗い落とすことは、容易ではないでしょう。

　それでも、憎にくしみはどこかで断ち切らなければならないのです。

　かつての私なら、そんなことは絶対にできないと思ったことでしょう。

　けれど、アイネイアとノェルが、魔人にも命を慈いつくしみ争いを厭いとう心があることを教えてくれました。人間と魔人は決して相あい容いれない存在ではないことを教えてくれました。

　私たちは、魔ま王おうメイ＝ヘムに立ち向かいます。

　そして、人間と魔人との戦いの歴史に、終止符ふを打つのです。




　私たちの世界と魔界との間には、人間には越えることのできない壁が存在しています。

　その壁を、ルピシアはカガクの力で越えようとしました。しかし、彼女が魔界さえ制圧する目的で作り上げた究極の兵器ティル・ナ・ノーグは、魔王の超ア戦イ闘ド体ルバハムートによって破は壊かいされてしまいました。

　人間には越えられない壁。

　私たちは、しかし、カガクとは別の手段で、越えられないはずの壁を越えることに成功しました。

　翼つばさです。




　煌きらめく翼をいっぱいに広げて、竜りゆうが舞います。

　その背に、私たちを乗せて。

　ここでの私たちとは、私とトモエさん、それにアイネイアとノェルの姉妹を加えた四人を指します。

　アホタレは、含まれていません。かといって、アホタレがこの場にいないということではありません。

（空を飛ぶのって、気持ちいいなー）

　聞き慣れた吞のん気きな声が、赤い空にこだましました。

　声の主は、私たちを乗せている竜りゆうです。

　光こう翼よく竜りゆうよりも一回り大きく、桜さくら色の毛並みが美しいその竜は、アホタレです。

　聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースの竜騎き士しとなったアホタレは、その身を竜へと変えることで、二つの世界を隔へだてる壁を越える翼つばさを得たのです。

「空を飛ぶのは、初めてではないでしょう？」

（ああ。でも、自分の翼で飛ぶのは初めてだからさー）

　アホタレは顔を半分だけ振り向かせると、縦たてに切れ上がった空色の眼めを心地良さげに細めて、翼を大きく動かしました。

　桜色の巨きよ体たいが、地上との距きよ離りをさらに離はなします。

（うっひょー！　気持ちいいー！）

「レックス様！　遊ばないでください！」

「レックスー！　魔ま界かいの空、キレイでしょー？」

　後ろにいたノェルが、私に抱だきつきつつアホタレに声をかけました。

（ああ、すっげえキレイだな！）

　ノェルの重みで仰のけ反ぞらされた私の目には、意識するまでもなく赤い空が映っていました。

　魔界の第一層──赤しやつ空くう界かいの空は、文字どおり赤い色をしていました。

　血を彷ほう彿ふつとさせるような不ふ吉きつな赤ではありません。上質な紅玉ルビーのような、透とう明めい感と深みを兼ね備えた鮮あざやかな赤色です。

　ノェルが言うには、魔界には私たちの世界のように昼や夜、あるいは天候によって空の色が変わることがないそうです。

「アンジュも、魔界の空、キレイだって思ってくれる？」

「ええ。空だけではなく、海も綺麗でした」

「でしょでしょ？」

　私は、先程見た魔界の海の景色を脳裏に甦よみがえらせました。

　魔界にも海があり、そして、魔界の海は私たちの世界と同じように青い色をしていました。いえ、私たちの世界の海よりも、ずっと澄すんでいました。

　実際にこの目で見るまで、私は魔界をもっとおどろおどろしい場所だと思っていました。

　ノェルは、魔界には綺き麗れいな場所がたくさんあると言っていました。その言葉を疑っていたわけではありませんが、今なら素直に信じられます。

「ノェルもアイネイアも、美しい世界で育ったのですね」

「そう言ってもらえると、嬉うれしい」

　アイネイアです。

「魔ま界かいの美しさは誇ほこるに値するものだと、私も思っている。だが、過か酷こくな世界であることも、また事実だ。煉れん獄ごく界かいから漏もれ出る瘴しよう気きは、妖よう魔まになる。妖魔はマモノなどより遥はるかに厄やつ介かいな存在だ。命あるものもないものもかまわず喰くらって世界を無に帰そうとする」

「そんな存在が……」

「瘴気はさらに、魔界に冬をもたらす。長く、厳しい冬だ。冬にはマモノも妖魔も増え、荒れる。多くの同胞が命を落とす。我々はおまえたち人間よりも長命で頑がん強きようだ。しかし、不ふ死じ身みではない。冬の寒さに負けて死ぬこともあるし、妖魔に喰われて死にもする。そこへきて、黒こく死し病びようだ」

　魔ま人じんの男性のみが罹かかるという、黒死病。

　黒死病の蔓まん延えんにより、魔人は種しゆの存続を危ぶまれています。なにしろ、男の子が生まれてもすぐに死んでしまうのですから。

「魔界は美しいが、過か酷こくな世界だ。そんな世界を統すべる王になによりも求められるものはなんだと思う？」

「力……ですか？」

「そのとおりだ。魔界の王にはなによりも力が求められる。故に、我らが父、魔王メイ＝ヘムは強い。私を魔界一の剣けん士しなどと呼ぶ者もいるが、誤りだ。私はまだまだ父には遠く及ばない」

　アイネイアの強さは、身を以もつて知っています。

　そのアイネイアをして、「遠く及ばない」と言わしめるほどの強さの持ち主なのです。魔王メイ＝ヘムは。

　魔王がバハムートを纏まとう前に決着をつけたい、というのが私たちの思おも惑わくではありますが、首尾よくバハムートを纏う前の魔王と相対することができたとしても、それでも勝てるかどうか……。

（おーい）

　アホタレのその声で、私はいつの間にか伏せてしまっていた顔を上げました。

（んで、どこに行けばいいんだ？　オレ、魔王の家がどこにあるのか知らないんだけど）

　私はアイネイアを見ました。

　魔王がいるのは家というより城でしょうが、魔王の城の場所を知らないのは私も同じです。

「城の前に、行きたい場所がある。……糖とう果かの森だ」

「……！」

　アイネイアの言葉にノェルが息を吞のんだのがわかりました。

「お姉ねえちゃん、それって……」

「ああ。レギンレイヴとエルルーンを起動させる」

　聞き覚えのない名前が出てきました。ですが、起動、という言葉から、推測はできました。

「それは、もしや……」

「私とノェルの超ア戦イ闘ド体ルだ」

　やはり。

　超戦闘体は魔ま王おうのバハムート一体だけではないのです。

　魔王メイ＝ヘムと魔王妃ひレダ、それに十人の娘むすめたち。それぞれに超戦闘体は存在していたとジェイドが言っていました。百年前の人じん魔ま戦争で大半が失われたという話でしたが……。

「私のレギンレイヴとノェルのエルルーンは、未だかつて実戦に使われたことはない」

「お姉ねえちゃんもボクも、人魔戦争では戦わなかったから」

「つまり、現在もまだ失われてはいない……と？」

　アイネイアは頷うなずきました。

「父のバハムートには及ばないが、力にはなるだろう」

「……そうですね」

　聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースの力を得て、アホタレは真の竜りゆう騎き士しになりました。

　しかし、数百年前に肉体を失い、魂たましいだけの存在となったヴァナディースは、時と共に力を失いつつあります。全力で戦えるのは、一度が限界……。

　私たちが戦わなければならない相手は、魔王メイ＝ヘムだけではありません。竜りゆう王おうシグルドをも、私たちは敵に回してしまったのです。

　魔王か。竜王か。

　どちらか一方とは、私たちはヴァナディースの力なしで戦わなければならないということです。

　脅きよう威いの存在である超戦闘体を、これ以上起動させたくないという気持ちは、あります。それがたとえアイネイアやノェルのものであったとしても、です。

　ですが、私たちには力が足りません。

　手段を選んでは、いられないのです。

「糖とう果かの森へ行きましょう。あなたたちの超戦闘体の力を、貸してください」

　私の独断で返答してしまいましたが、アホタレからもトモエさんからも反対の声はあがりませんでした。




　糖果の森は、森とは名ばかりの平原でした。

　いえ、草の一本も生えていませんから、荒野と表現するべきでしょうか。

「かつては、碧へき樹じゆの森と並んで、魔界で最も美しい森だったのだ」

　先頭を歩くアイネイアが教えてくれました。

「美しく、実りの多い森だった。糖果はこの森でだけ採れる果実の名前だ」

「すっごく甘あまくて美お味いしいんだって」

　人の姿に戻もどったアホタレが、前を歩くノェルに問いました。

「ノェルは、食べたことないのか？」

「うん。ボクが生まれた時には、もう、森、なくなっちゃってたから」

「煉れん獄ごく界かいの瘴しよう気きだ」

　アイネイアによれば、糖とう果かの森は、百二十年ほど前に、煉獄界から噴ふき出てきた瘴気と、瘴気から生まれた妖よう魔まによって、一面の荒野に変えられてしまったのだそうです。

「瘴気は消えたが、土地は完全に死んでしまった。甦よみがえることはないだろう」

　アイネイアの説明の直後、私の隣となりを歩いていたトモエさんが、「あ」と小さな声をあげて足を止めました。

「トモエさん？　……あ」

　トモエさんが立ち止まった理由は、すぐにわかりました。

　闇やみが、舞っていました。

　トモエさんの視線の先で、無数の小さな闇が、虫のように飛び交っていたのです。

「あれは……」

「闇やみ蛍ほたるだ」

　アイネイアが教えてくれました。

「闇蛍は妖魔の死し骸がいから生まれる。瘴気の成れの果てのようなものだ。毒気はないが、幻まぼろしを見せて人を惑まどわすことがある。触ふれるなよ」

　意志を持っているかのように私たちのほうへふわふわと飛んできた一匹ぴき（と数えていいのでしょうか）の闇蛍を、アイネイアは抜ばつ刀とう一いつ閃せん、かき消しました。

　かつてのアイネイアは身の丈たけをも超える長さの巨大剣クレイモアを武器にしていましたが、今、目にも留まらぬ疾はやさで振り抜かれたのは、片手用の騎士剣ナイトソードです。巨大剣のインパクトが凄すさまじかっただけに、なんとも貧弱に見えてしまいますが、刃やいばの色は漆しつ黒こく──つまりは、暗黒鉄デスメタル製です。一いち撃げきの破壊力では巨大剣に劣おとっていても、その分、素速く鋭するどい斬ざん撃げきが繰くり出されます。

　曰いわく、あの巨大剣は一撃で多くの敵を薙なぎ払はらい敵軍を威圧するための、いわば対軍用の装備であり、アイネイアの本来の剣術は、軽量剣による『疾さ』を重視したものなのだそうです。

「行くぞ」

　漆黒の刃を腰こしの鞘さやに納めて、アイネイアは歩みを再開しました。

　アイネイアの歩みは速く、小走りでなければついていけません。

「遠いのですか？」

　私は懸けん命めいに足を動かしつつ、アイネイアの背中に問いかけました。

「いや、もうすぐそこだ」

　との答えが返ってきたものの、見渡す限り一面の荒野で、目を凝こらしてみても建物らしきものは見えません。

　焼けたような黒い地面の外に見えるものといえば、闇やみ蛍ほたるぐらいなものです。

「見えてきたよ！」

　アイネイアのすぐ後ろを歩いていたノェルが、顔だけを振り向かせつつ前方を指さしました。

　見えてきた……と言われても、私には相変わらずなにも見えません。

「見えますか？」

「いえ。私には、なにも……」

　トモエさんの視力でも見えていない……ということは、どういうことでしょうか？

「アンジュ。おまえなら見えるはずだ」

　振り向いたアイネイアが、口元に小さな笑みを浮かべて言いました。

「私なら……？　あ……」

　ピンときた私は、改めて──今度は、魔ま法ほう使つかいとしての目を凝こらしました。

　魔ま力りよくを操あやつる術を身につけている私たち魔法使いは、〝世界の傷〟を目で見ることが可能です。

〝世界の傷〟は、〝時空の歪ゆがみ〟とも言い換えられます。

　私の魔法使いとしての目は、まさに眼前に時空の歪みを捉とらえていました。

「見えたか？」

「時空の歪みが……」

「レギンレイヴとエルルーンは、その奥だ」

　アイネイアは左手を前方の時空の歪みに向けてかざすと、女性にしては低めの声をさらに低くして、呪じゆ文もんめいた言葉を口にしました。

　時空の歪みが、音もなく──内側から捲めくれ上がるように広がって、半球状の建物が私たちの視界を塞ふさぎました。

「どういうことだ、これは!?」

　焦あせりを含んだ驚おどろきの声をあげたのは、アイネイアです。

　驚きの理由は、一いち目もく瞭りよう然ぜんでした。

　いかにも頑がん強きようそうな金属製の壁の一部に、穴が開いていたのです。

　頂点部よりやや下の位置。人どころか中型のドラゴンでさえ余よ裕ゆうで通れそうな、大きな穴です。

　そして、それは、窓や扉とびらではありえない明確な破は壊かい痕こんでした。

「先手を打たれた……か」

「アイネイア？」

「レギンレイヴとエルルーンは、使えない。持ち去られたか、あるいは──」

「壊こわしちゃったよ～」

　間延びした幼い声が、アイネイアの言葉を遮さえぎりました。

　それは、聞き覚えのある声でした。

　それは、血と死を覚かく悟ごしなければならない声でした。

　声の主は、壁面に穿うがたれた穴の縁ふちに立っていました。

　美しい少女です。

　髪かみは眩まばゆいほどに明るい金色。肌はだは純白。水色の装しよう束ぞくは透すけるほどに薄うすく、華きや奢しやな肢し体たいの陰いん影えいを艶なまめかしく浮かび上がらせています。

　天使めいた神性と娼しよう婦ふのような色香を併あわせ持つその少女の名前は、クリームヒルト。

　魔ま王おうメイ＝ヘムの三番目の娘むすめです。

　その隣となりには、もう一人、魔王の娘の姿がありました。

　戦士の風格を漂ただよわせた、褐かつ色しよくの肌はだの美女です。

　長い髪かみの色は、黒みがかった銀。引き締まった肢体を軍服に似た赤い装しよう束ぞくで包み、手には身の丈たけの倍に達そうかという長さの槍やりを携たずさえています。

　名前は、イングヴェルデ。

　にこにこと屈くつ託たくなく微笑ほほえんでいるクリームヒルトとは対照的に、イングヴェルデは敵意に充みち満ちたまなざしを私たちに向けています。

　実の姉妹であるアイネイアとノェルがいるにもかかわらず、です。

「クリーム姉ねえ様さま……イングヴェルデ……」

「気安く名前を呼ぶな。この裏切り者が」

　吐はき捨てるように言って壁を蹴けったイングヴェルデは、アイネイアの真正面に降り立つと、姉の鼻先に手にしていた槍の穂ほを突つきつけました。

「イングお姉ちゃん！」

「おまえもだ、ノェル！」

　アイネイアに槍を向けたまま、イングヴェルデはノェルに怒ど気きに満ちた声をぶつけました。

「人間どもにたぶらかされたおまえたちは、魔ま人じんの恥はじだ。もはや姉でもなければ妹でもない！」

「聞け、イング。私もノェルも、誰にもたぶらかされてなどいない」

　戦う意志がないことを示すように、アイネイアは両腕うでを広げました。が、イングヴェルデは槍を下ろしません。

「クリーム姉様も、聞いてください。黒こく死し病びようを根絶できるかもしれないのです」

「レムリアが言ってたの！　クシナダの血を使えば、黒死病のお薬が──」

「黙だまれ！」

　ノェルの必死の訴えを、イングヴェルデの怒ど号ごうがはねのけました。

「人間ごときに、我らを救う術すべを編み出せるはずがない！」

「インちゃんの言うとおりだよ～」

　狂犬の如く歯を剝むいたイングヴェルデの隣となりに、クリームヒルトがふわりと舞い降りました。

「アンちゃんもノェりんも、人間に騙だまされているんだよ」

「騙だましてなんていません！」

　私は声をあげました。

「たしかに、あなたたち魔ま人じんと私たち人間の間には、血の歴史があります。容易には信じられないでしょう」

「当然だ」

「私たちを信じろとは言いません。アイネイアとノェルを……あなたたちの姉妹を、信じてください」

　私はイングヴェルデの焼けつくようなまなざしをまっすぐに見み据すえて言いました。

　イングヴェルデは、しかし、頑かたくなでした。

「信じられるものか！　ロンブローゾを殺した貴様らとつるんでいるふたりを、どう信じろというのだ！」

「……っ」

　痛いところを突つかれてしまいました。

　ナブラスカ山での戦いで、私たちは魔ま王おうの九番目の娘むすめ、ロンブローゾを倒しています。それは、事実です。

　ロンブローゾを倒したことに後悔はありません。あの場に於おいて、ロンブローゾは倒さなければならない敵でした。

　とはいえ、イングヴェルデやクリームヒルトからすれば、私たちは紛まぎれもなく妹の仇かたきなのです。

「挙げ句に、父とう様さまに仇あだなそうとするなど……許されざる背信だ」

　イングヴェルデは抑おさえきれない怒いかりに、全身をわななかせていました。

「おまえたちがレギンレイヴとエルルーンを動かそうとするかもしれないと言ったのは、クリーム姉ねえ様だ。私はありえないと主張した。いかに人間にたぶらかされようとも、父様に仇なすような真ま似ねだけはするまいと信じていた。信じていた、のに……っ！」

「念のために、先回りしておいてよかったよ～。あ、レギンレイヴもエルルーンも、ただ壊こわすだけじゃなく、無限光石アイン・ソフ・オウルを抜いておいたから、もう絶対に動かないよ～」

　クリームヒルトは笑っています。

　しかし、一見無む邪じや気きに見えるその笑顔の裏側には、悪意という名のどす黒い影が広がっています。それが、はっきりと伝わってきます。

　イングヴェルデにもクリームヒルトにも、説得は通じそうにありません。

　イングヴェルデは怒いかりが先に立ちすぎていますし、クリームヒルトに至ってはこの状況を愉たのしんでいます。

　アイネイアも説得は諦あきらめたのでしょう。小さなため息をついて、腰こしの騎士剣ナイトソードに手を掛けました。

「レギンレイヴとエルルーンが使えないのなら、私たちがこの場に留とどまる理由はない。早々に立ち去りたいところだが、そうもいかないのだろう？」

「無論だ。裏切り者もロンブローゾの仇かたきも、逃がしはしない。今この場で引いん導どうを渡してやる！」

　イングヴェルデの槍やりの穂ほ先さきがアイネイアの眉み間けんを掠かすめて、白い頰ほおを赤い血の筋が伝いました。

「アイネイア！」

　叫さけび、杖つえを構えた私を視線で制して、アイネイアは言いました。

「アンジュ、レックス、トモエ、おまえたちは下がっていてくれ。ノェル、おまえもだ」

　姉妹との対決を決意したアイネイアの横顔に、迷いの色は見られません。

　私たちと行動を共にすると決めた時から、こういった事態は覚かく悟ごしていたのでしょう。

「お姉ねえちゃん……」

　それ以上、ノェルはなにも言いませんでした。

　やめて。お姉ちゃん同士で傷つけ合わないで。

　ノェルの黒々とした大きな瞳ひとみは、必死にそう訴えていました。

　その思いを声には出さずに吞のみ込んだのは、ノェルにもアイネイアと同様の覚悟があったということでしょう。

「ちょうどいい機会だ、イング。おまえがどの程度腕うでを上げたのか、見てやろう」

　アイネイアのその言葉に、イングヴェルデはぎりっと音が聞こえてくるほどにきつく奥歯を嚙かみしめた後で、獰どう猛もうな笑みを浮かべました。

「望むところだ。クリーム姉様」

　イングヴェルデは視線をアイネイアに据すえたまま、傍かたわらのクリームヒルトに向けて言いました。

「アイン姉様……いえ、アイネイアは私が倒します。クリーム姉様は、裏切り者が我が槍やりに貫かれて果てる様を、後ろで見ていてください」

「はいは～い。インちゃん、がんばって～」

　クリームヒルトは言われるままに下がり、アイネイアとイングヴェルデの一いつ騎き打うちという構図ができあがりました。

「姉妹ゲンカになっちまったな……」

　アホタレが首の後ろをさすりつつ言いました。

　その隣となりでは、ノェルが僧そう衣いに似た服の胸元を握にぎりしめて、姉二人の対たい峙じに苦しげなまなざしを向けています。

「ノェル」

　そのノェルに、私は声をかけました。

「イングヴェルデは、強いのですか？」

　イングヴェルデは強い。それは、訊きくまでもなくわかっていることです。

　私が訊きいているのは、アイネイアとの比較です。

「強いよ。でも、勝つのはお姉ねえちゃん……アインお姉ちゃんだよ」

　ノェルは断言しました。

「アインお姉ちゃんは、イングお姉ちゃんの剣けんのお師し匠しようさんなの」

「つまり、アイネイアはイングヴェルデの剣を知り尽つくしている……と？」

「うん」

　ならば、これは姉妹対決であると同時に師弟対決でもあるということです。

「でも、さ。それって、イ、イン……なんだっけ？」

　相変わらず、人の名前が憶おぼえられないアホタレです。

「イングヴェルデ」

「そう、そのイングヴェルデもアイネイアの剣をよく知ってるってことだよな？」

「それは……たしかに、そうですね」

「それに、さ。そもそもあいつの武器、剣じゃなくね？」

『あ……』

　アホタレの指摘に、私とノェルの声がハモりました。

　イングヴェルデがアイネイアに突つきつけているのは、アホタレの言うとおり、剣ではありません。槍やりです。

「イングヴェルデは──」

　剣よりも槍が得意なのですか？　という、ノェルに向けた私の問いは、甲かん高だかい金属音に断ち切られました。

　アイネイアが腰こしから抜き放った剣が、イングヴェルデの槍を弾はじいた音です。

「答えろ、イング。なぜ剣を捨てた」

「剣に勝まさる力を求めた結果だ」

　アイネイアの問いに答えたイングヴェルデは、猛もう禽きん類を彷ほう彿ふつとさせる精せい悍かんな美び貌ぼうに余よ裕ゆうの笑みを浮かべつつも、声こわ音ねからはまったく余裕を感じませんでした。

　内心の動どう揺ようを押し殺して無理に笑みを作っている。そんな印象です。

「俄にわか仕じ込こみの槍そう技ぎで、私に勝てると思っているのか？　泣き虫イング」

「……っ！」

　アイネイアの言葉に、イングヴェルデは表情を一変させました。

「私をいつまでも子供扱いするな！」

　血走った目を大きく見開き、怒ど号ごうを裏返させて、イングヴェルデは槍を構えました。

「私は新たな力を得ておまえを超えたのだ！　それを証明してやる！」

「──っ！」

　イングヴェルデの叫さけびとアイネイアの呼こ気きが交こう錯さくし、魔ま王おうの娘むすめ同士による壮そう絶ぜつな戦いの火ひ蓋ぶたが、切って落とされました。




　俄にわか仕じ込こみ。

　イングヴェルデの槍そう技ぎを、アイネイアはそう評していました。

　その評価は、しかし、誤りであったと言わざるをえません。

　なにしろ、驟しゆう雨うの如く見舞われるイングヴェルデの槍やりに、アイネイアは防戦一方を強いられているのですから。

「どうだ！　これが私の新しい力だ！　近づくことすらできまい！」

　哄こう笑しようを響ひびかせながらも、イングヴェルデは攻こう撃げきの手を弛ゆるめません。

　剣けんの間合いの外から、稲いな妻ずまにも勝まさる疾はやさの突つきを、絶え間なく繰くり出し続けているのです。

　アイネイアは騎士剣ナイトソードを巧たくみに操あやつって迫りくる穂ほを弾はじいてはいますが、手て数かずに圧倒されて、小さな傷を無数に負っています。

　完全な劣れつ勢せいです。

　イングヴェルデと比較して、アイネイアの実力が劣おとっているというわけではないでしょう。

　にもかかわらずアイネイアが一方的に圧おされているのは、武器の相あい性しようです。

　剣と槍やりの戦いでは、どうしても間合いの短い剣が不利になってしまいます。ましてや、イングヴェルデが使っている槍は、彼女の背せ丈たけの優に倍はあろうかという長槍です。

「超えたのだ！　私は！　おまえを！　もう、私を泣き虫イングなどとは呼ばせない！」

　イングヴェルデの槍は一突きごとに鋭するどさを増しているようにも見えました。勝利を確信して、勢いづいているのでしょう。

　対するアイネイアは、無言のままに剣を動かし続けています。眉まゆ一つ動かさずに、です。言葉を発する余よ裕ゆうもないのだろうと初めは思いましたが……それにしては、アイネイアの気配は落ち着き払はらっています。

「なんだ、その顔は!?」

　劣れつ勢せいを強いられながらもアイネイアがまったく焦あせりの色を見せていないことに気づいたイングヴェルデが、表情を歪ゆがめました。

　アイネイアは答えません。

「教え子だった私に圧倒されているのだ！　格下だと思っていた私に手も足も出ないのだ！　悔くやしいだろう！　惨みじめだろう！」

　アイネイアは、やはりなにも言いません。まるで表情を動かしません。

「……っ！」

　剝むき出しにした歯を食いしばって、イングヴェルデは攻撃の手をさらに激しくしました。

　全身から鮮せん血けつをほとばしらせながらも、それでもアイネイアの気配は凪ないだまま……。

　私はアホタレの服の袖そでをつかんで、声をかけました。

「レックス様、このままでは……」

　落ち着いてはいても、アイネイアが劣れつ勢せいであることは事実です。浅い傷も、積み重なれば深ふか手でになります。助けなければ……。

「うーん……」

　ですが、アホタレはふたりの対決に割って入ることに乗り気ではありませんでした。

「もう少し、様子を見てみようぜ」

「でも……」

「アイネイアは負けないよ。あいつは、強いからな」

「それは……そうですが」

　アイネイアの強さは十分すぎるほどに知っていますが、そのアイネイアが一方的な防戦を強いられているのです。楽観はできません。

「イングヴェルデ……だっけ？　あいつもすげー強いんだろうけどさ、でも、あんな腰こしの引けた攻こう撃げきじゃ、アイネイアは倒せないよ」

「腰が……引けてる？」

　言われてみればたしかに、イングヴェルデの攻撃には体重が乗っていません。疾はやさを重視するために一いち撃げきをあえて軽くしているというよりは、アイネイアの間合いに入りたくないという意識が強すぎて、腰が引けているように見えます。

「無意識のうちに、ああなっているのでしょうか」

「だろうな」

　イングヴェルデは自らの優勢を自覚しています。にもかかわらず腰が引けてしまっているのだとしたら、それはアイネイアを恐おそれている証しよう拠こに外なりません。

　姉であると同時に剣けんの師でもあるアイネイアに対し、イングヴェルデが強いコンプレックスを抱いだいていることは、口振りから伝わってきました。

　自分の強さがアイネイアよりも上であることを繰くり返し口にしたのは、イングヴェルデにとって、アイネイアがそれだけ高い壁だったということでしょう。

「イングお姉ねえちゃんは、アインお姉ちゃんのことを、すごく尊敬してたの」

　ノェルが言いました。

「イングお姉ちゃんは、がんばってた。アインお姉ちゃんみたいになりたいって、いっぱい、いっぱい、剣の練習をしてた」

　イングヴェルデは、アイネイアを尊敬していた。

　尊敬していたからこそ、イングヴェルデのアイネイアに対する怒いかりは苛か烈れつを極めているのでしょう。

「失望したぞ、イング」

　戦いが始まってから今まで無言だったアイネイアが、口を開きました。

「おまえの槍やりは新しい力などではない。ただの逃げだ」

「……！　私は逃げてなどいない！」

　イングヴェルデは目を剝むいて、より疾はやく鋭するどく槍を繰くり出しました。

「私がなにから逃げたというのだ!?　おまえから逃げたとでもいうつもりか!?」

「違うな。おまえが逃げたのは、おまえ自身だ。おまえは、私を剣けんでは超えられない自分自身から逃げたのだ」

「ふざけるなっ！」

　裏返った声を響ひびかせて、イングヴェルデは槍を止めました。──いえ、違います。イングヴェルデの意志で止めたのではありません。

　アイネイアの手が、槍の柄つかをつかんで止めたのです。

「な……！　放はなせ……っ！」

「放すのは、おまえのほうだ。イング」

　イングヴェルデが歯を食いしばってもがいても、槍はビクともしません。

「俄にわか仕じ込こみの槍など捨てて、剣で挑いどんでこい」

「ハッ！　そんな手に乗るものか！　この戦いを支配しているのは、私だ！　私の槍に、新しい力に、おまえは手も足も出なかったではないか！」

　自分の優位を主張しながら、イングヴェルデはその顔に焦あせりの色をありありと浮かべていました。声を震ふるえさせていました。

　わかっているはずなのです。イングヴェルデには。

　槍を捨てて剣で挑んでこいというアイネイアの言葉が、決して口くち車ぐるまなどではないということが。

　アイネイアは、そんな姑こ息そくな真ま似ねはしません。それは、イングヴェルデが一番知っているはずです。

「そうか……」

　ため息を一つ、アイネイアは槍から手を離しました。

　弾はじかれたように跳とび退のいたイングヴェルデは、唾つばをまき散らして声を荒げました。

「私は、おまえを超えたのだ！　死ね！　裏切り者！」

　殺意を爆発させて、イングヴェルデは再びアイネイアを攻せめ立てました。

　繰り出される槍に、鈍にぶりはありません。にもかかわらず、驟しゆう雨うの刺し突とつは、先程までのようにアイネイアを剣の間合いの外に留とどめてはおけなくなっていました。

　防戦一方だったアイネイアが、前進を開始したのです。

　驟雨の刺突を漏もらさず弾き返しながら前進するアイネイアを、イングヴェルデは止められません。

　間合いを保つために後ずさりながら攻こう撃げきを続けてはいますが、それでもじりじりと距きよ離りを詰つめられています。

「どうして、アイネイアは急に……」

　先程まで、アイネイアはイングヴェルデの猛もう攻こうを防ぎきれずにいました。本気を出してはいなかった……というふうにも見えませんでしたが。

「目が慣れたんだ」

　私が口にした疑問に答えをくれたのは、アホタレでした。

「あいつの突つきは、疾はやい。でも、ただ疾いだけだ。怖こわさがない。疾いだけの攻こう撃げきなら、目が慣れちまえばなんとかなる」

「怖さ、ですか……」

「所しよ詮せんは、ニワトリ仕じ込こみってことさ」

「それを言うなら、俄にわか仕込みです」

　イングヴェルデが得え物ものを剣けんから槍やりに変えた理由が、剣では決してアイネイアを超えられないと悟さとったから……ということであるなら、そこにはやはり、アイネイアが指摘したように逃げの気持ちがあったのでしょう。

　ただ、私には、イングヴェルデの決断が誤りであったと断じることは、できません。

　アイネイアを剣で超えることを諦あきらめたその気持ちが『逃げ』だとしても、イングヴェルデはアイネイアを超えることそのものを諦めたわけではないのです。

　剣を捨て、剣に対して有利な槍を新たな得え物ものにしたイングヴェルデは、結局、アイネイアを超えることはできませんでした。

　焦あせりに歪ゆがみ、恐きよう怖ふにひきつった表情が、イングヴェルデの敗北が時間の問題であることを物語っています。

　俄仕込み。結局は、そういうことなのでしょう。

『逃げ』で剣を捨て槍を手にしたイングヴェルデ。それでも、アイネイアを超えたいという気持ちを捨てずに修練を続けていれば、いずれはアイネイアを超えることができたかもしれません。

　今回は、まだ、きっと、時期が早すぎたのです。

　時期が違っていれば、またこの戦いの結果は違ったものに……って、思わず、イングヴェルデのほうに感情移入してしまいました。

　私は……私も、劣れつ等とう感かんが強いタイプの人間ですから、イングヴェルデの気持ちがわかってしまうのです。

　とはいえ、応援はできません。勝ってほしいのは、勝ってもらわなければならないのは、アイネイアのほうです。

　アイネイアの前進は続いていました。追いつめられたイングヴェルデの槍は次第に鋭するどさを失い──そして、姉妹にして師弟の対決は、ついに決着の時を迎えました。

　アイネイアの剣けんが、イングヴェルデの手から槍やりを弾はじき飛ばしたのです。

「終わりだ、イング」

「ひ……っ！」

　鼻先に白はく刃じんを突つきつけられたイングヴェルデは、息を吞のみ、その場にぺたんと尻しり餅もちをつきました。

「わ、私……私は……」

　イングヴェルデは完全に戦意を喪そう失しつしていました。
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　私は安あん堵どの息をつこうとして、

「インちゃん」

　逆に息を吞のみました。

「インちゃんは、まだ敗まけてないよ。──あれ、出すよ」

　眼前の敵は、イングヴェルデ一人ではなかったのです。

「クリーム姉ねえ様さま……」

　ぎこちなく面おもを向けてきたイングヴェルデに、もう一人の敵──クリームヒルトは言いました。

「アンちゃんに、勝つんでしょ？」

　虚うつろだったイングヴェルデの目に、光が戻もどりました。

　イングヴェルデは歯を食いしばり、鼻先に突つきつけられていたアイネイアの剣けんを拳こぶしではね除のけると、クリームヒルトの傍かたわらへと跳とび、声を張りました。

「私は、敗まけない！」

　その隣となりで、クリームヒルトが白く細い腕うでを掲かかげ、聞き覚えのない名前を口にしました。

「おいで、ロスヴァイセ」

　一いつ瞬しゆんの間を置いて、空が震ふるえました。

　比ひ喩ゆでもなんでもなく、頭上に広がる赤い空が短く震えたのです。

「こい！　ラーズグリーズ！」

　今度は、イングヴェルデが、クリームヒルトと同じように片方の手を高く掲げて、やはり初めて聞く名前を叫びました。

　聞き覚えがなくとも、予想はつきました。

　そして、私の予想は、厄やつ介かいなことに──当たっていました。

　空の燃え立つような赤色とは対照的な冷たい青色の稲いな妻ずまが、クリームヒルトとイングヴェルデの背後に音もなく落ちて、弾はじけました。それも、二度。

　限りなく最悪に近い事態に、私は歯は嚙がみせずにはいられませんでした。

　視線は、光が弾けたその後に現れた、二体の巨きよ人じんを捉とらえていました。

　正確には、それは人ではありません。

　二本の足で立ってはいるものの、生き物ですらありません。

　甲かつ冑ちゆうです。初めに巨人に喩たとえたぐらいですから、当然、巨きよ大だいです。

　超ア戦イ闘ド体ル。

　魔ま王おうのバハムートと比較すると、一回り……いえ、二回りほど小さくはあるものの、それでも私たちの位置からでは首が痛くなるほどに見上げてみても、見て取れるのは胸のあたりまでです。

　ロスヴァイセとラーズグリーズ。

　向かって右──クリームヒルトの背後に聳そびえている白い巨きよ体たいがロスヴァイセで、もう一体の赤い巨体がラーズグリーズでしょう。

「私はまだ敗けていない！　敗けていないぞ！　アイネイア！　ハハハハハッ！」

　哄こう笑しようを響ひびかせながら高く跳とび上がったイングヴェルデの姿が、青く冷たい光を放って消えました。

「ごめんね～。アンちゃん。ノェりん」

　続いて、クリームヒルトも、こちらはその場で手を振りながら青い光を放って、姿を消しました。

　それぞれの超戦闘体に乗り込んだのでしょう。

「超戦闘体まで持ち出したか……！　だが……！」

　アイネイアが裂れつ帛ぱくの声とともに闘とう気きを爆ばく発はつさせて、私は尻しり餅もちをついてしまいました。

「アイネイア……」

　アイネイアは、戦う気です。

──勝ち目はあるのですか？

　私は心の声でアイネイアに問いました。

　私の脳裏には、バハムートとティル・ナ・ノーグの戦いが、嫌いやというほど鮮せん明めいに甦よみがえっていました。

　究極の兵器であったティル・ナ・ノーグを一いつ刀とう両りよう断だんにしたバハムート……。

　超ア戦イ闘ド体ルの強さは、圧倒的を通り越して絶対的です。

　バハムートほどではないにせよ、超戦闘体を二体も相手にして、果たして私たちに勝ち目があるものなのか……。

「勝ち目は、ある」

　私の心の声が聞こえていたかのように、アイネイアが断言しました。

「ロスヴァイセもラーズグリーズも、人じん魔ま戦争で無限光石アイン・ソフ・オウルを失っている。レギンレイヴとエルルーンから抜いた無限光石を使ったのだろうが、他の超戦闘体用に調整された無限光石では、半分の力も出せないはずだ」

　その話が事実なら、たしかに勝ち目はありそうです。

　しかし、十分な性能を発揮できない兵器を、わざわざ持ち出したりするものでしょうか。

　その疑問の答えとして考えられる可能性は、二つ。

　一つは、半分の力も出せなくても、それでもなお私たちを抹まつ殺さつするに足る戦闘力を、ロスヴァイセとラーズグリーズが有しているという可能性。

　もう一つは、アイネイアの言が、そもそも的まとを外れているという可能性です。

　答えは、クリームヒルトの口から語られました。

『違うよ～、アンちゃん』

　笑みを含んだ、舌したっ足らずにも聞こえる甘あまい声が、白い巨きよ体たいの何ど処こからか──あるいは全体から、発せられました。

『あたしたちが使ってる無限光石は、アンちゃんたちのじゃないよ～。お父とう様さまのだよ～。パンデモニウムの無限光石を、分けてもらったの』

　パンデモニウム……それは、たしか、魔ま王おうのバハムートをはじめとする、すべての超戦闘体の原型となった、最初の超戦闘体の名前です。

　先代の魔ま王おうによって造り出されたというそれは、バハムートさえも凌しのぐ力を持っていたという話ですが……。

『パンデモニウムの無限光石はすごいよ～。一切の調整なしで、どんな超戦闘体だって動かしちゃうんだから。さすがは、唯ゆい一いつ無む二にの、完全な無限光石だよね～』

　響ひびき渡るその声に、アイネイアが歯は嚙がみをしたのがわかりました。

『おまえたちに勝ち目など、ない。万に一つもなぁ！』

　ラーズグリーズの赤い巨きよ体たいから発せられた声に、大気が震ふるえました。

「それでも……」

　白と赤、二つの巨体を交こう互ごに睨ねめ上げつつ精神の糸を編む私の肩かたに、誰かが手を置きました。

「それでも、オレたちは退しりぞくわけにはいかない。……だろ？」

　剣けんを扱う人らしい硬かたく厚いその手の持ち主は、アホタレです。

　私の横顔に向けて片目をつぶってみせたアホタレは、私の肩から手を離はなすと、その手で腰こしの暗黒剣デスブリンガーを抜き放ちました。

「レックス様……」

「前に進みましょう。ここまで来ることができた私たちなら、どんな大きな壁だって乗り越えられるはずです」

　ナギナタを構えたトモエさんが、アホタレ越しに私に笑みを向けてきました。

「もちろんです」

　ふたりに向けて、私は深く頷うなずきました。

　アホタレの言うとおりです。私たちの世界と魔ま界かい。二つの世界の全面戦争を食い止めるために、私たちはなんとしても魔ま王おうメイ＝ヘムに会わなければならないのです。

　クリームヒルトとイングヴェルデは、魔王に会うために避さけては通れない……乗り越えなければならない壁です。この壁を越えられないようでは、魔王の説得なんて、できるはずがないのです。

　そして、私たちならばそれができる。トモエさんの言うとおりです。

　根こん拠きよのない自信ではありません。

　魔ま竜りゆうザッハークとの接せつ触しよくで、アホタレの血に宿る竜の因いん子しは極限まで活性化されています。聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースの力を使わずとも、アホタレはかつてバハムートと見まみえた時より強くなっているのです。

　トモエさんには『超絶対刃アルテイマソード』があります。その名のとおり絶対防ぼう御ぎよの結けつ界かいすら切り裂さく必殺の刃やいばは、超ア戦イ闘ド体ルに対しても有効なはずです。

　私も──。

　私の使う魔ま法ほうは、魔界より呼び寄せた元素を操あやつる元げん素そ魔法です。そして、ここは魔界です。元素を呼び寄せるために精神の糸が必要であるという点に変わりはありませんが、魔界と私たちの世界との間にある壁を越える必要がなくなった分、扱える元素の量も質も上がっているはずです。私自身の魔ま力りよくが変わっていないにもかかわらず、魔法が強くなっているということです。

　それに、アイネイアもいます。歯嚙みをしながらも、アイネイアの闘とう気きは今もなお漲みなぎっています。

「ボクも、戦う！」

　ノェルが胸の前で組んでいた手を解ほどき、その手を拳こぶしの形にして声を張りました。

　ノェルは幻げん術じゆつ使つかいです。決して攻こう撃げき的な力ではありませんが、目眩めくらまし以上の役には立ってくれるはずです。末っ子とはいえ、ノェルだって魔ま王おうの娘むすめの一人なのですから。

　私たち五人全員が力を尽つくせば、勝機は絶対にあるはずなのです。

『あくまでも抗あらがうつもりか！　いいだろう！　そうでなければ面白くない！　勝つ意味がない！』

　ラーズグリーズの赤い巨きよ体たいが、イングヴェルデの裏返った声を響ひびかせながら、ついに動き始めました。

　腰よう部ぶに取り付けられていた剣けんを鞘さやごと取り外して胸の前に掲かかげ、一息に抜ばつ剣けんしたのです。

　剣──。

　イングヴェルデの超ア戦イ闘ド体ルであるラーズグリーズは、槍やりではなく剣を武器としていました。

「ようやく、剣を抜いたか。イング」

　アイネイアが真顔で言ったその言葉を、イングヴェルデは皮肉として受け取りました。

『ああ、抜いたとも！　お望みどおりな！　貴様ら全員、私の剣で叩たたき潰つぶしてやる！』

　鞘を後ろに放り投げて、ラーズグリーズは大きく剣を振りかぶりました。

『敗まけて、死ね！』

　超ちよう重じゆうの一撃が大地を割り砕くだく様を、私はアホタレに抱だきかかえられた格好で、上空から見下ろしていました。

　予想どおりの凄すさまじい破は壊かい力りよくに喉のどを鳴らしながら、私は視界の隅すみにアイネイアとノェルの姿を捉とらえていました。

　ノェルは、アホタレに抱きかかえられた私のようにアイネイアに抱きかかえられてはいません。自力でラーズグリーズの斬ざん撃げきを回かい避ひしたのですから、たいした反射神経と跳ちよう躍やく力です。さすがは魔王の娘といったところでしょうか。

　トモエさんの姿は見えませんが、心配はしていません。必ず、逃のがれているはずです。

「動きは、遅いな」

「そう……ですね」

　同意の言葉を返しはしたものの、私にはラーズグリーズの動きが鈍にぶいとは感じられませんでした。ですが、言われてみればたしかに、私の目でも剣けん筋すじを捉とらえることができていました。

　動きが疾はやいわけではないのなら、的まとが大きい分、魔ま法ほうを当てることは難むずかしくなさそうです。

「全力で、いきます」

　アホタレに宣言して、私は呪じゆ文もんを唱となえ始めました。──〝完全燃焼アラミタマ〟の呪文を。

　魔ま界かいでは魔法が強化されるとはいえ、超戦闘体にどの程度効いてくれるかは、まったくわかりません。

　出し惜おしみは、しません。

　私が〝完全燃焼アラミタマ〟を使おうとしていることを、アホタレは理解しているはずです。アホタレは、しかし、なにも言いませんでした。代わりに、アホタレは私を抱かかえる腕うでに力を込めてきました。

　無茶するなとは言わない。だけど、絶対に死ぬなよ。

　無言のうちにもアホタレがそう言ったのが、わかりました。伝わってきました。

　私は頷うなずいて、力ある言葉を叫さけびました。

「〝完全燃焼〟！」
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　絶え間なく降り注ぐ烈れつ光こうが、大地を激しく震ふるわせ続けています。

　結けつ界かい魔ま法ほう──〝鉄タテ壁ヌイ〟の内側で、私は身動きが取れずにいました。

　私だけではありません。私の後ろには、アホタレが、トモエさんが、アイネイアが、ノェルがいます。

　アホタレは右の頰ほおと腕うでに、酷ひどい火傷やけどを負っていました。

　トレードマークであるヘッドドレスとメイド服を脱ぬぎ捨て、純白の衣を纏まとっているトモエさんは、肩かたで──というより、全身で大きく息をしています。

　左右の脚あしと左腕、それに左の脇腹を焼かれたアイネイアは、もはや自力では立つことも叶かなわず、ノェルに肩を借りています。

　姉に体重を預けられているノェルも、顔中にびっしりと珠たまのような汗あせを浮かべています。

　皆、傷つき疲れていました。

　私は空の高みに立つ二体の超ア戦イ闘ド体ルを、歯を食いしばって睨にらみました。

　苦戦は、覚かく悟ごしていました。

　それでも、今の私たちが全力を尽つくせば、歯が立たないということはないと確信していました。

　現実は、しかし、非情でした。

　私たちは、二体の超戦闘体に損そん傷しようらしい損傷を与えられないまま、一方的に追いつめられていました。

　歯が立たなかった一番の要因は、防ぼう御ぎよ力りよくの高さです。

　見た目からして頑がん強きよう極まる超戦闘体の装そう甲こうは、ただ硬かたいだけではなく、幾重もの防御結界によって防まもられていたのです。

　アホタレやアイネイアの斬ざん撃げきは、防御結界にはね返されてしまいました。

　絶対防御の結界すら切り裂さくトモエさんの〝超絶対刃アルテイマソード〟は、すべての防御結界を貫きはしたものの、威い力りよくのほとんどをそこで殺そがれてしまい、装甲の表面に浅い傷をつけるのが精一杯でした。

　私が放った剛ごうの〝雷電ナルカミ〟も同様です。防御結界を突とつ破ぱしたところで、完全に威力を殺されてしまいました。

　ノェルも得意の幻げん術じゆつを駆く使ししてがんばってくれました。

　たかが幻術と侮あなどるなかれ。ノェルは、なんと幻術に質量を与えることができたのです。

　質量は生み出した幻まぼろしの大きさに比例します。大きなものほど重くなる、ということです。

　ノェルは巨きよ大だいなドラゴンや巨きよ人じん、あるいは城よりも巨大な岩を、幻として生み出し、ロスヴァイセとラーズグリーズにぶつけました。

　クリームヒルトもイングヴェルデも、それが幻であるということは承知していたはずです。それでも、頭ではわかっていても、突とつ如じよ目の前に巨きよ竜りゆうが現れれば、突如頭上に巨きよ岩がんが現れれば、驚おどろいてしまいます。ましてや、質量を持っているのです。ぶつけられれば、相応の衝しよう撃げきがあります。

　ノェルが幻げん術じゆつで隙すきを作ってくれたおかげで、私たちはラーズグリーズを攻こう撃げきすることができました。……が、結果は先に述べたとおり、有効な損傷を与えることはできませんでした。

　大きな幻術は、やはり消しよう耗もうが激しいようで、ほどなくしてノェルは、がっくりとその場に膝ひざをついてしまいました。

　攻こう守しゆは、そこで入れ替わりました。

　超ア戦イ闘ド体ルの武器は、もちろん、防ぼう御ぎよ力りよくの高さだけではありません。

　ラーズグリーズの剣けんは、一ひと振ふりで地を割り、大気を嵐あらしのように荒れ狂くるわせ、稲いな妻ずまをほとばしらせました。

　世界の終しゆう焉えんを予感させるような光景が、一振りごとに繰くり広げられるのですから、常じよう軌きを逸いつしています。

　そして、今、イングヴェルデのラーズグリーズは、高く掲かかげた剣けんの上に現れた太陽さながらに眩まばゆい巨きよ大だいな光こう球きゆうから、烈れつ光こうの雨を地上に降り注がせているのです。

〝鉄タテ壁ヌイ〟で辛かろうじて凌しのいではいますが……もし、ここが魔ま法ほうの効果が強化される魔ま界かいでなかったとしたら、〝完全燃焼アラミタマ〟を使っていなかったら、〝鉄壁〟は瞬またたく間に破られて、私たちは今頃一人残らず消けし炭ずみになっていたでしょう。

「さすがに、手強てごわいな」

　アホタレが私の隣となりに立って言いました。

「ええ。このままでは……」

　降り注ぐ烈光は、その一筋一筋が、私の剛ごう魔法にも匹ひつ敵てきする破は壊かい力りよくを有しています。いつまでも防ぎきれるものではありません。事実、結界はミシミシと軋きしみをあげ続けています。

　結界が壊こわれる前に、私が〝完全燃焼〟を維持できなくなってしまう可能性もありました。

　慣れてきたとはいえ、命が燃える苦痛は、一いつ瞬しゆんでも気を抜くと意識を失いかねないほどのものなのです。

「結界は、長くは保もちません。それに……」

「あいつまで動いたら、おしまいだな」

　上空に目をやって言ったアホタレに、私は頷うなずきで答えました。

　アホタレが言ったあいつとは、ラーズグリーズの後方に佇たたずみじっとこちらを見下ろしているロスヴァイセのことです。

　クリームヒルトの超戦闘体・ロスヴァイセは、戦いが始まってからまだ一度も攻撃を繰り出してはいませんでした。

　ラーズグリーズのように武器を手にしているわけでもなく、その力は未だ未知数です。

　アイネイアやノェルなら、ロスヴァイセの力がどういった類たぐいのものであるのか知っているはずですが、聞いている余よ裕ゆうがありません。

　どういった力を持っているにせよ、弱い、ということはないでしょう。

　ラーズグリーズと同等、あるいはそれ以上の力を秘めていると考えるべきでしょう。

　ロスヴァイセまでが攻こう撃げきに加わってくれば、アホタレの言うとおり、おしまいです。

「一体、どうすれば……」

　トモエさんが力なく呟つぶやきました。

　まったく同じ言葉を、私は心の中で繰くり返しました。

　この圧倒的に不利な状況を覆くつがえせる可能性のある方法を、私は二つ、思いついていました。

　しかし、どちらも実現は難しい方法です。

「なあ、アンジュ」

　アホタレが、私の肩かたに手を載のせて言いました。

「アレ、使えないか？」

　私は……即座には、返答できませんでした。

　アホタレの言葉の意味がわからなかったからではありません。わかってしまったからこそ、答えられなかったのです。

　アホタレは、〝完全燃焼アラミタマ〟を自分にかけろと、そう言っているのです。

　竜りゆう王おうの力の代行者──魔ま竜りゆうザッハークとの戦いで使った戦法です。

〝完全燃焼〟は、本来は命を燃やすことによって魔ま力りよくを強化する魔ま法ほうですが、呪じゆ文もんにアレンジを加えることによって、魔力ではなく膂りよ力りよくを強化することも可能なのです。自分以外の人間にかけることも。

　命を燃やしたアホタレの力は、破は壊かいの権ごん化げと化したザッハークにさえ届きました。

「無理……です」

　そう答えるのに、私はたっぷり深呼吸一つ分の時間を要しました。

「〝鉄タテ壁ヌイ〟を維持しながら他ほかの魔法を使うことは、できません。今、〝鉄壁〟を解いてしまったら、私たちは確実に消けし炭ずみです」

　アホタレに〝完全燃焼〟をかける。それは、私が思いついた方法の一つでした。

　ですが、今述べた理由で、実現は困難です。

　その方法は無理です、とアホタレに即答することはできたはずです。

　なのに、答えるまでに時間がかかってしまったのは、恐きよう怖ふに心臓が締しめつけられてしまったからです。

〝完全燃焼〟は、死の危険のある魔法です。自分自身にならともかく、アホタレにはかけたくありません。

　アホタレが死んでしまうことは、目の前からいなくなってしまうことは、私にとって、世界の終わりにも等しい恐怖なのです。

「うーん……無理か」

　首の後ろをさすりつつ唸うなったアホタレの背後から、呻うめき交じりの声がしました。

「なにをしようとしているのか知らんが、私が囮おとりになろう」

　アイネイアです。

「私が結けつ界かいの外に出て、ラーズグリーズの攻こう撃げきを引き受ける。策があるなら、その間に……っ」

　言葉の途と中ちゆうで、アイネイアは痛みに顔を歪ゆがめました。

「その怪け我がじゃ、無理だな」

　アホタレの言うとおりです。アイネイアの傷は自力では立っていられないほどに深いのです。気迫だけで、どうにかなるものではありません。

「だが、あいつは……イングは、私の妹だ。あいつに剣けんを教えたのは、私なのだ。私が師として至らぬばかりに、あいつは……」

「気持ちはわかるけど、さ。あいつは、あんたと同じ次元で競い合うことを放ほう棄きしちまってる。ここは、オレに任せてくれ」

　アイネイアに向けて歯を見せたアホタレは、暗黒剣デスブリンガーを地面に突つき刺さすと、空からになった両手を組んで大きく伸のびをしました。

「レックス様……？　一体、なにを……」

　散歩に行ってくるよ、とでもいうようなノリで、アホタレはとんでもないことを言いました。

「ヴァナディースの力を使う」

「……っ！」

　驚おどろきのあまり、集中力が一いつ瞬しゆん途と切ぎれて、意識が苦痛に吞のみ込まれかけました。

　頭を振り、歯を食いしばってから、アホタレの顔に視線を戻もどします。

「ヴァナディースの力を使う。もう、それしかないだろ」

「しかし、それは……！」

　それは、私が思いついたもう一つの方法であり、実行することはできないと判断した方法でした。

　竜りゆう王おうシグルドの妹であり、兄に匹ひつ敵てきする力を持っていた聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースは、しかし、竜王との対立によって肉体を失い、残った魂たましいと力も、時間とともに目減りしています。

　全力を発揮することができるのは一度だけだと、そう言っていました。

　ヴァナディースの力を使う、とは、すなわちそのたった一度を使ってしまうということです。

　魔ま王おうのバハムートと、竜王シグルド。ただでさえ、ヴァナディースの力を使わなければ戦えない相手は二人いるのです。ヴァナディースの力を使える回数は、今の時点で既すでに足りていないのです。

　この場でヴァナディースの力を使えば、使い切ってしまえば、魔王のバハムートと竜王……その両方と、ヴァナディースの力なしで戦わなければならなくなってしまうのです。

「でも、このままじゃみんなやられちまう」

「それは、そうですが……。なにか、外に方法が……外の方法を、考え──」

「ないよ」

　断言して、アホタレは腰こしの騎士剣ナイトソードへと手を掛けました。抜ばつ剣けんするのではなく、剣けん帯たいから鞘さやごと外してトモエさんに預けました。

「外に、方法はない。考えている時間も、ない」

　アホタレの言葉を後押しするように、私たちを防まもる結けつ界かいが大きく揺ゆれて、数箇所に亀き裂れつが生じました。

　反論は、もうできません。……が、せめて──。

「力を抑おさえて使うことは、できませんか？」

　ラーズグリーズの力は強大です。ロスヴァイセも、同等かそれ以上の力を持っているはずです。

　それでも、ラーズグリーズとロスヴァイセ──二体の超ア戦イ闘ド体ルを同時に相手にしていても、バハムートを目まの当たりにした時ほどの絶望感は、ありません。

　ヴァナディースの全力がバハムートに匹ひつ敵てきするほどであるのなら、多少余力を残しても、ラーズグリーズとロスヴァイセを打ち破ることは、十分、可能なはずです。

「ん。やってみる」

　頷うなずいて、アホタレは自分の胸に焼け爛ただれた手を当てました。そして、深呼吸を一つ、友人に声をかけるかのような気安い口振りで、言いました。

「ヴァナディース。オレに力を貸してくれ」

　ふわり、とどこからか甘あまやかな花の香りがして、淡あわい桜さくら色の光が広がりました。

　光の発生源は、アホタレです。

　太陽が目の前に降りてきたかのような光量でありながら、なのにまったく眩まぶしくないその光の中で、アホタレは人の輪りん郭かくを失っていきました。

　腕うでが溶とけ、足が溶け、胴どうが溶け、ついに顔まで溶けて見えなくなっても、空色の瞳ひとみだけは消えることがありませんでした。

「レックス様！」

　空色の瞳が、叫さけんだ私を見て微笑ほほえみました。

　大だい丈じよう夫ぶ。心配するな。

　その瞳は、そう言っていました。

　私は、怒ど鳴なってやりたい気持ちになりました。

　心配するに決まっているじゃないですか！

　他ほかの誰でもなく、あなたなんですから！

　私は、あなたのことが大好きなんですから！

　でも、怒鳴りません。ここで私が自分の気持ちを声にしたところで、アホタレを止めることはできないのですから。

　止めてはいけないのです。アホタレは、今この場で私たち全員が生き延びられるために、できることをしようとしているのですから。

　アホタレが地面を蹴けったのがわかりました。

　人としての形を失っていても、アホタレの肉体が失われてしまったわけではないのです。私には視し認にんできない足が、腕うでが──身体からだが、あるのです。

　結けつ界かいの外へと飛び出したアホタレを、ラーズグリーズの烈れつ光こうが容よう赦しやなく打ち据すえました。

　アホタレは、揺ゆらぎませんでした。ものともしなかったことが伝わってきました。

　見上げる私を振り返って、アホタレはもう一度微笑ほほえみました。そして、天上へと向き直ると、

「オレは、オレのままで！」

　声を響ひびかせながら、翼つばさを広げました。見えてはいませんが、翼を広げたのがはっきりとわかったのです。

　桜さくら色の光が叩たたかれた硝子ガラスのように砕くだけ散って、アホタレの新たな姿が目に飛び込んできました。

　それは、人でありながら人ならざる姿でした。

　衣服に代わって、眩まばゆい真ま白しろ色いろの鱗うろこをその身に纏まとい。

　両手の先に備えた太い鉤かぎ爪づめは、金こん剛ごう石せきのように煌きらめきながらも透すき通っています。

　炎ほのおのように逆さか立だった髪かみは、夜明け前の闇やみよりもなお暗い黒。

　そして、大きく広げられた背中の翼は、美しすぎるほどに美しい黄金こがね色。

　アホタレは再び振り返ると、空色の目を細めつつ、ニッと歯を見せました。

　その目は、その表情は、紛まぎれもなくアホタレのものです。

「レックス様……」

　人でありながら竜りゆう。竜でありながら人となったアホタレは、呟つぶやいた私に向けて頷うなずくと、黄金の翼を軽く動かして、その身をさらなる空の高みへと運びました。

　姿を変えたアホタレに驚きよう愕がくしているのか、様子を窺うかがっているのか……とにかく、ラーズグリーズは攻こう撃げきの手を止めています。

　瞬またたく間に、アホタレはラーズグリーズと同じ高さに至りました。

　赤い空を背景に向かい合う、アホタレと二体の超ア戦イ闘ド体ル。

　翼や鱗、鉤爪といった竜の特徴を現していても、アホタレの体たい軀くの大きさは、ほとんど変わっていません。まったく変わっていないわけではないのです。二回り程度は大きくなっていたように見えました。

　それでも、超戦闘体の巨きよ体たいと比較すれば、熊と子こ猫ねこほどの差があります。

　熊に対して、子猫はあまりにも非力に見えます。

　ですが、それは、あくまでも見た目の話にすぎません。

　力は、違います。

　超ア戦イ闘ド体ルと比べるとあまりに小さなその体たい軀くの内に、アホタレは超戦闘体にも劣おとらない力を湛たたえています。

　劣らないどころか、遥はるかに勝まさっているかもしれません。

　断言できないのは、その力が、人間である私の理解が及ぶ範はん疇ちゆうを超えてしまっているからです。

「なんだ、あれは」

　アイネイアが呆ぼう然ぜんとした口く調ちようで言いました。

「あれが、竜りゆう騎き士しの真の姿だというのか。力の底が、まるで見えない……」

　魔ま人じんであり、魔ま界かい一の剣けん士しと称されるアイネイアですら計りきれずにいるのですから、私にアホタレの力のほどを正確に理解できるはずがありません。

「レックス、すごいね」

　今度は、ノェルが声を弾はずませて言いました。

「すっごい大きな力を持ってるのに、全然、嫌いやな感じとか、怖こわい感じとか、しないんだもん」

　ノェルのその言葉で、私の脳裏に浮かんだのは、竜りゆうの墓場で戦った、魔ま竜りゆうザッハークの凶きよう貌ぼうさでした。

　竜りゆう王おうに力を与えられ、破は壊かいの権ごん化げとなったザッハークは、ただそこに存在しているだけで周囲に破壊を振り撒まいていました。

　今のアホタレの力は、あのザッハークさえ凌りよう駕がしているはずです。

　にもかかわらず、アホタレの力はザッハークのように大気を狂くるわせも大地を切り裂さきもしていません。

　それどころか、温あたたかくて……心が安らいでいきます。

「巨きよ大だいな竜の姿になるものと思っていたが……」

「私もです」

　事実、アホタレはあちらの世界から魔界へと渡る際、巨大ではないものの竜へと姿を変えていました。

　ヴァナディースの力をより大きく使えば、バハムートにも匹ひつ敵てき、あるいは上回るほどの巨大な竜になるものと当然のように思っていたのですが……。

　オレは、オレのままで！

　アホタレが翼つばさを広げる直前に叫さけんだ言葉が、思い出されました。

　巨大な竜の姿になることも、きっとできたのでしょう。

　それでも、アホタレは人に近い姿を保つことを選せん択たくしたのです。

　大きすぎる力に自分自身が吞のみ込まれてしまわないように──自分という存在を見失ってしまわないように、人に近い姿を保ったのです。

『貴様、その姿は……！』

『ヴァナディースの力を解放したんだね～』

　イングヴェルデとクリームヒルトの声が、赤い空に響ひびきました。

　人じん魔ま戦争の最終決戦に於おいて、魔ま王おうメイ＝ヘムと共に戦った彼女たちは、ヴァナディースの存在を知っているのです。

　ヴァナディースの存在を歴史から抹まつ消しようするために竜りゆう王おうが行ってきた『削さく除じよ』も、魔ま界かいにまでは及んでいなかったようです。

『竜りゆう騎き士しか！　相手にとって不足はない……！』

　ラーズグリーズが、右手一本で構えていた剣けんを両手持ちに変えました。

『レイジャックには後おくれを取ったが、今の私はあの時の私ではない！　ラーズグリーズの性能も向上している！　敗まける道理は……ない！』

　ふふふ……。

　くくく……。

　病みを感じさせる笑みをこだまさせながら、イングヴェルデはラーズグリーズの赤い巨きよ体たいから、血の色をした光を立ち上らせ始めました。

「精神が、食われはじめている……」

　アイネイアが呻うめき交じりに言いました。

「どういう意味ですか？」

「あのね。無限光石アイン・ソフ・オウルにはね、生き物の精神を食べちゃう性質があるの」

　傷の痛みに顔を歪ゆがめているアイネイアに代わって、ノェルが答えてくれました。

「精神が強ければ耐えられるんだけど……」

「ラーズグリーズとロスヴァイセが今使っているのは、パンデモニウムに使われていた無限光石だ。特別な無限光石だ。生なま半はん可かな精神では、抵抗できない」

　アイネイアが補足をしました。

「クリーム姉ねえ様さまはともかく、イングは……」

「精神を食われてしまったら、どうなるのです？」

「敵も味方も、それどころか自分自身が何者かさえもわからなくなって、暴れ狂くるうことになる」

　アイネイアの説明を聞きながら、私は以前にアイカから聞いた魔ま王おう妃ひレダの話を思い出していました。

　魔王メイ＝ヘムの妻であり、アイネイアやノェルの母でもあったレダは、魔王のバハムートすらも凌りよう駕がする力を持っていたという最初の超ア戦イ闘ド体ル・パンデモニウムの制せい御ぎよに失敗し、暴走してしまった……と。

　超戦闘体の攻こう撃げき能力は、世界を滅ぼしかねないほどに強大です。敵味方の見み境さかいなく暴れ狂うようになってしまったら、魔界そのものが壊こわれてしまいかねません。

「レックス様……」

　どうか、急いでください。イングヴェルデの精神が食い尽つくされてしまわないうちに、勝利を……。

　そんな私の心の声が聞こえたのか、アホタレが二体の超ア戦イ闘ド体ルと向き合ったまま、こちらに向けて親指を立ててみせたのが辛かろうじて視し認にんできました。

「あんたは、本当に負けず嫌ぎらいなんだな。アンジュみたいだ」

　アホタレがイングヴェルデに向けたその声は、叫さけんでいるわけでもないのに、鮮せん明めいに聞き取ることができました。

「でも、アンジュは実力じゃ勝てないからって、あんたみたいに、そんな物の力に頼ったりはしないよ」

　アホタレの全身から桜さくら色の光が噴ふき出し、渦うずを巻きました。

『知ったことか！　私は敗まけない！　アイネイアにも！　貴様にも！　誰にも！』

　赤い巨きよ体たいが、剣けんを振りかぶってアホタレに迫ります。

　血の色をした光と桜色の光がぶつかり合って、火花の雨が地上へと降り注ぎました。




　大地の震しん撼かんが、止まりません。

　ラーズグリーズの斬ざん撃げきが生み出した烈れつ光こうと衝しよう撃げき波はが、大地を切り刻み続けているのです。

　ラーズグリーズの剣けん速そくは、異常でした。

　刹せつ那なの間に、数十撃げき。

　私の目でもなんとか捉とらえられる──という認識は、完全な誤りだったのです。

「私の目でも、捉えきれない」

　と言ったのは、アイネイアです。

　アイネイアの目で捉えられないものを、私の目で捉えられるはずがありません。

　そんな、神しん速そくで繰くり出される斬撃の雨を、アホタレは難なくかわし続けていました。

　大きく広げた黄金の翼つばさを輝かせてラーズグリーズのまわりを飛び回るアホタレの疾はやさは、まさに超神速。神速をも凌りよう駕がしていました。

　もちろん、私の目で追いきれる速度ではありません。

　ただ、それでも、翼の煌きらめきだけは、はっきりと見て取ることができました。

　神速の斬撃をかわしながら、アホタレはしっかり反撃もしていました。

　アイネイアによれば、殴なぐったり蹴けったりといった単純な攻撃を繰り返しているだけらしいのですが、命中する度に、ラーズグリーズの赤い巨体は右へ左へ前へ後ろへと大きくよろめき、分厚い金属片を飛び散らせていました。

　魔ま界かい最強の兵装である超戦闘体さえも、嵐に見舞われた小舟の如ごとく弄もてあそぶ。今のアホタレは、その力は、それほどに強大でした。

『敗まけろ！　敗けろ！　敗けろ敗けろ敗けろ敗けろ敗けろおっ！』

　圧倒的な力の差に打ちのめされながらも、イングヴェルデの殺気は衰おとろえません。むしろ、狂きよう気きさえも取り込んで膨ぼう張ちようを続けています。

　神しん速そくの斬ざん撃げきは、魔ま界かいの大地に甚じん大だいな破は壊かいをもたらしながらも肝かん心じんのアホタレを捉とらえることは、一向にできません。

「悪いけど、敗けられないよ」

　拳けん撃げきか蹴しゆう撃げきか──とにかく、アホタレが繰くり出した攻こう撃げきがラーズグリーズの後頭部を爆ばく砕さいして、赤い巨きよ体たいは動きを止めました。

　殺気は、しかし、消えていません。イングヴェルデは、生きています。

　動かないラーズグリーズを尻しり目めに、アホタレはもう一体の超ア戦イ闘ド体ル──ロスヴァイセに視線と声を向けました。

「あんたは、もう攻撃してこないのか？」

　アホタレの問いに、ロスヴァイセの操あやつり手であるクリームヒルトは、『え～』とふてくされたような声を返しました。

『だって～。あなた、攻撃効きかないんだもん』

　ロスヴァイセが胸の前で構えた左右の手の上に、大輪の花が咲きました。──薔ば薇らです。正確には、薔薇の形状をした魔ま法ほう的な武装、です。

　色は、左右で違っていました。右が赤で左が黒。

『赤も黄も白も紫も、もう全然効かないんだもん。攻撃するだけ無む駄だ？　って感じ』

　ラーズグリーズが私たちに烈れつ光こうの雨を降らせていた間には一切行動を起こさなかったクリームヒルトは、ヴァナディースの力を解放したアホタレに対しては、高たか見みの見物を決め込んではいられないと判断したのでしょう。幾度かの攻撃を繰り出していました。

　ロスヴァイセの攻撃方法は、手にした薔薇です。

　虚こ空くうから取り出した薔薇を放り投げると、花びらの一枚一枚が炎ほのおに、雷かみなりに、冷気に、毒気に変わって、攻撃対象に襲おそいかかるのです。

　赤い薔薇が変わった炎は、天をも焦こがさんばかりの業ごう炎えんでした。黄色い薔薇が変わった雷は、神の怒りが如ごとき爆ばく雷らいでした。白い薔薇が変わった冷気は、永久凍とう土どに吹きすさぶ氷ひよう嵐らんのようでした。紫むらさきの薔薇が変わった毒気は、巨きよ竜りゆうや巨人でさえ抗あらがうことを許されない、濃のう厚こう濃のう密みつな死の気配を感じました。

　それらの攻撃は、回かい避ひ不可能の特性を備えていたかのようにアホタレを確実に吞のみ込みながらも、アホタレに一切の傷いたみを与えられずにいました。

　アホタレが全身から発し続けている淡あわい桜さくら色の光が、無敵の鎧よろいの役割を果たしているのです。

　自らの攻撃が意味を為なさないと悟さとったクリームヒルトは、ラーズグリーズの後方へと下がり、傍ぼう観かん者へと戻っていました。

「その黒い薔ば薇らは、初めて見るぞ。使わないのか？」

『ん～。使ってもいいけど、可愛かわいくないよ？』

　ロスヴァイセが左手にあった黒い薔薇を軽く放ると、それは墨すみのようにただひたすらに黒い霧きりと化して、アホタレに絡からみつきました。

　その黒い霧の正体を、私は即座には理解することができませんでした。

　毒気？　毒気であることは間違いありませんが、先程、紫むらさきの薔薇から生じた毒気とは、色も感じも違います。

「瘴しよう気きだ」

　アイネイアが答えをくれました。

「黒い薔薇は、煉れん獄ごく界かいから瘴気を導く。そして──」

　説明の途と中ちゆうで、アホタレを守る桜さくら色の光に異変が生じました。灰色に濁にごったのです。

　異変はそれだけでは止まりませんでした。灰色に濁った光が、巨きよ大だいな生き物へと変わったのです。

　私の知識にはない生き物でした。

　苦痛に、あるいは怒いかりに歪ゆがんだ人の顔を胴どうのそこかしこに浮かべた蚯蚓みみずなど、これまでに見たことも聞いたこともありません。

「瘴気は、妖よう魔まになる」

　アイネイアの説明が終わった時、無敵の鎧よろいを失ったアホタレは、妖魔の巨きよ体たいに──そのグロテスクな肉に、埋うもれていました。

　レックス様！

　叫さけびたい衝しよう動どうを、私はぐっとこらえました。

　迂う闊かつに叫んで、精神集中を乱すわけにはいきません。精神集中が乱れて〝鉄タテ壁ヌイ〟が解けてしまったら、私たちはひとたまりもありません。

　それに、私はアホタレを信じています。

　アホタレは──私の勇者は、必ず勝ちます。

　果たして、アホタレは私の信頼に応こたえてくれました。

　妖魔は如い何かなる手段でアホタレに死を与えようとしていたのか。

　押し潰つぶそうとしていたのか。自らの内に取り込もうとしていたのか。わかりませんが──とにかく、妖魔はアホタレに死を与えることなく、グロテスクな肉を飛び散らせました。

　黄金の翼つばさを広げ、桜色の光を纏まとったアホタレが、魔ま界かいの空に再び君臨しました。

『ほーらね。可愛かわいくなかったでしょ？』

「たしかに、可愛くはなかったな」

　アホタレはクリームヒルトと短く言葉を交わすと、その身より発する光の色を純白に変えて、片方の手をロスヴァイセに向けました。

　純白の光が、その手の先に──伸のばした人差し指の先へと集まっていきます。

「〝聖竜槍ドラゴンランス〟！」

　そして、アホタレが叫さけんだ言葉は、聞き覚えのあるものでした。
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　指先に集まり、渦うずを巻いていた光が音もなく弾はじけて、無数の突ラ撃ン槍スが赤い空を切り裂さきました。

　その行く手を阻はばむように現れた分厚い炎ほのおの壁は、ロスヴァイセが放った赤い薔ば薇らが変化したものです。

　迫り来る純白の突撃槍に対して自らが放った炎が、防壁としての役目を果たせないであろうことを、クリームヒルトは察していたのでしょう。

　ロスヴァイセの白い巨きよ体たいの随ずい所しよに、炎の壁を難なく貫通した突撃槍が突つき刺ささった際、彼女が発した言葉は、『やっぱりね』でした。

　ロスヴァイセはその白い巨体をぐらりと大きく傾かせると、それまで巨体を空中に留とどめていた力を失って、墜つい落らくの途とを辿たどりました。

　超重量が大地に激突した衝しよう撃げきが、私たちの足下にまで伝わってきました。

「倒……した……？」

「そのようだな」

　私が半ば無意識の内に口にしていた問いかけに、アイネイアが返事をくれました。

　ラーズグリーズの攻こう撃げきによって破は壊かいし尽つくされた大地に仰あお向むけに倒れるロスヴァイセは、動く気配を見せません。

　ただ、白い巨きよ体たいの深しん奥おうから、超ア戦イ闘ド体ルを最終決戦兵装としていた強大かつ膨ぼう大だいな力が失われていっていることは、感じられました。

　中にいるクリームヒルトの生死は、果たして……。

「あの技は、一体……」

「あれは、クシナダ……名も無き白はく竜りゆうが使っていた技です」

　アイネイアの誰ともない問いに、今度は私が答えを返しました。

　クシナダの〝聖竜槍ドラゴンランス〟は、対象の肉体を傷つけることなく精神にのみダメージを与える技でした。

　技の名前は同じでも、アホタレの〝聖竜槍〟はロスヴァイセの力そのものにダメージを与えているわけですから、厳密には同じ技とはいえないでしょう。それでも、傷をつけずに対象を行動不能にするという結果は、共通しています。

『貴っ様ああああああああああ……っ！』

　イングヴェルデの声が天空を揺ゆさぶったのは、私がアホタレに視線を戻もどしたのと同時でした。

　後頭部を破は壊かいされて動きを止めていたラーズグリーズが、赤い巨体を翻ひるがえして剣けんを振りかぶりました。

　叩たたき割られた後頭部から、装そう甲こうの随ずい所しよに刻み込まれたヒビから、力が流れ出ているのが感じられました。

　ラーズグリーズももう、戦闘不能の一歩、ないしは二歩手前といったところまで追いつめられているのです。

　それでも、イングヴェルデの殺気の膨ぼう張ちようは、止まりません。

　巨きよ剣けんが、唸うなりさえも置き去りにして破は壊かいの嵐あらしを巻き起こします。

　吹き荒れる破壊の嵐に、アホタレは左右の手に備わった鉤かぎ爪づめから銀の煌きらめきを発して、自ら飛び込んでいきました。

　一いち撃げき。

　実際には、数十、あるいは数百の爪そう撃げきによる成果なのかもしれません。

　ともあれ、アホタレの爪撃が巨きよ木ぼくよりも太いラーズグリーズの剣を操あやつる腕うでを、粉々に爆ばく砕さいしたという事実に変わりはありません。

『あ……ああっ!?』

　ラーズグリーズは剣を両手持ちしていました。アホタレが砕くだいたのは、ラーズグリーズが剣を持っていた腕です。つまりラーズグリーズは両腕を砕かれて失ったのです。

　仰向けに巨体を傾けたラーズグリーズは、駄だ目め押おしとばかりにアホタレに胸を蹴けり抜かれて、ロスヴァイセの傍かたわらに叩たたき落とされました。

『う……ぐ……が……っ！』

　イングヴェルデの濁にごった声が聞こえてきました。ラーズグリーズはピクリとも動きませんが、イングヴェルデは生きていて、意識もあるようです。

　私はアホタレを見上げて、彼の両手の鉤かぎ爪づめが放つ銀の煌きらめきに見み惚とれました。そして、気づきました。

　闇やみ色いろの髪かみに、真ま白しろ色いろの鱗うろこ。黄金の翼つばさに、金こん剛ごうの爪つめ。

　今のアホタレの姿には、これまでに出会い、接せつ触しよくしてきた四天竜ノーブルドラゴンたちの特徴が反映されていたのです。

　実際には、アホタレは銀ぎん竜りゆうユランとは、出会いはしたものの接触はしていません。竜りゆう騎き士しになるために接触した最後の竜は、四天竜ではなく魔ま竜りゆうザッハークです。

　しかし、アホタレは、その身にザッハークではなくユランの象徴的な部位である金剛の爪を現していました。

　それは、何な故ぜなのか。

　これは、なんの根こん拠きよもない私の勝手な解釈ですが──ユランが……ユランの魂たましいが、力を貸してくれているのではないでしょうか。

　人間への愛と憎にくしみの狭はざ間まで苦しんでいたユランは、命を失い、魂だけの存在になりながらも、私たちを助けてくれました。金きん竜りゆうオルリスを私たちの許へと導いてくれました。

　ユランの魂は今も私たちを見守ってくれているのです。そして、アホタレに力を貸してくれているのです。

　ユランだけではありません。オルリスも、ヴリトラのジェイドも、クシナダも──この場にはいなくとも、心はアホタレと共にあるのです。

　四天竜の加か護ごを得て、聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースの力を得て、真実の竜騎士となったアホタレは、二体の超ア戦イ闘ド体ルに見事勝利しました。

　ふわり、と羽根が落ちるように、アホタレが私たちの目の前に降り立ちました。

　アホタレは笑っていました。空色の瞳ひとみが、いつもより少し高い位置から私を優しく見下ろしています。

　涙なみだが出てきました。

　人を遥はるかに超えた伝説の存在になっても、アホタレはアホタレとして私に笑いかけてくれている。

　それが嬉うれしくて、安心して、涙が止まらなくなってしまいました。

　精神の糸が途と切ぎれて、〝完全燃焼アラミタマ〟と〝鉄タテ壁ヌイ〟──使用中だった二つの魔ま法ほうが解とけると、アホタレが発していた桜さくら色の光が、私たちの間を春風のように吹き抜けていきました。

「泣くなよ、アンジュ」

「だっ……て……っ」

　しゃくり上げて言葉にならない私を、アホタレは苦笑いを浮かべて撫なでてくれました。

「こっ、子供扱いっ、しないで、ください……っ」

「なんだか、いつもよりアンジュが小さく見えるからさ」

「それはっ、あなたの、背が、高くなったっ、せい、です……っ」

「ん？　オレ、背、デカくなったのか」

「ちゃんと、元に、戻もどってくださいよ……っ」

　でないと、あなたの顔が思うように見られないんですから。

「うん。まあ、戻る……と思う。大だい丈じよう夫ぶ。アンジュのほうこそ、大丈夫か？　身体からだ」

「え……？　あ……だ、大丈夫です」

　答えてから、私は「なぜ大丈夫なのだろう？」と心の中で首を捻ひねりました。

　ほんの今まで〝完全燃焼アラミタマ〟を使っていたというのに。

　多少の疲労感はあるものの、それだけです。

　これまでも、命を燃やすことに身体が慣れてきている感はありましたが、ここまで楽なのは初めてです。

　原因は、わかりません。

　単純に慣れたと結論づけるには、いくらなんでも急に楽になりすぎたように思えます。

「そっか。良かったよ」

　アホタレはそう言って笑いましたが、その笑みがどこか悲しげに見えたのは、私の気のせいでしょうか。

「力を解放した竜騎士を目まの当たりにするのは初めてだが……凄すさまじいものだな」

「レックス、すごーい！　カッコ良かったよー！」

　アイネイアと、彼女を支えているノェルが、アホタレに賛辞を送りました。

「あたしも、すごいと思うよ～」

　ふたりに続いてアホタレに賛辞を送ったのは、私でもトモエさんでもありません。──クリームヒルトです。

　彼女の姿は、横たわるロスヴァイセの肩かたの上にありました。

「よっと」

　ロスヴァイセの肩を軽く蹴けって跳とんだクリームヒルトは、ロスヴァイセの隣となりに倒れていたラーズグリーズの胸の上に着地すると、小さな白い手を分厚く赤い装そう甲こうに当てて、呪じゆ文もんのような言葉を口にしました。

　ラーズグリーズの赤い巨きよ体たいが、一いつ瞬しゆん、青い光を放って、クリームヒルトの傍かたわらに人が現れました。

　うつ伏せに倒れていて顔は見えませんが、それでもそれが誰かは一いち目もく瞭りよう然ぜんでした。イングヴェルデです。

「う……あっ……ああ……っ……ぐ……っ」

　呻うめき声を発しながら、イングヴェルデは全身を痙けい攣れんさせていました。

　そのイングヴェルデを私よりも小さな身体からだで軽々と担かつぎ上げて、クリームヒルトは私たちの目の前に降り立ちました。

「やっぱり強いね～。竜騎士は。手も足も出なかったよ」

　パチパチパチ、と笑顔で手を叩たたいたクリームヒルトは、その直前に、妹であるイングヴェルデを傍かたわらに転がしていました。ゴミでも捨てるかのような、ぞんざいな下ろし方でした。

「そう思うんなら、降参してくれないかな」

「それは、できないよ」

　アホタレの勧告に、クリームヒルトは首を横に振りました。

「だって、あたし……したいもん。戦争」

　あどけない美び貌ぼうに汚けがれのない笑みを浮かべて、クリームヒルトは剣けん吞のんな言葉を吐はきました。

「黒こく死し病びようを治す方法だなんて、そんなの、困るよ。戦争、終わっちゃったら、また毎日が退たい屈くつになっちゃうよ」

「戦争って、そんな楽しいものじゃないと思うんだけどな、オレは」

「楽しいよ？　だって、二つの世界が血と死で満たされるんだよ？　悪意と憎ぞう悪おで溢あふれかえるんだよ？　こんなに楽しいことって、他ほかにある？」

「あるんじゃないか？　たくさん」

「気が合わないね、あたしたち」

　汚けがれのない──天使のようだったクリームヒルトの笑みが、悪意という名の汚お泥でいにまみれて悪あく魔まの笑みへと変質しました。

　驚おどろきは、しませんでした。

　可か憐れんな容よう姿しとは裏腹に、彼女が『真っ黒』な性しよう根ねの持ち主であることは、理解していましたから。

「クリーム姉ねえ様さま、どうか退ひいてください。レックスの……竜騎士の力には、太た刀ち打うちできません」

「お願い、クリームお姉ちゃん！　ボクたちをお父とう様に会わせて！」

　アイネイアは説得を、ノェルは懇こん願がんを、改めて試みました。

　しかし、クリームヒルトは悪魔の笑みを崩くずすことはなく、ふたりの声などまるで聞こえていないかのようにイングヴェルデに声をかけました。

「インちゃん、さぁ、立って」

　身を屈かがめ、イングヴェルデの前髪がみを鷲わし摑づかみにしたクリームヒルトは、突つっ伏していた妹の顔を力ずくで上向かせて、言いました。

「インちゃんは、まだ敗まけてないよ」

　イングヴェルデは魂たましいを失ったかのような虚うつろな目を姉に向けました。

「インちゃんには、まだ力があるでしょ？　ラーズグリーズよりも、もっと大きな力が」

「え……？」

　弱々しい疑問の声が、イングヴェルデの唇くちびるから洩もれました。

　私はアイネイアの顔を見ました。

　アイネイアは歯を食いしばって首を横に振りました。

　クリームヒルトが言う、『ラーズグリーズよりも大きな力』がなにを指しているのか、アイネイアにもわからないのです。

　ノェルにも視線で問うてみましたが、返ってきたのはアイネイアと同じ反応でした。

「さぁ、立って。魔ま界かいで一番大きな力が、インちゃんを待ってるよ」

　アイネイアやノェルと同様、姉の言葉の意味を理解していなかったイングヴェルデの虚ろな目に、忽こつ然ぜんと光が宿りました。

　それは、理解と、意志と、歓喜と、そして狂きよう気きの光でした。

「あ……ああ！　そうだ！　あはは……！」

　クリームヒルトがつかんでいた前髪がみを放すと、イングヴェルデはむくりと起き上がって、笑い声を響ひびかせました。

「勝てる！　あの力なら、竜騎士にだって勝てる！」

「うんうん。インちゃんは無敵だよ～」

　悪あく魔まの笑みを天使の笑みに戻もどして、クリームヒルトは地面に手をつきました。

　その手が一いつ瞬しゆん、水色に光って、墨すみで塗ぬり潰つぶしたような濃こい闇やみが地面に広がりはじめました。

　クリームヒルトの地面についた手と足が、隣となりに立つイングヴェルデの足が、闇にずぶりと沈しずみ込んだところで、私は焦あせりを覚えました。

　ふたりは、この場を去ろうとしています。勝ち目がないことを痛感して退ひいてくれるのであれば望むところですが、ふたりは、まだ戦うつもりです。

「待ちなさい！」

　クリームヒルトが地面についていないほうの手を軽く踊おどらせたのは、私が叫さけぶのと同時でした。

　私はふたりの撤てつ退たいを阻そ止しするべく魔ま法ほうを使おうとして、逆に阻止されてしまいました。

　精神の糸を編み、呪じゆ文もんを唱となえようとしたところで、どこからか現れた手に口を塞ふさがれてしまったのです。

　濃のう厚こうな死し臭しゆうを放ち、ぬめりを帯びたその手は、明らかに人のものではありません。

　異い形ぎようの手に捕らわれているのは、私の斜ななめ前に立つアホタレも同様でした。

　グロテスクなその手は、アホタレの両腕うでを、両足を、抱かかえ込んで締しめ上げ、首や背中の翼つばさにも絡からみついていました。そして、それらの手はすべて、地の隙すき間まから生はえ出ていました。

　気づいたことは、もう一つありました。

　アホタレが発していた桜さくら色の光が、消えていたのです。

　その事実が、私に『手』の正体を教えてくれました。

『手』は、妖よう魔まです。

　理り屈くつはわかりませんが、妖魔にはヴァナディースの力を打ち消す力があるのです。

　私はクリームヒルトを見ました。

　既すでに胸のあたりまでを足下の闇やみに沈めつつあったクリームヒルトは、私と目が合うと、再び悪あく魔まの笑みを浮かべました。

　私は理解しました。妖魔を、あるいは妖魔の『元』である瘴しよう気きを操あやつる──それが、魔ま王おうの三番目の娘むすめ・クリームヒルトの力なのです。

「はな、して……っ！」

　ノェルの苦しげな声が聞こえました。ノェルも、そしておそらくはアイネイアとトモエさんも、『手』に捕らわれてしまっているのです。

「──っ！」

　為なす術すべなく奥歯を嚙かみしめた私の耳に、鋭するどい呼こ気きが突つき刺ささりました。

　それは、アホタレが腕わん力りよくで『手』を引きちぎった際に発したものでした。

　自由を得たアホタレは、息もつかずに鉤かぎ爪づめを輝かせ、まず私を、続いてトモエさん、アイネイア、ノェルを、鉤爪の一いつ閃せんで『手』の支配から解放しました。

　私は杖つえを構えて正面に向き直りましたが、その時にはもう、クリームヒルトとイングヴェルデの姿は消えていました。

「逃げられちまったな……」

「なにか奥の手があるような口振りでしたね……」

　アホタレがため息交じりに、トモエさんが不安げに言いました。

「魔ま界かいで一番大きな力と言っていましたが……」

「……！」

　私の呟つぶやきに、顔色を変えた人物がいました。ノェルです。

「もしかして……でも……」

「心当たりがあるのですか？　ノェル」

　ノェルは私の問いには答えず、姉であるアイネイアに声を向けました。

「お姉ねえちゃん……。魔界で一番大きな力って、もしかして……」

　アイネイアは切れ長の目を見開いて、うつむき気味だった顔を上げました。

「まさか、そのままの意味だというのか……!?」

「アイネイア？」

「いや、だが、そんな……そこまで愚おろかな真ま似ねは……」

　アイネイアはぶつぶつと呟つぶやいた後で、見開いていた目をぎゅっと瞑つむり、一度大きく深呼吸をして、目を開けました。そして、私に問うてきました。

「魔ま界かいで一番大きな力と聞いて、真っ先に思い浮かぶものは、なんだ？」

「それは……」

　魔界で一番大きな力。その言葉から伸のびるイメージの糸を辿たどった先に見えた光景は、地上で燃えさかる炎ほのおによって茜あかね色いろに染まった空に佇たたずむ、銀色の巨きよ体たいでした。

「まさか……」

「その、まさかだ」

　その時、私の視界の隅すみで光が弾はじけました。

　振り返った私は、彼方かなたの空に現れた青い光の柱に、まばたきと呼吸を奪うばわれました。

　連なる山々の中で一ひと際きわ背の高い山の頂から、赤い空に向かって伸びる青い光の柱。

　それが、途と方ほうもない災さい厄やくの前触れであることを、私は瞬しゆん時じに理解していました。

　光の柱の前に、黒い影が揺ゆらめきました。

　ゆらゆらと揺らめきながら大きさを増していった影は、ほどなくして人に近い形状を成し、その存在を、今私たちがいるこの世界と同一の空間に固着しました。

　闇やみ色いろのマントを靡なびかせた、銀色の巨きよ体たい。

　超ア戦イ闘ド体ル・バハムート。

　フェブロニアのカガクの結晶であった究極の兵器、ティル・ナ・ノーグを一いつ刀とう両りよう断だんにした──究極をも超える、絶対の兵器。無敵の装しよう束ぞく。最悪の、災さい厄やく。

「イングヴェルデが、あれを……？」

　私の問いに、アイネイアは苦しそうに悔くやしそうに頷うなずきました。

「愚おろかだ。あまりにも、愚かだ……」

「バハムートを操あやつることができるのですか？　イングヴェルデに」

　アイネイアは首を横に振りました。

「できない。だから、愚かだと言っている」

「精神を食われて、暴走する……？」

　超戦闘体の動力である無限光石アイン・ソフ・オウルには、使用者の精神を侵しん蝕しよくする特性があると教えてくれたのは、アイネイアとノェルです。

　そして、かつて最初の超戦闘体・パンデモニウムに使われていた無限光石は、特別な無限光石だとも言っていました。

　その無限光石は、今、バハムートの動力として使われています。

　ロスヴェイセとラーズグリーズも、同じくパンデモニウムの無限光石を使っていたようですが、あくまでもそれは一部を切り分けたものにすぎません。

　バハムートの中にある本体とは、動力としても精神侵蝕の度合いも、桁けたが違うはずです。

　ラーズグリーズを操あやつっていた段階で、イングヴェルデはかなり精神を食われていました。

　バハムートを正気のまま操れるとは、到底、思えません。

「暴走は、避さけられない。自我を保ったままバハムートを操れるのは、唯一、父だけだ」

　私の不安を、アイネイアは肯定しました。

「では……」

「魔ま界かいの、危機だ」

　彼方かなたの空で、バハムートが空も、大地も、山も、森も、海も──魔界のすべてを震ふるわせるような、巨きよ大だいな砲ほう吼こうを轟とどろかせました。
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　初めに消えたのは、山でした。

　バハムート出現の前触ぶれとして天に向かって伸のびた青い光の柱──その発生点となった山が、バハムートの巨きよ剣けんの一ひと薙なぎによって、溶とけ消えてしまったのです。

「が、牙が峯ほう山ざんが……」

　アイネイアを支えていたノェルが、見開いた大きな瞳ひとみを震ふるわせて、その場にぺたんと座り込みました。

　傍そばにいたトモエさんに咄とつ嗟さに支えられて倒れずにすんだアイネイアも、切れ長の目をいっぱいに見開いていました。

　次に消えたのは、バハムートの真下に広がっていた樹じゆ海かいでした。

　バハムートが剣を持っていない左手を振り下ろすと、大気が灼しやく熱ねつの赤色を帯びて、樹海が蒸発したのです。

　山一つ、樹海一つを瞬またたく間に消し去ったその力は、同じ超ア戦イ闘ド体ルであるロスヴァイセやラーズグリーズを遥はるかに上回っています。

　世界のすべてを破は壊かいし尽つくしてしまえるほどの、強大極まる力です。

　バハムートがティル・ナ・ノーグを一いつ刀とう両りよう断だんにした光景が、嫌いやというほど鮮せん明めいに脳裏に甦よみがえって、私は心底から震ふるえ上がりました。

　青い光の柱が薄うすれて消えると、バハムートが移動を始めました。

　疾はやくも遅くもない、そんな曖あい昧まいな速度で、銀の巨きよ体たいがこちらに向かってきます。

「逃げるぞ」

　迫り来る最大最強の敵に対し、如い何かなる行動を取るか。

　それを真っ先に決めたのは、アホタレでした。

　アホタレは、私たちの世界から魔ま界かいへ渡ってきた時と同じように竜りゆうの姿を変えると、「乗れ」、命令口く調ちようで言いました。

　バハムートを操あやつる魔ま王おうメイ＝ヘムとの対決は、想定も覚かく悟ごもしていた事態です。

　しかし、この状況は……こんな状況は、想定していませんでした。想定外の出来事に対しては、覚悟もできません。

　パニック寸前になっていた私は、アホタレが提示した『逃げる』以上の選せん択たく肢しを思いつくことができず、アホタレの言葉に従いました。

　アイネイアやノェルからも反対の声はあがらず、私たちはアホタレの翼つばさを借りての逃走を開始しました。




　アホタレは光こう翼よく竜りゆうにも勝る疾さで魔界の空を駆かけ、瞬またたく間にバハムートを置き去りにしました。

（下りるぞ）

　アホタレが舞い下りたのは、白い山の中腹でした。

　白い山、というのは比ひ喩ゆでもなんでもありません。遠目には雪が降り積もっているように見えましたが、違いました。

　土も、木々も、岩肌はだも、すべてが白いのです。

　土は、明るい純白。木々の枝葉は、ほのかに緑がかった白。幹や岩肌は青みがかっていて、白よりは青白いという表現がしっくりくるかもしれません。

「白はく狼ろう山ざんだ」

　アイネイアが言いました。

「妖よう魔まに色を食われて、こうなった」

「危険はないのですか？」

「妖魔は退治されている。問題ない」

　もっと詳くわしく聞いてみたいところではありましたが、それが許される状況ではありません。

「イングお姉ねえちゃん……もう、心を全部食べられちゃったのかな……」

「だろうな。見み境さかいなく力を振るったのが、その証しよう拠こだ」

　ノェルに答えたアイネイアは、自力で立っていました。立てる程度には傷が癒いえてきたようです。

「ですが、私たちのほうに向かってきたということは、まだ多少なりとも自我が残っているのではないですか？」

「クリーム姉様が……いや、クリームヒルトが誘ゆう導どうしているだけとも考えられる」

　アイネイアはついに、姉であるクリームヒルトに敬称をつけることをやめてしまいました。それは、もはやクリームヒルトを姉とは思わないという決意の表れに外なりません。

「クリームヒルトは、なぜ、魔ま王おうの超ア戦イ闘ド体ルを暴走させるような真ま似ねを……」

「クリームヒルトは、あれは、悪意の塊かたまりだ。理念もなく、信念もなく、ただ愉ゆ悦えつのために血と死を求めている……」

　アイネイアは額ひたいに手をやって、深いため息をつきました。

「昔は、ああではなかったのだが……」

「瘴しよう気きのせいなの」

　ノェルがアイネイアに寄り添って言いました。

「クリームお姉ちゃんは、みんなを守るために、瘴気を操あやつる術じゆつを身につけようとしたの」

「努力の末に、クリームヒルトは瘴気を操る術を身につけた。だが、その代だい償しようとして、瘴気の毒気に精神を侵おかされてしまった」

　魔ま界かいの人々にとって、煉れん獄ごく界かいから漏もれ出てくる瘴気は脅きよう威いです。

　クリームヒルトは、その脅威から魔界の人々を守るために、瘴気を操る術を身につけようとした。

　しかし、その結果、クリームヒルトは……クリームヒルトの心は、瘴しよう気きの毒気に侵おかされて、悪意に染まってしまった。

　そして、クリームヒルトの悪意は、実の妹であるイングヴェルデを狂気の底へと突つき落とし、バハムートを暴走させている……。

　魔ま王おうの九番目の娘むすめ、私たちがナブラスカ山で戦い倒したロンブローゾは、極めて残ざん忍にんな性格ながらも、父親である魔王メイ＝ヘムに対しては深い敬愛の念を抱いだいていました。

　クリームヒルトも同様かと思っていましたが……過去はともかく、今のクリームヒルトには、魔王のため、魔ま界かいの人々のため、といった意識は微み塵じんもないのです。

（どうする？　アンジュ）

　竜りゆうの姿のままのアホタレが、鼻先を私に寄せて訊きいてきました。

「勝てると思いますか？　あれと戦って」

（うーん……）

　アホタレは難むずかしそうに唸うなって──倒れました。

「レックス様!?」

　竜の巨きよ体たいを横たえたアホタレは、桜さくら色の光を湯ゆ気げのように立ち上らせながら、元の──人間の姿に戻もどりました。

「レックス様！」

　私の呼びかけに、アホタレは重たげに瞼まぶたを持ち上げました。

「わ、悪りぃ……。急に力が抜けちまってさ……」

　そう言って身体からだを起こしたアホタレは、青白い顔色をしていました。

　私は傍かたわらに膝ひざをついて、アホタレの背中に手を回しました。

　その手にアホタレの体重を感じて、私は彼の疲労の深さを悟さとりました。

　四天竜ノーブルドラゴンや魔ま竜りゆうザッハークとの接せつ触しよくによって、アホタレは血に宿る竜の因いん子しを活性化させ、竜騎士に相応ふさわしい強きよう靱じんな肉体を手に入れました。そんなアホタレでも、ヴァナディースの力を使うことは、やはり、肉体に大きな負担をかける行為なのです。

「レックス、大だい丈じよう夫ぶ？」

「ああ、動けないほどじゃないよ」

　心配顔で声をかけてきたノェルに笑顔で応こたえると、アホタレは立ち上がり、腕うでと首を回しました。

　まったく動けないほどではなさそうですが、地を踏ふむ足にしっかりと力が入っていないのは明白でした。

「アンジュ様」

　トモエさんが声をかけてきました。

「マントをお貸しいただけますか」

「ええ。どうぞ」

　トモエさんは私から借りたマントで身体からだを覆おおうと、真っ白な燐りん光こうを全身から発して、長い息を吐はきました。

　殺戮天使キリングエンジエルの状態を、解除したのです。

　本当は、彼女にとっての正装であるメイド服をかっちりと着込みたいところでしょうが、またすぐにでもバハムートと戦うことになるかもしれない状況を考こう慮りよして、マントだけにしたのでしょう。

　殺戮天使の状態を維持し続けていたトモエさんの顔色は、良くありません。

　アイネイアも、戦える状態には程遠いように見えますし、ノェルも大規模な幻げん術じゆつを連発できるまでには回復していないでしょう。

「もう一度ヴァナディースの力を使うことは可能か。レックス」

　アイネイアがアホタレに問いました。

「使えないことはない、と思う。さっきと同じぐらいの力なら、あと一回は、たぶん、いける。けど……」

「勝ち目はない、と」

「ああ」

　アホタレは、先程の戦いで、ヴァナディースの力の五割程度を使用したようです。

　残された力も、また五割。

　五割の力でも、ロスヴァイセとラーズグリーズ──二体の超ア戦イ闘ド体ルに打ち勝つことは、十分、可能でした。

　しかし、バハムートには勝てない……。

「ダメ元で、あれ、やってみるか……」

　アホタレがそう言って私を見ました。

「〝完全燃焼アラミタマ〟……ですか？」

「ああ。どう思う？」

「レックス様に〝完全燃焼〟をかけても、ヴァナディースの力を増ぞう幅ふくすることはできないかと……」

　ヴァナディースは既すでに肉体を……命を失っている存在です。命を燃やして力に変える魔ま法ほうである〝完全燃焼〟が効果を発揮することは、ないでしょう。

　ヴァナディースではなく、アホタレの命を燃やすことで、アホタレ自身の力を増幅することは、できます。もちろん、それでも大きな戦力アップになることは間違いないのですが、バハムートが相手では、おそらく焼け石に水です。

「だよなぁ……」

　アホタレは後頭部を搔かきつつため息をつきました。

「まあでも、外ほかに打つ手がないんなら、とりあえずアラなんとかをかけてもらって、それで戦ってみるよ。……アンジュ、頼む」

「ですが……」

〝完全燃焼アラミタマ〟を使って、それで勝ち目があるのならともかく、結局、勝ち目がないのであれば、死の危険がある魔ま法ほうをアホタレにかけたくはありません。

　かといって、このままバハムートを放置しておけば魔ま界かいが壊こわれてしまいます。

　以前の私なら、敵の世界である魔界がどうなろうと知ったことではない、滅びてくれるのであればむしろ好都合だと、そんなふうに考えて、自分たちの世界に逃げ帰っていたかもしれません。

　ですが、今の私には、魔界がどうなってもいいとは思えません。

　ノェルも、アイネイアも、大切な友人です。彼女たちが生まれ育ったこの魔界の第一層──赤しやつ空くう界かいが、煉れん獄ごく界かいの瘴しよう気きから私たちの世界を守る役割を果たしていたことも知りました。

　魔界を見捨てるわけには、いきません。

　考えるのです。

　バハムートを倒す方法を。私たちの力で倒すことが不可能であるのなら、せめて、止める方法を。

　だしぬけに、足下がぐらりと揺ゆれました。

　よろめいてアホタレの胸に倒れ込んだ私は、揺れているのが自分の足下だけではないことを理解しました。

　山全体──いえ、もっと広こう範はん囲いにわたって揺れています。

「バハムートだ」

　アイネイアが懸けん命めいに踏ふん張りを利かせつつ、言いました。

「バハムートの力が、地ち脈みやくに影響を与えている」

　地じ震しんは程なくして収まりましたが、途方もなく巨きよ大だいな獣けものが低く唸うなっているかのような、そんな不ふ吉きつな音が、地の底から響ひびいてきています。

「地脈が暴走して大地が割れれば、瘴気が一気に噴ふき出してくる。そうなったら、終わりだ」

「クリームお姉ねえちゃん……イングお姉ちゃん……」

　クリームヒルトを姉ではなく敵として見なしたアイネイアと違い、ノェルは今もまだクリームヒルトをお姉ちゃんと呼んでいます。

　魔界を存亡の危機に立たせている張ちよう本ほん人にんだとしても、クリームヒルトも、イングヴェルデも、ノェルにとってはかけがえのない姉なのです。

「一つだけ……」

　アイネイアが躊躇ためらいがちに言いました。

「一つだけ、バハムートを止められるかもしれない方法が、ある」

　希望を口にしたアイネイアの表情は、しかし、苦く渋じゆうに満ちていました。

「だが……」

　アイネイアは、なぜか私を見た後で言い淀よどみ、そして──。




「ずいぶんと面白いことになってるじゃねぇか」




　聞き覚えのない男の声が、アイネイアの言葉の続きを奪うばい去りました。

　その声の主は、私たちの背後に広がっていた白い森の中から、ゆっくりと歩み出てきました。

「アイネイア、ノェル。久しぶりだな」

　魔ま王おうの娘むすめたちに気安く声をかけてきたその男が誰なのか、初めて見る顔であるにもかかわらず、私にはすぐにわかりました。

　推測の結果ではありません。一目見た瞬しゆん間かん、私の中のなにかが、男の正体を告げてきたのです。

　アホタレも、男が何者なのかわかったはずです。根こん拠きよはありません。それでも、アホタレにもわかったはずだと、わかってしまったのです。

　私は見開いた目で男を見つめました。

　偉い丈じよう夫ふです。

　背はアホタレよりも優に頭二つ分は高く、隆りゆう々りゆうとした筋肉と褐かつ色しよくの肌はだが、大型の肉食獣じゆうめいた野性味を感じさせます。

　曇どん天てんの空のような鈍にび色いろの髪かみは、手入れがまったくされていないのか、ボサボサと広がりながら腰こしにまで届いています。

　彫りの深い顔には、傷がありました。右の頰ほおと左の下した顎あごの傷は、刀傷でしょう。

　目の傷は──。

　男は顔だけでなく、腕にも胸にも刀傷と思しき傷きず痕あとが見受けられましたが、一番目立っているのは、左右両方の目を塞ふさいでいる傷です。真新しい傷ではありません。相当に古い傷のように見えます。そして、目の傷だけは、刀傷ではなく火傷やけどのように見えました。

「父とう様さま……」

　アイネイアがポツリと呟つぶやいたその声に、トモエさんが息を吞のんだのがわかりました。

　驚おどろくのも無理ありません。

　男の名は、メイ＝ヘム。

　私たちが王都を旅立つことになった、そもそもの元げん凶きよう・原因である、魔王──。

　百年の昔から、英雄譚たんの敵役として、あるいは絶対的な恐きよう怖ふの象徴として語り継つがれてきた、伝説の存在。

　アイネイアが男を父様と呼んでも、男が魔王メイ＝ヘムその人であると一目で理解していた私は、驚おどろきませんでした。

　ただし、それは男が魔ま王おうであるという事実に驚かなかったというだけで、魔王が私たちの目の前に前触ぶれもなく現れたという事実に対しては、失神せずにすんだのが奇き跡せきと思えるほどに、驚いていました。

「魔王、メイ＝ヘム……」

　ゴクリと喉のどを鳴らしつつ呟つぶやいた私を、魔王が見たのがわかりました。

　魔王の目は、傷により右も左も完全に塞ふさがっています。その目に見えるのは、深い闇やみばかりのはずです。それでも、たしかに魔王は私を見ていました。

　浅く首を傾かたむけ、「ふむ」と小さく頷うなずいて、魔王は見えていないはずの目を、今度はアホタレに向けました。

「レイジャックの孫まご……いや、曾ひ孫まごか」

　独りごちて、魔王は彫りの深い顔に陰のない笑みを浮かべました。

「レイジャックの血を継つぎながらヴァナディースを宿したか。面白い」

　魔王もまた一目で、アホタレがレイジャックの子し孫そんであることを見抜きました。竜りゆう騎き士しであることも。宿した力と魂たましいが、竜りゆう王おうシグルドではなく聖せい母ぼ竜りゆうヴァナディースのものであることも、です。

「よっ」

　それが、アホタレの魔王メイ＝ヘムに対する、まさかの第一声でした。

　片手を上げて、笑みさえ浮かべて。

　アホタレの緩ゆるさをこの旅で嫌いやと言うほどに見てきた私も、これにはさすがに開あいた口が塞ふさがりませんでした。

　よもや、伝説の魔王相手に、そんな、親しい友人に対するような挨あい拶さつをするなんて。

　軽んじられたと激げき怒どした魔王が次の瞬しゆん間かんにも襲おそいかかってくるかもしれないと身構えた私でしたが、魔王の反応は意外なものでした。

「よう」

　と、片手を上げて応こたえると、魔王は私たちの前を悠ゆう然ぜんと横切って、手近にあった座るのにちょうどいい大きさの岩に、どっかりと腰こしを下ろしました。

「悪いが、座らせてもらうぜ。おまえさんのおかげで古傷が疼うずいてきやがった」

「それって、うちの曾ひいじいさんにやられた傷か？」

「ああ」

　頷いて、魔王は右の脇わき腹ばらあたりをポンポンと軽く叩たたいてみせました。

「レ、レックス様っ」

　私はアホタレの服の袖そでを引っ張って、小声で言いました。

「平然と話さないでくださいっ。相手は魔王なんですよ!?」

「だって、オレたちあいつと話をしにきたんだろ？」

「そうです！　だからこそ、いきなり馴なれ馴れしく話して怒おこらせるような事態は避さけなければ！」

　話し合いだけで魔ま王おうを説得できるとは、思っていません。戦う覚かく悟ごは固められるだけ固めてきたつもりです。それでも、話し合いだけで説得できる可能性がゼロではない以上、戦いを避ける努力は、するべきです。

「でも、あいつ、全然怒おこってないぞ。意外と話しやすそうっていうか、王様っぽくないっていうか」

　たしかに、アホタレの友人に対するような挨あい拶さつにも、魔王は怒いかりの色を見せていません。

　王様っぽく見えないという意見にも、同意できます。

　身なりからして、魔王メイ＝ヘムは、いわゆる王のイメージからかけ離はなれていました。

　ゆったり気味ながらも動きやすそうなズボンに、ボロボロの腰こし巻まき。

　上半身に身につけているのは、やはりボロボロの纏トいー布ガ一枚だけです。

　王というより、山やま籠ごもり中の武術家にしか見えません。実際、ここは山の中ですから、本当に山に籠もって武を磨みがいていたのやもしれません。

　なにしろ、彼は魔王なのです。私たちの世界よりも遥はるかに過か酷こくな、この魔ま界かいの王なのです。魔王の求められる資質は幾いくつもあるでしょうが、なによりも求められるものは、力です。

　誰よりも強い。それ故の王である彼が、山に籠もって武を磨いていたとしても、なんの不思議もありません。

　だからといって。魔王が武人気質の持ち主だからといって、気安い態度に怒らないとも限りません。

「父とう様さま！　父様っ！」

　ノェルが声を弾はずませて、魔王に駆かけ寄りました。

「あのね、あのね！　ボクね、アインお姉ねえちゃんに会いにいってね！　それでね、レックスに会ったの！　それでね、黒こく死し病びようがね、治せるかもしれないって、レムリアが──」

「落ち着け、ノェル」

　興こう奮ふん気味にまくし立てる末すえ娘むすめの頭に大きな手をポンと載のせて、魔王は言いました。

「順を追って話せ。女」

　魔王がその言葉を向けた相手は、アイネイアでもアホタレでもなく、私でした。

　私はまずアホタレを、それからアイネイアに視線を送りました。

　アホタレは「任せた」と言い、アイネイアは無言で頷うなずきました。

　私は魔王に向き直り、深呼吸を一つ。

「黒死病を治せるようになるかもしれません」

　魔王は順を追って話せと言いました。ですが、私たちがここに至るまでの道みち程のりを始まりから語っている時間は、ありません。

　だから、私は、私たちが魔ま王おうに伝えたい一番重要な事実を、まず初めに伝えました。

「黒こく死し病びようの治療法が確立すれば、私たち人間とあなたたち魔ま人じんが争う理由はなくなります。……戦争を、やめてください」

　話しながら、私はまっすぐに魔王を見み据すえていました。

　魔王もまた、まっすぐに私を見ていました。火傷やけどにより塞ふさがっているにもかかわらず、魔王の目には力がありました。

　私は胆たん力りよくを振り絞しぼってようやく、向かい合っていることができました。

「黒死病が治せるのか。そいつは朗ろう報ほうだ」

　そう言って魔王が口の端はに浮かべた笑みは、私が語った内容に対するものなのか、懸けん命めいに胆力を振り絞っている私に対するものだったのか。

「信じるのですか？　私の話を」

「噓うそなのか？」

「噓ではありません。この場に……この期ごに及んで、噓なんて言いません。アイネイアとノェルが、証人です」

「証人なんざ、いらねぇよ」

　魔王は口の端に浮かべた笑みから、白い歯を覗のぞかせました。

「魔ま界かいまで乗り込んできたおまえらは、馬ば鹿かだ。大馬鹿野や郎ろうどもだ。噓をつくだけの小こ賢ざかしい頭なんざ、持っちゃいないだろうよ」

　皮肉めいた言い回しではありますが、魔王は、つまりこう言っているのです。

　私たちの言げんを信じる、と。

「ありがとう、ございます」

「礼には及ばねぇよ。戦いは、やめねぇ」

　魔王が私たちの言葉をすんなりと信じてくれたことは意外でしたが、戦争はやめないという答えが返ってきたことは意外ではありませんでした。

「手遅れってやつさ。魔ま人じんも、人間も、流してきた血を忘れることはできねぇ。もう互たがいに殺し尽つくすしかないところまできちまってるんだよ。違うか？」

「違います」

　私はきっぱりと断言しました。

「人間と魔人が血の歴史を重ねてきたことは、事実です。憎にくしみを乗り越えることは、簡単ではないでしょう。それでも、私はアイネイアやノェルと理解し合うことができました。魔王あなたの討とう伐ばつを命じられて旅立った私と、魔王あなたの娘むすめである彼女たちが、同じ夢を持つことができたのです。友人同士になることができたのです。……憎しみを乗り越えることは、できます」

「個人レベルでなら、可能だろうよ。だが、個人と集団ってのは、別の生き物だ」

「集団とは、個人の集まりです。個人レベルで可能なことが集団では不可能ということは、ありません」

「本気で、そう思うのか？」

「可能だと、信じています。時間は、かかるでしょうが……」

「時間……か。皮肉だな」

　くっくっくっ、と喉のどの奥で笑いました。

「皮肉……？」

「試してみたい気もするが、駄だ目めだな」

「戦争をやめるつもりはない、ということですか？」

「そうだ。民子分どもは人間を殺したがっている。上の世界に行きたがっている。どいつもこいつも、もううんざりしてるのさ。瘴しよう気きだの黒こく死し病びようだのに振り回される暮らしに、な」

「それは……」

　たしかに、魔ま界かいの人々にとっての脅きよう威いは、黒死病だけではありません。黒死病を克こく服ふくできたとしても、瘴気のもたらす毒気や冬、妖よう魔まは変わらず魔界の人々を苦しめ続けるのです。

　黒死病も瘴気も存在しない人間の世界に移り住みたいという魔界の人々の気持ちは、理解できないものではありません。

「俺おれには、民子分どもに夢を見せちまった責任がある」

「父とう様さまではありません！」

　アイネイアが声をあげました。

「黒死病から逃れるためには上の世界を奪うばうしかないと言い出したのは、父様ではありません！」

「たしかに、俺じゃねぇ。だが、戦いくさの決断を下したのは、他ほかの誰でもねぇ。俺だ」

　魔ま王おうのその決断を非難することは、私にはできませんでした。

　魔ま人じんという種しゆをゆるやかながらも確実に絶滅に導く黒死病という新たな脅威に、ただでさえ瘴気に苦しめられていた魔界の人々は、心を折られました。

　彼らには、希望が必要だったのです。

　そして、魔王は戦争という手段によって、彼らに希望を与えたのです。

　しかし、魔界の人々が抱いだいた希望は、私たち人間にとっては脅威となり──怨えん恨こんが、生まれました。

「そもそもは、黒死病だの瘴気だのから逃のがれるためだった。だが、もうそれだけじゃないのさ。民子分どもの夢はよ。俺は王親分だ。王親分に、なっちまったんだ。王親分には、民子分どもが抱いだいちまった夢に対する責任がある。面倒くさい話だよな、まったく。面倒くさいが……だが、俺は一度失敗しちまってるからな。二度目は、しくじれないのさ」

　魔界の人々にとっての『夢』は、黒死病や瘴気から逃れることだけではない。人間を殺し尽つくしてその世界を奪うばうこともまた、『夢』になってしまっている。

　王は民の『夢』を裏切れない。故に、戦争をやめることはできない。

　魔ま王おうは、そう言っているのです。

「どうしても戦いくさをやめさせたいってんなら、俺おれを殺すしかねぇぞ。どうする？」

「戦うよ」

　そう答えたのは、アホタレでした。

　私の肩かたに手を載のせて、アホタレは言いました。

「戦って、勝って、もう一回考えてもらう」

「そいつは、魅み力りよく的なお誘さそいだな」

　魔王は嬉うれしそうに──本当に嬉しそうに鋭するどい犬けん歯しを剝むいて──。

　あっ、と声をあげる間もなく、私はその場に尻しり餅もちをついていました。

　すぐさま立ち上がろうとしましたが、駄だ目めでした。足にも腰こしにも、まったく力が入りません。いわゆる、腰が抜けた、というやつです。

　こうなってしまった理由は、理解できていました。

　魔王の殺気に当てられてしまったのです。

　ほんの一いつ瞬しゆんでした。魔王が殺気を発したのは。

　その、ほんの一瞬で、私が懸けん命めいに振り絞しぼった胆たん力りよくは、蠟ろう燭そくの火よりもあっけなく吹き消されてしまったのです。

　強大な敵を前にして腰が抜けそうになることは、過去に一度ならずありました。が、抗あらがうことすらできなかったのは、初めてです。

　戦いもせずに、私は敗まけたのです。

　岩の上に座したままの相手に。

　拳こぶしで打たれることも魔ま法ほうに灼やかれることもなく、ただ殺気に撫なでられただけで、敗けてしまったのです。

　相手は、魔王です。強さと権力が＝イコールで結ばれるこの世界に於おいて、王の座に君臨する最強の魔ま人じんなのです。

　敵かなう相手ではないとわかってはいても、この完かん膚ぷ無なきまでの敗北は、涙なみだが滲にじむほどの痛みを私の心に与えました。

「アンジュ」

　唇くちびるを嚙かみしめ涙を吞のんだ私の目の前に、アホタレの手が差し出されました。

「立てるか？」

「は、はい……」

　頷うなずいて、アホタレの手を取ったものの、すぐには立てそうにありませんでした。それでもなんとか立ち上がろうと手に力を込めたその時、地面が──いえ、魔ま界かいそのものが、再び震ふるえ始めました。

　私は不ふ吉きつな予感を覚えて振り返り、息を吞のみました。

　彼方かなたの空に、黒い巨きよ体たいが見えました。

　それは、稲いな妻ずまと火球の雨を魔ま界かいの大地に降り注がせながら、ゆっくり、ゆっくりと私たちのほうへと近づいてきています。

「あれは……」

「バハムートだ」

　答えたアイネイアは、今にもその場に崩くずれ落ちてしまいそうなほどに青ざめた顔をしていました。

「でも……」

　アイネイアの言葉を疑うわけではありませんが、破は壊かいを振り撒まきながら近づいてくるそれは、私の知るバハムートとは姿が微び妙みように変わっていました。具体的には、色が変わっていました。

　黒です。銀色だったはずのバハムートの巨体は、黒く染まって見えました。

　色以外にも変化している部分もあるのかもしれませんが、距きよ離りのせいで、私の視力では詳しよう細さいは見て取れません。

「バハムート……」

　バハムートの問題は、魔ま王おうの説得にも優先しなければならない緊きん急きゆうの事態です。

　それでも、私が魔王の説得を優先したのは、説得に成功すれば、魔王と共闘できるかもしれないという期待があったからです。

　魔界最強の戦士である魔王を味方につけることができれば、それは、この上もない戦力になってくれると思ったからです。

　バハムートに対して、未だ見えない勝ち目が、あるいは見えてくるかもしれません。

　しかし、私は賭かけに負けました。魔王を説得することが、できませんでした。

「クリームヒルトか。イングヴェルデか。どっちだ？　あれは」

「イングです」

　状況を、アイネイアが手短に説明しました。

　アイネイアに敗れ、アホタレにも敗れたイングヴェルデがバハムートを起動させたこと。それを煽あおったのがクリームヒルトであること。

　アイネイアが説明を終えると、魔王は顎あごをさすりながら「ふむ」と小さく唸うなりました。

「無限光石アイン・ソフ・オウルが暴れていやがるな」

「ええ。イングの精神を食って、それだけでは足りずに荒れ狂くるっています」

　超ア戦イ闘ド体ルの動力である無限光石の暴走……。それが、バハムートの姿までをも変えてしまったというのでしょうか。

「バカ娘むすめどもが。手間かけさせやがって」

　魔ま王おうが、立ち上がりました。

「おい、おまえら。手伝え」

　そう言った魔王は──彼の見えていないはずの目は、アホタレと私に向けられていました。

「猫ねこの手よりは、役に立つだろ」

「それ、は……つまり……」

「そういうことだ」

　逞たくましい腕うでを組んで歯を見せた魔王を、私は見開いた目で見つめました。

　魔王は、私たちに共闘を求めているのです。

　私はアホタレを見上げました。

　魔王との共闘は、バハムートに打ち勝つ手段として考えてはいましたが、それを魔王のほうから持ちかけられる可能性については、まったく考えていませんでした。

　驚おどろきのあまり頭が真っ白になった私は、魔王への返答をアホタレに任せました。

　私の手をつかんだままのアホタレは、気負いのない笑みを魔王に向けて、

「いいんじゃないか？」

　と、軽い答えを返しました。

「よろしく、頼むよ」

「くっくっくっ」

　魔王は笑い、

「なるほど、レイジャックによく似ていやがる」

　アホタレに向けて、左の拳こぶしを差し出しました。

　アホタレも応こたえて左の拳を差し出し、ふたりは一回りどころか二回りも三回りも大きさの違う拳を軽くぶつけ合いました。
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　魔王と竜りゆう騎き士しの共闘──。

　思いがけない展開に、なってきました。──いえ、事態はとうに私の想定を大きく逸いつ脱だつしています。

　ともあれ、魔王と共闘できるのであれば、バハムートにも対抗できるはず……。

「すごいすごーい！　父とう様さまとレックスが力を合わせたら、無敵だよ！」

　ノェルがぴょんぴょんと飛び跳はねながら歓かん喜きの声をあげました。

「はしゃぐんじゃねえよ、ノェル。そう簡単に勝てりゃ、苦労はしねぇ」

　アホタレと魔王が力を合わせれば、無敵。

　私は心の中で頭を振って、その認識を改めました。

　バハムートは魔王の超ア戦イ闘ド体ル。最終決戦兵装です。

　魔王よりも、強いのです。

　アホタレも、ヴァナディースの力を既すでに半分消費してしまっています。

　アホタレと魔ま王おうが力を合わせたからといって、バハムートに楽に勝てるなどということは、ありえないのです。

「おい、竜りゆう騎き士し」

「レックス」

　アホタレは、魔王の拳こぶしと合わせた自らの拳を顔の前に運んで、言いました。

「レックスだよ、オレの名前。あんたは、えーっと……」

「メイ＝ヘムですよ」

　私は小声でアホタレに教えました。

「メイ＝ヘム。憶おぼえたぞ。メイ＝ヘム。だから、あんたもオレの名前を憶えてくれると嬉うれしいよ。メイ＝ヘム」

　私は啞あ然ぜんとなりました。

　アホタレが他人の名前を憶えるのが苦手であることは知っていましたが、よもや魔王の名前さえ憶えていなかったとは。

　魔王は、くくっ、と喉のどだけで小さく笑いました。

「いいぜ。憶えてやる。レックス。おまえ、さっきヴァナディースの力を使ったな」

「ああ」

「ヴァナディースの力は、あとどの程度残っている」

　さすが……といったところでしょうか。魔ま王おうはアホタレがヴァナディースの力を宿していることを見抜いただけでなく、力を使ったことを、しっかり感知していたのです。

　そして、アホタレがヴァナディースの力を抑おさえて使っていたことも、ヴァナディースの力に限りがあることも、わかっているのです。

「半分弱じやくってところかな」

「その程度か。まともにやったんじゃ、勝ち目はないな」

　アホタレの答えに、魔王は苦い笑みを浮かべて岩のような肩かたを竦すくめました。

「それほどまでに強大だというのですか？　バハムートの力は……」

　アホタレが残されたヴァナディースの力をすべて使い、そこに魔王であるメイ＝ヘムの力を加えてもなお勝ち目さえないというのなら、もはや魔ま界かいの──ひいては私たちの世界の滅びは、避さけられないのでは……。

「パンデモニウムの無限光石アイン・ソフ・オウルのおかげでな。俺おれの手にさえ余あまる代しろ物ものになっちまった」

「あなたは、そんな……自分でも扱いきれない武器を使って、私たちの世界を攻こう撃げきしようとしていたのですか？」

「出力を抑えれば、なんとかなる。だが、今のバハムートは、バカ娘むすめのおかげで抑えが効かなくなっていやがる。手に負えねえ」

「策は？　なにか策があるのではないのですか？」

　私の問いに、魔王はまさかの答えを返しました。

「ねぇよ。ンなモンは」

「は、はい……？」

「頭使うのは得意じゃねぇんだよ、俺は」

　魔王は片方の手を腰こしに当て、もう片方の手で鬣たてがみのような灰色の髪かみをゴシゴシと搔かきました。

「あはは。オレもオレも」

「笑い事じゃありませんっ！」

「いでっ」

　私は地べたに座り込んだ格好のまま、アホタレの向こう脛ずねを小こ突づきました。

「許せ、アンジュ」

　アイネイアが額ひたいに手をやって、ため息交じりに言いました。

「我らの父は偉大な王だが、脳のう筋きんなのだ」

「の、脳筋……」

　くくっ、と魔王は笑いました。

「そういうことだ。頭脳労働を俺に期待するんじゃねぇ。どうするかは、おまえらで考えな」

　魔王はそう言うと、自分で考える気はないとばかりに背中を向け、胸板をボリボリと搔きながら暢気のんきにあくびをかましました。

　魔ま界かいが……自分が治める世界が破は壊かいされ尽つくそうとしているというのに、たいした余よ裕ゆうです。

「ふわぁ……っ」

　つられてあくびをしているうちのアホタレも、大たい概がいですが。

「一つだけ、方法がある」

　アイネイアが言いました。

　そういえば、魔ま王おうが現れる前に、バハムートに対抗できる方法が一つだけある、というようなことを言っていたような……。

「言ってみな」

　魔王が腕うでを組んで振り返りました。

　アイネイアは頷うなずいて、打倒バハムートの可能性を口にしました。

「ブリュンヒルデを使います」

　聞き覚えのないその単語に、ノェルは「あっ」と声をあげ、魔王は「ほう」と楽しげに口の端はを吊つり上げました。

「それは、もしや……」

　ブリュンヒルデ。初めて耳にした単語ではありますが、それがなんの名称であるのかは、見当がつきました。

「超ア戦イ闘ド体ル……ですか？」

　アイネイアは頷うなずきました。

「母かあ様さま……魔ま王おう妃ひレダの、超戦闘体だ」

　私の推測は半分は正解で、半分は間違っていました。

　ブリュンヒルデが超戦闘体の名称であるという推測は当たっていたのですが、魔王妃レダのものだとは思いませんでした。人じん魔ま戦争で戦死した、魔王の娘むすめの誰かの超戦闘体だろうと思ったのです。

　魔王妃レダは、パンデモニウムを暴走させた末に、命を落としています。

　禁断の超戦闘体であるはずのパンデモニウムを起動させたということは、レダ自身の超戦闘体はそれ以前の戦いで失われたものと思っていたのですが……。

「その、ブリュンヒルデは、使える状態にあるのですか？」

「ブリュンヒルデは、とある理由により、人魔戦争では結局使われなかったのだ。故ゆえに、現存している」

「ブリュンヒルデなら、バハムートに勝てる……と？」

「勝ち目は、ある」

　アイネイアに向けた私の問いに、魔王が答えました。

「ブリュンヒルデは魔ま法ほう型の超戦闘体だ。で、バハムートの装そう甲こうは、魔法に対する防ぼう御ぎよ力りよくは、実はさほど高くない。ブリュンヒルデの魔法攻こう撃げきなら、それなりに効くだろうぜ」

「勝ち目があるのなら、その方法でいきましょう！」

　言って、私は後方に視線を向けました。

　黒く染まったバハムートは、相変わらず炎ほのおと稲いな妻ずまを豪ごう雨うの如ごとく地上に降り注がせながら、接近を続けています。──時間が、ありません。

「よく言った。ブリュンヒルデは、おまえに任せるぜ」

　魔ま王おうの大きく分厚い手が、私の頭を軽く押しました。

「私に、任せる……？」

　私は乱れた髪かみもそのままに、傍かたわらに立つ魔王を見上げました。

「それは、一体どういう……」

「ブリュンヒルデは、おまえが操あやつれ」

　魔王のその答えに、私は数すう瞬しゆん、まばたきと呼吸を忘れました。

「……は、はい……？」

　私が？

　ブリュンヒルデを……超ア戦イ闘ド体ルを操る？

　私が？

「言ったろ。ブリュンヒルデは魔ま法ほう型の超戦闘体だ。魔法が使えない奴やつには動かせねえ」

「さらに言えば、強大な魔ま力りよくの持ち主でなければ動かせない」

　アイネイアが補足をしました。

「母かあ様さまはとある理由でブリュンヒルデを動かせなかったと言ったな。その理由とは、魔力の減退だ。母様は魔ま界かいで一番の魔力の持ち主であったが、ノェルの下に弟を生んだ後から魔力の減退が始まってしまったのだ。人じん魔ま戦争の頃には、ブリュンヒルデを動かせるだけの魔力は、なくなっていた」

「それで、パンデモニウムを……？」

「そうだ」

　女性の魔法使つかいが出産を機に魔力に変調をきたすという事例は、ままあるものです。人間よりも寿じゆ命みようと身体能力に優れる魔ま人じんにも同様の現象があったことは驚おどろきですが、不思議ではありません。

「でも、だからって、私が……」

　私はアイネイアを見て、魔王を見て、それからノェルを見ました。

　アイネイアは剣けん士しです。魔王からも、揺ゆるぎない力を感じはするものの魔力はほとんど感じません。

「ノェルは？　ノェルなら、ブリュンヒルデを動かせるのではないですか？」

　私が操るしか外に術すべがないというのであれば、仕方がありません。ですが、私は超戦闘体には、まったく詳くわしくありません。そんな私が、ぶっつけ本番でブリュンヒルデを操って、バハムートに勝てるわけがないのです。

　人じん魔ま戦争で戦わなかったとはいえ、ノェルなら、私よりも超ア戦イ闘ド体ルを上う手まく操あやつれるはずです。

「ボクじゃ、ダメなの」

　ノェルは、しかし、首を横に振りました。

「ボクは、幻げん術じゆつ以外の魔ま法ほうは使えないから。それに──」

「ノェルの魔ま力りよくはたしかに大きいが、それでもまだ、ブリュンヒルデを動かすには足りないのだ」

　ノェルの言葉を、アイネイアが継つぎました。

「だが、アンジュ。おまえなら……あの魔力を劇的に高める魔法を使えば、ブリュンヒルデを操ることができるはずだ」

「ほう。そんな魔法が使えるのか」

　魔ま王おうが見えないはずの目を私に向けて言いました。

「人間にしちゃ、魔力の器がデカすぎると思ったぜ。しかも、形が歪ゆがんでいやがる。魔法でむりやり器を広げてたってんなら、道理だ」

「アンジュ、頼む。魔ま界かいを、助けてくれ」

　アイネイアは深く頭を下げました。

「……わかり、ました」

　自信は、ありません。ですが、外に方法がない以上、仕方がありません。

「レックス様」

　見上げて名前を呼んだだけで、アホタレは私が立ち上がろうとしていることを理解してくれました。

　アホタレの手に引っ張られて、私は立ち上がりました。立ち上がることが、できました。

　私は魔王とアイネイアに向き直り、杖つえを握にぎる手に力を込めて、宣言しました。

「私が、ブリュンヒルデを纏まといます」




　ブリュンヒルデは、朱雀すざく（私たちの世界でいうところの南）の方角の海の果てに封ふう印いんされていると、魔王メイ＝ヘムは言いました。

　魔王の居城である魔王殿でんが赤しやつ空くう界かいのほぼ中央に位置していることを考えれば、ずいぶんと遠い場所に封印したものだと思いますが、アイネイアによれば、魔界一の魔法使つかいであったレダには、物理的な距きよ離りはまったく意味を成さなかったそうです。

　空間転移系の魔法は、クリームヒルトも使っていました。

　あるいは、クリームヒルトならばブリュンヒルデを操れるのでは……とも思いましたが、期待するわけにはいきません。バハムートを暴走させているのはイングヴェルデですが、彼女を煽あおったのはクリームヒルトなのです。

　さて、朱雀すざくの海の果てまでの移動には、またしてもアホタレの翼つばさを借りました。

「竜りゆう騎き士しってのは、便利だな」

　それは、三度、竜りゆうへと姿を変えたアホタレの背中に真っ先に飛び乗った、魔ま王おうの言葉です。

「あ、あ、あなたも乗るんですかっ!?」

　驚おどろきのあまり、素すっ頓とん狂きような声をあげてしまった私に、魔王はいたずらが成功した悪あく童どうのような笑みを浮かべて、こう返しました。

「だって、俺おれ、空飛べねーもん」

　アホタレの背中の上とはいえ、魔王の迫力ある背中を眺ながめながらの空の旅路は、胃が溶けそうなほどの緊きん張ちようを強いられました。

　白はく狼ろう山ざんを発たって一刻足らずの後には、私たちは朱雀の海の果て──ブリュンヒルデが封印されているその場所に、至っていました。

（おもいっきり、飛ばす）

　そう宣言して翼を広げたアホタレの速度は、光こう翼よく竜りゆうに匹ひつ敵てきするどころか、遥はるかに凌りよう駕がしていました。

　光翼竜の翼でも、半日はかかっていたであろう距きよ離りです。

　全力で飛んだアホタレは、やはり相応に体力を消しよう耗もうしたらしく、人の姿に戻もどった時には全身で息をしていました。

　ブリュンヒルデは、朱雀の海の果てにぽつりと浮かんだ、小さな島に封じられていました。正確には、島の中央に聳そびえる巨きよ大だいな岩山の中に、です。

　魔ま法ほう型の超ア戦イ闘ド体ルだというブリュンヒルデは、封印された状態──人間でいえば眠ねむっている状態にありながら、強大な魔ま力りよくをほとばしらせていました。

　どくん、どくん、と脈打つ心臓のように一定のリズムで押し寄せてくる魔力の波動に、私は目眩めまいさえ覚えました。

「大だい丈じよう夫ぶか？　アンジュ」

　声をかけてくれたアイネイアに、「大丈夫です」と答えつつも、私は戦せん慄りつしていました。

　超戦闘体──。

　改めて、恐おそろしい兵器です。

　敵として相対する恐きよう怖ふは既すでに嫌いやというほどに味わっていますが、自分がこれを纏まとって戦わなければならないのだと思うと、これまでとは違った恐怖が込み上げてきます。

　こんな途と方ほうもない力を、私が正しく使いこなすことができるのか。

　こんな途方もない力を使って、私は私でいられるのか。

　もし、私まで無限光石アイン・ソフ・オウルに精神を食われて暴走してしまったら……。この手でアホタレを殺あやめるようなことになってしまったらと思うと、吐はき気がします。

「ブリュンヒルデの魔力に当てられたか？」

「え、ええ……」

　私はこめかみに手を添えて、軽く頭を振りました。

「ボクも、クラクラするよ～」

　同じ魔ま王おうの娘むすめでも、平然としているアイネイアとは対照的に、ノェルは痛みに耐えるような顔をしています。

　ブリュンヒルデの魔ま力りよくに当てられているのは、私とノェルのふたりだけです。

　魔ま法ほう使つかいと幻げん術じゆつ使いという差はあれど、強い魔力を持つが故ゆえに、私とノェルはブリュンヒルデが発する魔力の波動の影響を強く受けてしまうのです。

「アンジュ様、これを」

「あ、ありがとうございます」

　トモエさんが差し出してくれたハンカチで顔の汗あせを拭ぬぐいながら、私はあることに気づきました。

「トモエさん、その服……」

　いつの間にか、トモエさんはかっちりとメイド服を着込み、頭にはヘッドドレスを飾って──つまりは、いつもの格好になっていました。胸には、私が貸していたマントが綺き麗れいにたたまれて抱かかえられています。

「いつ、服を着たんですか？」

「秘密です」

　人差し指を唇くちびるの前に立てつつ、トモエさんはウィンクをしてみせました。

「いついかなる時も、私はハイドフェルト家のメイドですから」

　トモエさんの朗ほがらかな微笑ほほえみに、気持ちが少し、楽になりました。

「マントを、ありがとうございました。本来なら洗ってお返ししなければならないのですが……」

「気にしないでください。私も、ハンカチ、ありがとうございました」

　ハンカチを返し、マントを返してもらって身につけました。そして、深呼吸を一つ。

「アンジュ。ブリュンヒルデの封印を解く手順は憶おぼえているな？」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　アイネイアに頷うなずいて、私は岩山へと向き直りました。

　精神の糸を紡つむいで、二番目の元素──風を導きます。

　岩山を破は壊かいしてブリュンヒルデの封印を解く方法は、こうです。

　まず、風の魔法を当て、次に五番目の元素──空の魔法を当てた後に、操そう者しやの名前を──この場合は私の名前を口にして、最後にブリュンヒルデの名前を叫さけぶ。

　アホタレの背中の上で、アイネイアから教わりました。

「〝風魔カマイタチ〟！」

　まずは、風。

「〝烈光矢ツラヌキ〟！」

　次に、空。

　荒れ狂う風の刃やいばも百を超える数の光の矢も、城のように巨きよ大だいな岩山には、たいした損そん壊かいは与えられません。

「我が名は、アンジュ＝セレッソ！」

　私は胸を張り、声を張って、ブリュンヒルデに呼びかけました。

「ブリュンヒルデよ！　目覚めて我が鎧よろいとなれ！　杖つえとなれ！」

　岩山の崩ほう壊かいが──いえ、消滅が、始まりました。

　頂点付近に発生した亀き裂れつが瞬またたく間に全体に広がったかと思うと、岩山は砂山と化して崩くずれ、崩れながら大気に溶けていきました。

　呼吸三つ分にも満たない時間で岩山は跡あと形かたもなく消え去り──。

　そして、それは私たちの前にその姿を現しました。

　月満ちる夜のような、あるいは星降る夜のような、仄ほのかで静かな光を帯びた闇やみ色いろの巨きよ体たい。

　大きさはバハムートに匹ひつ敵てきしているでしょうか。少なくとも、ロスヴァイセやラーズグリーズよりは、一回り以上も大きいでしょう。

　燃え立つ朝焼けのような緋ひ色いろのマントを纏まとい、手には黄金の錫しやく杖じようを持っています。

「これが、ブリュンヒルデ……」

　魔ま王おう妃ひレダのために作られた兵装だからでしょうか。

　バハムートと同様、全体的には分厚く無ぶ骨こつな甲かつ冑ちゆうでありながら、端はし々ばしの装飾に女性的な優美さを感じます。

　ゴクリ、と誰かが喉のどを鳴らす音が聞こえました。あるいはそれは、私自身が出した音だったのかもしれません。

「この、ブリュンヒルデがあれば……私が、これを操あやつれば……バハムートに勝てるかもしれないんですね？」

　確認の問いに答えてくれたのは、アイネイアでした。

「勝ち目は、ある。ブリュンヒルデの魔ま力りよくは強大無む比ひだ。だが、それ故に危うい」

「私が精神を食われて暴走してしまうかも……と？」

「無論、その可能性もなくはないが……ブリュンヒルデとバハムートの力がぶつかり合うという事実そのものが、危険なのだ。魔ま界かいが壊こわれかねない」

「あ……」

　バハムートは単体で魔界を破壊し尽つくせるだけの力を持った超絶兵器です。そして、ブリュンヒルデはそんなバハムートに対抗可能な力を持っているのです。

　ブリュンヒルデとバハムートが真っ向からぶつかり合えば、それだけで魔界が壊かい滅めつしかねないというアイネイアの懸け念ねんは、当然のものでした。

「どこか広い場所……たとえば、この付近のような洋上に誘さそい込んで戦えば……」

「それしかないだろうな。だが、それでもブリュンヒルデとバハムートの力は、地ち脈みやくと海脈を激しく震ふるわせるだろう」

「一体、どうすれば……」

　改めて夜色の巨きよ体たいを見上げ、杖つえを握にぎりしめた私は、

「あ～。解放しちゃったんだ～」

　背後から聞こえた間延びした声に、息を吞のんで振り返りました。

　邪じや気きをはらんだ幼い美び貌ぼうが、そこにありました。

「クリームヒルト……！」

　なぜ、彼女がこの場に現れたのか。考えられる可能性は、一つしかありません。

「邪じや魔まはさせませんよ、クリーム姉ねえ様さま」

　アイネイアが騎士剣ナイトソードの先をクリームヒルトに向けました。

　アイネイアも、私と同じ考えに至ったのです。つまり、クリームヒルトは私がブリュンヒルデを纏まとうのを阻そ止しするために現れたのだと。

「邪魔なんてしないよ～。だって～、あたし、手伝いにきたんだもん」

　クリームヒルトはそう言うと、害意がないことを示すように両腕うでを広げてみせました。

　……信じられるわけがありません。

「おい、バカ娘むすめ」

「あっ、父とう様さまだ～」

　魔ま王おうに呼ばれたクリームヒルトは、そこで初めて魔王がいることに気づいたかのような白々しい反応を見せ、魔王にたたたっと小走りに駆かけ寄りました。

「父様久しぶり～」

　父親の丸太よりも太い腕うでに両手を添えて、ぴょんぴょんと脚あしを曲げて飛び跳はねます。

「どういうつもりだ、クリーム」

「どうって？　あたしは、父様が魔ま界かいのみんなの願いを叶かなえられるように、がんばってるだけだよ～？」

「がんばりすぎだ。バハムートまで持ち出しやがって」

「ええ～？　バハムートを持ち出したのは、インちゃんだよ～？」

「煽あおったのは、おまえだろうが」

　ちっ、と舌した打うちした魔王に、クリームヒルトは邪よこしまで愛らしい小こ悪あく魔ま的な笑みを返しました。

「ごめんなさ～い。こんなことになっちゃって、反省してるの～」

「このままバハムートが暴れ続けりゃ、魔界も上の世界もおしまいだ。おまえにとっちゃ、最高の見せ物なんじゃねえか？」

「そう思ったんだけど～。後悔してるの～。だってぇ～、こっちもあっちもいっぺんに滅ぼしちゃったら、楽しみがなくなっちゃうもん」

「つくづく腐くさってやがるな、おまえは」

「えへへ～」

「私は反対です！」

　アイネイアが険けわしい声を響ひびかせました。

「今のクリーム姉ねえ様さまは、瘴しよう気きそのものです。イングまで毒に冒おかされてしまった！」

　アイネイアは怒おこっていました。

　魔ま界かいを滅亡の危機に瀕ひんさせていることにももちろん怒っているのでしょうが、それ以上に、イングヴェルデの心を殺し、彼女を道具としたことに対して怒っているのでしょう。

「瘴気……か」

　魔ま王おうが指先で顎あごをさすって、「ふぅむ」と唸うなりました。

「父とう様？　どしたの～？」

「おまえ、ロスヴァイセはどうした？」

「あいつの攻こう撃げきで、無限光石アイン・ソフ・オウルの出力が落っこちちゃったよ」

　言いながらクリームヒルトが指さした相手は、アホタレです。

　指さされたアホタレは、「いやぁ」となぜか照れくさそうに後頭部を搔かいています。

「動かせるか？」

「動くと思うよ～？　出力は落ちちゃったけど、それ以外にどこも壊こわれてないから」

「上等だ」

　魔王はニッと歯を剝むいて、古傷だらけの顔を私たちのほうへと向けてきました。そして、こう言ったのです。

「ありがたく思え、おまえら。脳のう筋きんのこの俺おれが、策を思いついてやったぞ」




「ブリュンヒルデよ。王おう妃ひの衣よ。汝なんじの内へ、我を導け」

　アイネイアに教わったその言葉で、私は夜色の巨きよ体たいの内へと至りました。

　ブリュンヒルデは超ア戦イ闘ド体ルであり、超戦闘体は装しよう束ぞくです。

　故に、私がブリュンヒルデの内側にいる今の状態は、ブリュンヒルデを『纏まとって』いると表現するのが正しいでしょう。

　ブリュンヒルデを纏うのに、魔ま力りよくは必要ありませんでした。

　私が封ふう印いんを解いたその時点で、ブリュンヒルデは私を操そう者しやとして記き憶おくし、再度封印されるまでは私以外の誰にも纏えなくなっているのだそうです。

　操者を特定する機能がバハムートにも備わっていれば、イングヴェルデがバハムートを勝手に持ち出し、挙げ句に暴走させるような事態は避さけられたでしょうが、今いま更さらです。

　ブリュンヒルデの中は、闇やみと未知の液体で満たされていました。

　光の欠片かけらさえも存在しない、純粋な闇。どんなに目を凝こらしてみても闇の濃度は変わることなく、あるいはここは死後の世界なのでは？　私は自分でも気づかないうちに死んでしまったのでは？　という不安さえ感じてしまったほどです。

　液体は、無む臭しゆうで無味。色は、わかりません。無色なのか、あるいは私に自分の生死さえ疑わせた闇は、この液体の色なのかもしれません。

　不思議なことに、私は液体の中に爪つま先さきから頭まで浸つかっているにもかかわらず、普通に呼吸をすることができました。既すでに肺まで満たされているはずですが、苦しさはまったくありません。熱さや冷たさもです。

　おそらく、この液体は私とブリュンヒルデを繫つなぐための媒ばい介かいの役割を果たしているのでしょうが、その推測が正解なのか不正解なのかを問える相手は、今この場にはいません。

　私は右手の薬指に──そこに在るはずのフェニックス・リングに意識を向けました。視線も向けているのですが、なにも見えません。

　見えずとも、フェニックス・リングは仄ほのかに熱を発することによって、自身と、それを身につけている私が、たしかに『ここに在ある』ということを教えてくれました。

（ありがとう、ウェルチ）

　安心した私は、精神の糸を紡つむいで、命を燃やすための呪じゆ文もんを唱となえ始めました。

　声を出しても、やはり苦しさは感じませんでした。

　音としては多少くぐもって聞こえたものの、それで呪じゆ文もんが正しく効果を発揮しなくなるというようなことは、ありません。

「〝完全燃焼アラミタマ〟！」

　呪文の詠えい唱しようが完了すると、私は目を見開いて声を張りました。

　命の燃焼が始まった証しよう拠ことして、泣き叫さけびたくなるような灼しやく熱ねつ感が襲おそいかかってきました。

　歯を食いしばってこらえながら、私は心の中でブリュンヒルデに呼びかけました。

　ブリュンヒルデ。

　魔ま王おう妃ひレダの超ア戦イ闘ド体ル。

　どうか、私に力を貸してください。

　魔ま界かいを守るために。

　ブリュンヒルデ。

　私は、魔王妃レダではありません。あなたの本来の主ではありません。

　ですが、あなたが魔界を守るために、魔界の人々のために作られた存在であるのなら。

　どうか、私に力を貸してください。

　自分の姿さえ視認できないほどの深い闇が晴れたのは、唐とう突とつで、一いつ瞬しゆんでした。

　見開いていた私の目に、闇に代わって映し出されたのは、鮮せん紅こう色しよくの肉の壁でした。

　前も、後ろも、右も左も。

　肉の壁は、動いていました。

　規則的に。まるで、腑はらわたのように。

　事実、それはブリュンヒルデの腑なのでしょう。

　分厚く頑がん強きような装そう甲こうの奥には、生きた肉が、脈動する腑が、存在していたのです。

　超ア戦イ闘ド体ルは決戦用の戦闘装しよう束ぞくということでしたが、実際には装甲で覆おおわれた巨きよ人じんのようなものである……と、私は理解しました。

　つまり、今の私は巨人を纏まとっているということになります。

　ブリュンヒルデに……超戦闘体に、果たして意思はあるのでしょうか。

　私の心の中での呼びかけに応こたえるように、ブリュンヒルデは起動しました。しかし、それはたまたま、タイミングが合っただけのことかもしれません。

　視線を正面へと戻もどすと、お腹なかの前あたりに、子供の頭ほどの大きさの珠たまが浮かんでいました。色となめらかな光こう沢たくが、真しん珠じゆによく似ています。

　意を決して、私はその珠に右手を載のせました。

　震ふるえました。

　珠が、ではなく。

　私を満たしている力が。つまりは、魔ま力りよくが。

　震えたのです。

　一いつ瞬しゆんの間でしたが、大きく激しく、震えました。

　私は理解しました。

　私が手を載せている目の前の真しん珠じゆ色の珠こそが、超戦闘体の動力である無限光石アイン・ソフ・オウルなのです。

　無限光石は、飢うえていました。

　飢き餓がを訴える叫さけびが、頭の中で反はん響きようを繰くり返します。

　その声は頭が割れそうなほどにうるさく、泣き叫びたい衝しよう動どうにかられましたが、アホタレの顔を思い浮かべて、こらえました。

　彼の役に、立つのです。

　彼が守りたいものを守りきれるように。

　彼がもう二度と、大切なものを失わないように。

　そのためなら、私は魔ま界かいの最強兵器だって、御ぎよしてしてみせます。

（黙だまりなさい！）

　私は頭の中で荒れ狂くるう無限光石の声に対して、心の声で怒ど鳴なり返しました。

（黙って、私に従いなさい！）

　波が引くように、無限光石の声は小さくなっていきました。

　しかし、消えはしません。

　私の心に隙すきが生まれれば、声は再び騒さわぎ立てて、私の意識を犯おかそうとするでしょう。

（おーい、アンジュー）

　深く息を吐はいたところで、アホタレの声が聞こえました。

「レックス様？」

　前方で光が弾はじけて、そこに顔を上に向けたアホタレが映し出されました。

　その隣となりには、祈いのるように胸の前で手を組み合わせているトモエさんの姿がありました。

　アイネイア、ノェル、それにクリームヒルトの姿も見えます。

　アホタレ以外も皆、顔を上に向けています。

　それが外の光景で、皆ブリュンヒルデを見上げているのだということは、すぐに理解できました。

（無事に、起動できたようだな）

　アイネイアが口を動かすと、彼女の声が私の耳のすぐ近くで聞こえました。

「私の声は、そちらに聞こえていますか？」

（バッチリ聞こえてるよー！）

　ノェルがぴょんぴょんと飛び跳はねながら応こたえてくれました。

　外との会話は、問題なくできるようです。

　魔ま王おうは──。

　姿が見えない魔王のことを思うと、前方に映し出されていた光景が切り替わりました。

　こちらに背中を向け、顔の半分だけを振り向かせている魔王の姿が見えました。

　思い浮かべた相手の姿を映し出せる機能なのかと思い、この場にはいないオルリスやアイカ、レムリア様のことを考えてみましたが、駄だ目めでした。

　どうやら、思い浮かべた相手の姿を映し出すことはできるものの、それはブリュンヒルデを中心とした一定の範はん囲い内に限られる、ということのようです。

「離はなれてください。動かしてみます」

　事前の説明によれば、超ア戦イ闘ド体ルを操あやつるのに複雑な操そう作さは必要なく、ただ『思う』だけでいいのだそうです。

　歩け、走れ、飛べ、杖つえを構えろ。

　たしかに、ブリュンヒルデは私の思ったとおりに動いてくれました。

　攻こう撃げきも、試してみました。

「〝煉獄ホムラ〟！」

　魔ま法ほう型の超戦闘体であるブリュンヒルデの最大の特徴であり武器は、操そう者しやの魔法の強化にあると、アイネイアは言っていました。

　海に向けて放たれた〝煉獄〟は、魔ま力りよくを抑おさえて撃うったにもかかわらず、太陽の具現とでもいうべき大火球となって海面に大爆ばく発はつを引き起こしました。

　その、あまりの威い力りよくにまばたきどころか呼吸さえ忘れてしまっていた私の耳に、魔ま王おうの声が届きました。

（上出来だ。レダにも負けてねぇ）

　魔王は水蒸気で白く霞かすむ朱雀すざくの海に見えていないはずの目を向けて、獰どう猛もうな笑みを浮かべていました。

「あ、ありがとうございます」

（次は、本番でぶちかませ）

　組んでいた腕うでを解いて左手の親指をぐっと立ててみせた魔王に、「はい」と返して、私は黒く染まったバハムートの巨きよ体たいを思い浮かべました。

　バハムートの姿が映し出されることは、ありませんでした。

　ブリュンヒルデが感知できる範はん囲いには、まだ迫っていないということです。

　だからといって、のんびりはしていられません。

　今この瞬しゆん間かんにも、バハムートは森を焼き、山を溶かし、大地を震ふるわせて、魔ま界かいの人々に『死』という名の豪ごう雨うを降り注がせているはずなのです。

　もっと色々な動きを試してみたいところですが、タイムリミットです。

（クリーム。バハムートは今どこだ）

（んーっとね。まだ白はく狼ろう山ざんの近くにいるよ。あんまり動いてないみたい）

　魔王の問いに、クリームヒルトは大きな瞳ひとみを金色に輝かせて答えました。

　千せん里り眼がんの持ち主であるクリームヒルトは、その力で私たちがブリュンヒルデの封ふう印いんを解こうとしていることも知ったのだと言っていました。

（んじゃ、竜りゆうになるぜ）

　四度、アホタレは竜へと姿を変えて、その背中にトモエさんを、アイネイアを、ノェルを、そして魔王を乗せました。

（あたしは、ロスヴァイセを取りに行ってくるね～）

　クリームヒルトだけは、少し離はなれた場所で手を振っています。

　クリームヒルト……。

　イングヴェルデを煽あおり、この状況を招いた張ちよう本ほん人にんである彼女を信用するのは難しいのですが……魔王が彼女に与えた役割は、小さなものではありません。

　果たして、クリームヒルトは与えられた役割を確実にこなしてくれるのか……。

　私は頭を振りました。

　どのみち、一か八ばちかの賭かけのような戦いなのです。

　それに、役割の大きさでいえば、バハムートと直接戦うことになる私が一番大きいのです。私が失敗すれば、すべてがおしまいなのです。

　いざバハムートとの戦いが始まれば、誰だれ彼かれを気にかけている余よ裕ゆうは、おそらくありません。

　自分の役割に……バハムートの破は壊かいに、集中するのです。

　アホタレが桜さくら色の翼つばさを広げて、優美な巨きよ体たいを舞い上がらせました。

　私も。

──翔とべ。

　私の思考による命令に応こたえて、ブリュンヒルデは夜色の巨体をアホタレの隣となりに並ばせました。




　決戦、です。
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　バハムートを煉れん獄ごく界かいへと落とし、ブリュンヒルデがそれを追う。そして、そこで決着をつける。

　つまりは、バハムートとブリュンヒルデの戦いの舞台を、魔ま界かいの第一層である赤しやつ空くう界かいから、第二層である煉獄界へと移すわけです。

　それが、魔ま王おうが考えた作戦でした。

　具体的な方法としては、まずは、ロスヴァイセを操あやつるクリームヒルトが煉獄界への入り口を開きます。瘴しよう気きを操る術すべを持ち、空間操そう作さ系の魔ま法ほうを得意とするクリームヒルトには、それが可能なのだそうです。

　とはいえ、ロスヴァイセの力を借りても、バハムートほどの巨きよ体たいが通れるだけの穴を開けることは難しいらしく、魔王が手伝います。

「拳こぶしをねじ込んで、穴を広げてやる」

　岩のような拳を顔の前に運んで、魔王は犬歯を剝むいてみせました。

　クリームヒルトと魔王が煉獄界への穴を開けたら、次はそこにバハムートを落とす……前に、対たい処しよしなければらならない事案があります。

　煉獄界から噴ふき出してくる、瘴気です。バハムートが通れるほどの大穴を開ければ、当然、大量の瘴気が入り込んできます。瘴気は毒気で妖よう魔まを生みさえしますから無視はできません。

　ここでもクリームヒルトに活かつ躍やくしてもらうことになっています。瘴気を操り、瘴気が入り込んでくるのを阻そ止ししてもらうのです。

　次は、いよいよバハムートを煉獄界へ落とすわけですが──これは、アホタレと魔王、アイネイアとノェル、四人がかりで行います。

　その方法は、単純にして明快。四人それぞれの全力攻こう撃げきによって、バハムートを押しやり、穴に、文字どおり叩き落とすわけです。

　この攻撃には、トモエさんは参加しません。

「トモエには、任せたいことがある。だから、力を残しておいてほしいんだ」

　トモエさんに待たい機きを命じたのは、アホタレです。

　アホタレの言う、トモエさんに任せたいことというのがなんなのかは、不明です。

　訊たずねはしたのですが、「万が一の場合だよ」というぼんやりした答えが返ってきただけでした。問い詰つめている時間は、ありませんでした。

　バハムートを煉獄界に落とすことに成功すれば、そこから先は、私の出番です。

　煉獄界へと自ら飛び込んで、バハムートを破は壊かいするのです。

　私が──ブリュンヒルデを纏まとった私がバハムートの前へとたどり着いた時、戦いは既すでに始まっていました。

　ブリュンヒルデの飛行速度は光こう翼よく竜りゆうにも劣おとらないほどでしたが、竜となったアホタレには及びません。

　バハムートは、アイネイアとノェルの超ア戦イ闘ド体ルが保管されていた糖とう果かの森の上空に、巨きよ体たいの在あり処かを移していました。

　意図があっての移動なのか、狂きよう気き故ゆえの無意味なのかは、わかりません。いずれにせよ、人ひと気けのない場所に移動してくれていたことは、不幸中の幸いでした。

　森、と言いつつ一面の平原と化していた糖果の森は、今や平原ですらなく──火の海と化していました。

　そして、地上で燃え盛さかる炎ほのおに照らし出されたバハムートは、色だけでなく形状さえも変化していました。

　同じ黒でもブリュンヒルデの透明感のある黒とはまったく違うどす黒い巨体は、肩かたが、腕うでが、脚あしが、頭部までもが、禍まが々まがしく歪ゆがみ、あるいは尖とがり、もはや『人型』とは呼ぶには支し障しようがある次元にまで達しています。

　マントは失われ、代わって背中部分からは悪あく魔ま的な形状の羽が、腰よう部ぶからは尻尾しつぽとしか呼びようのないものが、分厚い装そう甲こうを突つき破って生はえています。

　辛かろうじて、右手に握にぎられた剣けんだけが、バハムート本来の騎き士し的な姿を残していました。

　変へん貌ぼうの原因は、無限光石アイン・ソフ・オウルの暴走です。

　操そう者しやであるイングヴェルデが精神を食われ、無限光石を制せい御ぎよできる者がいなくなったことで、バハムートは、超戦闘体とはまた別の、おぞましいなにかになってしまったのです。




　ゥゥゥゥゥオオオオオァァァァァ……。




　恨うらみにも嘆きにも聞こえる声を響ひびかせながら、バハムートは滅びの力を振り撒まき続けています。

　竜りゆうの墓場で戦った、魔ま竜りゆうザッハークと同じです。

　ただそこに存在しているだけで、周辺一帯に滅びをもたらす。

　ザッハークとの違いは、もたらされる滅びの規模の大きさです。

　バハムートの滅びの力は、魔ま界かいの大部分にまで及んでいました。

　見てきたのです。朱雀すざくの海の果てからここに至るまでの間に。

　火柱を噴ふき上げる大地を。荒れ狂くるった海を。砂のように崩くずれていく山を。竜たつ巻まきに薙なぎ払はらわれていく森を。降り注ぐ稲いな妻ずまの豪ごう雨うを。

　遠く遠く離はなれていたおかげで、ブリュンヒルデが封じられていた島とその付近の海はほとんど影響を受けていませんでしたが、今はもうどうなっているかわかりません。

　ブリュンヒルデを纏まとっていなければ、私は結けつ界かい魔ま法ほうで身を守る以上のことは、なにもできなくなっていたでしょう。ザッハークとの戦いでは、アホタレを援護するために死を覚かく悟ごして結界の外に飛び出した私ですが、バハムートが相手ではそれさえ叶かないません。結界の外に出た瞬しゆん間かんにバハムートが発する滅びの力に当てられて、死んでしまうでしょう。

　ザッハークを破は壊かいの権ごん化げとするなら、今のバハムートはさながら破壊の神……破壊神といったところでしょうか。

　ただの人間の身では、その姿を目まの当たりにすることさえできない破壊神に、アホタレは敢かん然ぜんと立ち向かっていました。

　黄金の翼つばさを、漆しつ黒こくの髪かみを、真ま白しろ色いろの鱗うろこを、金こん剛ごうの爪つめを──四天竜ノーブルドラゴンの特徴をその身に現し、桜さくら色の光を纏まとって、バハムートの周囲を飛び回っています。

　もちろん、ただ飛び回っているわけではありません。

　銀色に煌きらめかせた金剛の爪で、白く輝く光の槍やりで、バハムートを攻せめ立てていました。

　ヴァナディースの力を発動させたアホタレの戦いを目にするのはこれが二度目ですが……ブリュンヒルデの目を通して見る今回は、一度目の時には疾はやすぎて見えなかったアホタレの動きが、表情まではっきりと見て取ることができました。

　ほとんど動いていないバハムートは、アホタレの猛もう攻こうをまともに食らい続けています。

　ラーズグリーズとロスヴァイセを圧倒した攻こう撃げきです。

　にもかかわらず、バハムートは揺ゆらぎません。効いている気配がまったくないのです。

　バハムートがほとんど動いていないのは、アホタレの攻撃が実は効いているから……という可能性もゼロではありませんが、『ゼロではない』程度の可能性に期待はできません。

　バハムートがほとんど動いていないのは、おそらく、動く必要がないからです。

　バハムートは、ただそこに存在しているだけで世界を破は壊かいし尽つくしてしまう、破壊神です。

　その、途と方ほうもない滅びの力は、間近にいるアホタレにも当然、襲おそいかかっています。

　バハムートがわずかに首を傾けただけで、たったそれだけの動作で、鉤かぎ爪づめを振りかぶって突とつ撃げきを敢かん行こうしていたアホタレが、見えざる力に弾はじかれて、くるくると力なく落ちていきました。

　落下の過程で、アホタレは黄金の翼に力を漲みなぎらせて再び突撃を敢行しましたが……ブリュンヒルデの目は、捉とらえていました。

　見えざる力に打たれたアホタレは、一いつ瞬しゆんですが、意識を失っていました。

　身じろぎにさえ満たないような動きが、アホタレの防ぼう御ぎよ力りよくを軽々と突とつ破ぱしてしまったのです。

　アホタレの鉤爪の一いち撃げきは、やはりバハムートを傷つけることはできず──。

　バハムートがおもむろに刺とげ々とげしい左腕を持ち上げると、それが直接当たったわけでもないのに、アホタレははね飛ばされ、さらに巨きよ大だいな鎚つちの一打をくらったかのように、地上へと叩たたき落とされてしまいました。

「レックス様！」

　私が思わず叫さけんでしまったその声は、ブリュンヒルデを通して響ひびき渡り──。

　バハムートが、ぎこちなく首を巡らせて、こちらを見ました。

　衝しよう撃げきが、ブリュンヒルデを仰のけ反ぞらせました。

　なにが起きたのかは、理解できていました。

　バハムートが、アホタレを打ったのと同種の力で、ブリュンヒルデを攻こう撃げきしてきたのです。

　ブリュンヒルデの夜色の巨きよ体たいは、大きく仰のけ反ぞりはしましたが、損傷は軽けい微びです。

　ブリュンヒルデの状態は、自分の身体からだよりも正確にわかります。手を載のせている無限光石アイン・ソフ・オウルを通じて、伝わってくるのです。

　暴走状態にあるバハムートの攻こう撃げきにも甚じん大だいな損傷を受けずにすんだのは、さすがは魔ま王おう妃ひ用に作られた超ア戦イ闘ド体ルといったところでしょうか。

　操そう者しやである私は、多少の衝しよう撃げきは感じたものの、痛みまでは感じませんでした。

　戦闘には、支し障しようありません。

　私は反はん撃げきのために呪じゆ文もんを唱となえようとして──躊躇ためらいました。

　迂う闊かつに魔ま法ほうを使って、それが真っ向からバハムートの力とぶつかるようなことになっては危険です。魔ま界かいを壊こわしてしまいかねません。

　戦場を煉れん獄ごく界かいに移すまでは、攻撃はできません。

「煉獄界への穴は……!?」

　クリームヒルトは、作戦どおりに動いてくれているのか。

（穴、空あいたよ～）

　終末のような光景にまったく似つかわしくない間延びした声が聞こえたのは、クリームヒルトの顔を思い浮かべたのと同時でした。

　ロスヴァイセの白い巨体が見えました。ロスヴァイセの中で、私と同じように無限光石に手を載せているクリームヒルトの姿が見えました。そして、ロスヴァイセの背後──虚こ空くうに浮かぶ、黒い楕だ円えんが見えました。

　あれが、煉獄界に通じる穴……でしょうか。

　……そうに違いありません。黒い楕円から漏もれ出始めている濃こい紫むらさき色の霧きりは、瘴しよう気きです。瘴気が漏れ出ているということは、あれは煉獄界へ通じる穴であり──クリームヒルトは、たしかに役割を果たしたのです。

　煉獄界への穴が空いたということは、次は──。

　私のブリュンヒルデとクリームヒルトのロスヴァイセの間を、赤い翼つばさを広げた鳥人が疾しつ風ぷうさながらに通り過ぎました。

　巨きよ人じんの肉体に鳥の頭と翼を備えたその鳥人は、ノェルの幻げん術じゆつが生み出した、質量を持った幻まぼろしです。

　鳥人は、胸の前で重ねた巨きよ大だいな手の上に、三人の人物を乗せていました。

　魔王と、アイネイアと、『生みの親』であるノェルです。

　トモエさんの姿は、そこにはありません。

　アホタレに待たい機きを命じられているトモエさんは、アホタレから預けられた暗黒剣デスブリンガーを胸に抱いだいて、地表の近くを旋せん回かいしている白い翼つばさの鳥人の手の上にいました。

　トモエさんの隣となりには、片かた膝ひざをついた姿勢で息を整えているアホタレの姿がありました。

　見た感じ、深刻なダメージは免まぬがれているようです。

　ホッと胸を撫なで下ろした私は、ブリュンヒルデの目を魔ま王おうに向けました。

　赤い翼の鳥人の手の上で、魔王はバキバキと両手の指を鳴らしていました。

　クリームヒルトは、作戦どおりに煉れん獄ごく界かいへの穴を空あけました。

　次は、魔王の番です。

　魔王は歯を剝むいて跳ちよう躍やくすると、上半身に身につけていたボロボロの纏トいー布ガを脱ぬぎ捨てました。

　両腕うでを広げて屈くつ強きような胸と背中を曝さらし、鬣たてがみのような髪かみを風圧に靡なびかせながら、魔王は全身に闘とう気きを漲みなぎらせています。

　クリームヒルトが空けた穴も、今のままでは狭すぎて、バハムートもブリュンヒルデも通れません。

　拳こぶしをねじ込んでこじ開ける、と魔王は言っていました。

　一体、どうするつもりなのか……。

　固めた拳を下か腹ふく部ぶの前でかち合わせて、魔王は闘気をさらに膨ふくれ上がらせました。

　ブリュンヒルデの中にいても、感じます。──いえ。魔王妃ひの鎧よろいたるブリュンヒルデが、分厚い装そう甲こうを、その下に隠かくされた肉を、そして無限光石アイン・ソフ・オウルを通じて、魔王の闘気の詳しよう細さいを私に伝えてくれていました。

　魔王の闘気には、一切の不純物が含まれていません。

　殺意もなく悪意もなく憎ぞう悪おもなく、にもかかわらず、際限など知ったことかと言わんばかりに膨ぼう張ちようを続けています。

　ひたすらに熱く、激しく、高まり続けていきます。

「魔王……メイ＝ヘム……」

　私が魔王メイ＝ヘムの力を目まの当たりにするのは、これが二度目です。

　一度目は、あちらの世界で。破は壊かい神しんに堕おちる前の──銀の騎き士しだった頃のバハムートを纏まとい、操あやつって、フェブロニアのカガクの結晶であった究極の兵器、ティル・ナ・ノーグを一いつ刀とう両りよう断だんにしてみせました。

　二度目になる今回は、バハムートを纏ってはいません。

　そういった意味では、魔王メイ＝ヘム自身の力を目にするのは、初めてと言えます。

　ゴクリ、と喉のどを鳴らしたのは、外ならぬ私です。

　緊きん張ちようしていました。畏おそれていました。そして、なによりも──興こう奮ふんしていました。

　子供の頃に寝物語として聞かされてきた英雄、竜りゆう騎き士しレイジャック。その宿敵である魔王の力を──伝説に謳うたわれたその強さを、ついに目の当たりにすることができるのです。

　私は剣けん士しでもなければ武術家でもありません。魔ま法ほう使つかいです。しかし、追い求める力の種類に差こそあれ、魔ま法ほう使つかいも究極的な力をその手にせんと修練を積み重ねる求きゆう道どう者しやであるという点は、剣けん士しや武術家と同じです。

　どこまでも強大でどこまでも純粋な魔ま王おうの闘とう気きは、彼の肉体と心がこれまでに積み重ねてきたものの顕けん現げんです。

　その凄すさまじさと素す晴ばらしさに、私は感服せざるをえませんでした。

　余よ人じんには決してたどり着けない境地に立つ彼は、紛まぎれもなく王者の資質を備えています。王者の器を満たしています。

「魔王……メイ＝ヘム……」

　その称号を、その名前を、嚙かみしめるように呟つぶやいた私の耳に、魔王の雄お叫たけびが飛び込んできました。

（〝拳けん王おう招しよう来らい〟！）

　魔王のその声は、バハムートが発する怨えん嗟さの声をもかき消して響ひびき渡り──。

　膨ぼう張ちようを続けていた魔王の闘気が、ついに臨りん界かいを超えて実体化しました。

　魔王の姿をそのまま写し取ったかのような褐かつ色しよくの巨きよ人じんが、彼の背後に現出したのです。

　その大きさは、バハムートをも優ゆうに超えています。

　呆あつ気けに取られてしまって、私は驚おどろきの声さえあげられません。

（ねじ込んで、こじ開ける！）

　魔王が右の拳こぶしを振りかぶると、背後に聳そびえる褐色の巨人──拳王が、まったく同じ動作を取りました。

　ここまでくれば、魔王が一体どういった方法で煉れん獄ごく界かいへの穴を広げようとしているのか、見当がつきました。

　言葉どおり、です。

　ねじ込んでこじ開けるという言葉のとおり、魔王は拳王の拳によって、もう本当に力ずくで、穴を広げようとしているのです。

　力こそが唯一絶対のこの世の真理とでも言わんばかりの思考。力に不可能なことはないという信仰。脳のう筋きんの極きわみです。

　危険な気配を察知したのか、バハムートが禍まが々まがしく歪ゆがみ尖とがった黒い巨きよ体たいを上昇させました。

　その動きによって生じた滅びの力が、魔王の全身を切り裂さいて鮮血をほとばしらせました。

　魔王の構えは崩くずれません。拳王も然り。

　バハムートが動いたことで、魔王とクリームヒルトが空けた煉獄界への穴との間を遮さえぎるものはなくなりました。

（いっけぇー！　父とう様さまぁー！）

（おうよ！）

　ノェルの声援に応こたえて、魔王は振りかぶった拳を打ち下ろしました。

　連動して、拳けん王おうの拳こぶしが巨きよ竜りゆうの咆ほう哮こうにも似た唸うなりをあげて、煉れん獄ごく界かいへの穴を打ち抜きました。

　表現不可能な音をたてて、虚こ空くうに穿うがたれた黒い穴が広がっていきます。

　力に不可能はないという信仰の正しさを、魔ま王おうは自らの力で証明してみせたのです。

　拳王は拳を突つき出した格好のまま消え失うせ、魔王は、（クリーム！）、娘むすめの名前を叫さけびながら落ちていきました。

（はいは～い）

　その横を通り過ぎていったロスヴァイセが、拡大した穴に向けて両手をかざすと、煉獄界より流れ込もうとしていた瘴しよう気きが逆流を始めました。

　クリームヒルトの役割は、煉獄界への穴を穿つだけに留とどまりません。

　瘴気の流入を防ぐこともまた、重要な役割であり──彼女は、たしかにそれを果たしたのです。

　バハムートを煉獄界へ落とすための穴は完成しました。

　作戦は第三段階へと入ります。

　バハムートを、煉獄界へと落とすのです。

　ノェルの幻げん術じゆつが生み出した赤い翼つばさの鳥人が、力強い羽ばたきでバハムートの頭上へと至りました。

　その背中から勢いよく飛び降りた黒い影は、アイネイアです。

（目を覚ませ、イング！）

　女性にしては低めの声を雷らい鳴めいの如く轟とどろかせて両手を高く掲げたアイネイアは、その手の上に忽こつ然ぜんと現れた巨大剣クレイモアをつかみ取り、清せい澄ちような闘とう気きを爆ばく発はつさせました。

　アイネイアが手にしている剣は、以前に私たちと戦った時に使っていた巨大剣と同じ形状をしていながら、刃やいばの大きさは優に三倍を超え、五倍に達そうかという代しろ物ものでした。

　一体、どこからどうやってそんな巨大物を取り出したのか。

　おそらく、あれは二体の鳥人と同様に、ノェルの幻げん術じゆつによって作り出されたモノなのです。

　幻まぼろしの剣とはいえ、大きさに見合った質量を与えられているはずのそれは、十分、本物として通用します。

　あれだけの大きさとなると、さしものアイネイアも自由自在に振り回すことはできないでしょう。

　ですが、振り回す必要などありはしないのです。

　ただ一いち撃げき、振り下ろすことさえできれば。

（目を覚ませえっ！）

　黒獅じ子しアイネイアが雄お叫たけびとともに振り下ろした全身全ぜん霊れいの斬ざん撃げきは、バハムートの後頭部を打ち据すえて、どす黒い巨きよ体たいを前のめりに傾かたむけました。

　巨大剣の範はん疇ちゆうを超えた超巨大剣を振り抜いたアイネイアもまた、頭を地上に向けて落下を始めていました。

　ただでさえ、ラーズグリーズとの戦いで自力では立っていられないほどの傷を負っていたのです。アイネイアにはもう、細レイ剣ピアを振るう力さえ残されてはいないでしょう。

　アイネイアがありったけの力を振り絞しぼって繰くり出した一いち撃げきも、それだけではバハムートを煉れん獄ごく界かいへ落とすには至りません。

　バハムートが傾いた巨きよ体たいを軋きしませると、それだけで赤い空が稲いな妻ずまに切り刻まれて悲鳴をあげました。




　オオオオオォォォォォ……。




　怨えん嗟さの声に滅びの力を乗せて振り撒まきながら、バハムートは傾かたむいた上体を起こそうとしていました。

　それを阻そ止しするべく、トモエさんをその手に乗せていた白い翼つばさの鳥人を踏ふみ台にして天空へと躍おどり出たのは、魔ま王おうです。

（〝拳けん王おう招しよう来らい〟！）

　魔ま王おうは再び臨りん界かいを超えた闘とう気きを褐かつ色しよくの巨きよ人じんへと変えて、鉄てつ拳けんを繰くり出しました。

　殴なぐる、という単純明快な攻こう撃げき方法に於おいて空くう前ぜん絶ぜつ後ごの破は壊かい力りよくを誇ほこる拳王の鉄拳は、破壊神たるバハムートすらをも激しく揺ゆさぶり、今度は大きく仰のけ反ぞらせました。

　仰け反りながら、砕くだけた装そう甲こうの破片を飛び散らせながら、バハムートは右手の剣を軽く持ち上げました。

　魔王の額ひたいから、血が噴ふきました。

　既すでに十分凄すごみがあった面めん貌ぼうを自らの血によって染め上げ、いよいよ悪あつ鬼きさえ泣いて逃げ出すほどの迫力を得た魔王は、笑っていました。

　割れた額より血をあふれさせながら、魔王は心底嬉うれしそうに歯を剝むいて、笑っていました。

（ぶちかませ、竜りゆう騎き士し！）

　叫さけんで拳王を消した魔王の背後を、一筋の光が駆かけ抜けました。私の目は、ブリュンヒルデの目を通して、それがアホタレであることを確認していました。

　魔王よりもバハムートよりも高い位置で上昇を止めたアホタレは、黄金の翼つばさを広げて、両手をバハムートに向けて突つき出しました。

　左右の掌てのひらの前に、子供の頭ほどの大きさの黒い球体が現れました。それは、見る間に大きさを増しながら、黒から白、白から銀、銀から金へと色を変え、最後にはバハムートを丸ごと吞のみ込めそうなほどに巨きよ大だいな桜さくら色の光こう球きゆうへと変化を──いえ、進化を遂げました。

　この世の闇やみすべてを溶とかし尽つくしてしまいそうな、優しくも強きよう烈れつな光気を放っているそれは、アホタレの全力攻こう撃げきに外なりません。

（〝四天聖竜洸ドラゴニツク・エクスプロード〟！）

　アホタレの咆ほう吼こうとともに撃うち出された光こう球きゆうは、バハムートを吞のみ込んで音もなく弾はじけました。

　赤い空を、軋きしむ大気を、燃え盛る大地を、そして、バハムートの醜しゆう悪あくな巨きよ体たいを。

　有う象ぞう無む象ぞうを桜さくら色に染め上げて、アホタレの全力攻こう撃げきである〝四天聖竜洸〟は、その極大の攻撃力で以て、バハムートを奈な落らくへと──すなわち、煉れん獄ごく界かいへと叩たたき落としました。

　クリームヒルトが穿うがち、魔ま王おうが拡大した穴に吸い込まれるように落ちていくバハムートの姿を見開いた目で見つめながら、私は杖つえを持つ左手と無限光石アイン・ソフ・オウルに置いた右手に、震ふるえるほどの力を込めていました。

　次は、いよいよ私の番です。

　煉獄界で決着をつけるのです。

（アンジュ！）

（アンジューっ！）

（アンジュっ！）

　三つの声が、私の名前を呼びました。

　アイネイアとノェルと、アホタレです。

　三人はそれ以上、なにも言いませんでした。ですが、三人の表情は──目は、同じことを訴えていました。

　イングヴェルデの救出です。

「善ぜん処しよします」

　私は三人にそう答えて、ブリュンヒルデを動かしました。

　善処、します。

　たった今口にした言葉を、私は頭の中で再度、嚙かみしめるように繰くり返しました。

　容よう易いではないでしょう。イングヴェルデの救出は。

　バハムートに勝てるかどうかが、そもそもわからないのです。

　中にいるイングヴェルデを傷つけないように手加減して攻撃する、というようなことは、おそらくできません。

　それでも、「善処します」という返答は、本心からのものでした。

　アイネイアとノェルは友人です。それに、なにより、アホタレがイングヴェルデを死なせたくないと願うなら、私はその願いを叶かなえるために全力を尽つくします。

　約束は、できません。ですが、イングヴェルデを救出できる可能性を探りつつ戦っては、みます。

　善処します。三人に対する、それが私の精一杯の返答でした。

　そして、私はバハムートを追って、煉獄界へと飛び込んだのです。




　煉れん獄ごく界かい。

　そこは、炎ほのおと瘴しよう気きに満たされた、生命の存在を決して許さない死の世界……。

　バハムートのどす黒い巨きよ体たいは、逆さか巻まく劫ごう火かに照らされてもなお黒く、血管めいた脈動する赤い筋を装そう甲こうのそこかしこに浮かべて、おぞましい存在感を放っていました。

　その中で、イングヴェルデは今、一体どういう状態にあるのか……。

　私はブリュンヒルデの目を通してロスヴァイセを見た際に、中にいるクリームヒルトの姿を見て取ることができた事実を思い出し、イングヴェルデの姿を捉とらえろとブリュンヒルデに命じました。

　応こたえて、ブリュンヒルデが目を凝こらしたのがわかりました。──が、イングヴェルデの姿を捉えることはできませんでした。

　距きよ離りの問題ではありません。なんらかの力が、ブリュンヒルデの目がイングヴェルデを捉えることを拒きよ絶ぜつしているのです。

　そもそも、イングヴェルデは生きているのでしょうか。バハムートの無限光石アイン・ソフ・オウルは暴走しています。バハムートが動いているからといって、イングヴェルデが生きているとは限りません。

　ともあれ、なによりもまずはバハムートの破は壊かいです。

　私は杖つえを構え、精神の糸を編んで呪じゆ文もんの詠えい唱しように入りました。

　手始めに使用するのは、五元の一、始し原げんを司つかさどる火の魔ま法ほう──〝煉獄ホムラ〟です。

　煉獄界で〝煉獄〟を使う。洒落しやれでもなんでもありません。

　ここ煉獄界は、先述のとおり、炎と瘴気のみが存在する世界です。

　元素でいえば、第一元素である『火ひ』と、死と虚きよ無むを司る第五元素──『空くう』

　その二つの元素のみで構成されています。

　故にこの煉獄界では、その外の三つの元素──『風かぜ』『水みず』『地ち』の魔法が力を失う反面、『火』と『空』の魔法は、その効果を何倍にも高められるのです。

　手始めに、と言いましたが、もし〝煉獄〟が効かないとすれば、残る攻こう撃げき手段はあともう一つしかありません。

　詠唱が終わりに差し掛かったところで、バハムートがおもむろに剣けんを振りかぶり──そこで、動きを止めました。




　オオオオオォォォォォ……。




　どす黒い巨きよ体たいをギシギシと軋きしませて、バハムートは怨えん嗟さの声を響ひびかせます。

　振りかぶった剣を振り下ろさない──いえ、振り下ろせないバハムートに、私は容よう赦しやなく力ある言葉を叩たたきつけました。

「〝煉獄〟・剛ごう！」

〝完全燃焼アラミタマ〟による魔ま力りよくの強化。ブリュンヒルデの魔ま法ほう強化機能。その上さらに、場の属性による特定の元素魔法の強化。

　強化に強化と強化を重ねて繰くり出されたのは、理論上もうこれ以上はないという領域にまで達した、正しよう真しん正しよう銘めい、究極の炎ほのおです。

　バハムートは、動けません。

　アイネイアの一いち斬ざんが、拳けん王おうの鉄てつ拳けんが、アホタレの光こう球きゆうが──バハムートを煉れん獄ごく界かいへと押しやったそれらの攻こう撃げきが、効いていたのです。




　アアアアアァァァァァッ！




　究極の炎に灼やかれてバハムートが発したのは、怨えん嗟さの声ではなく苦痛と恐きよう慌こうの叫さけびでした。

　そして、私は見ました。

　バハムートの中で悲鳴をあげる、イングヴェルデの姿を。

　四方の肉の壁から生はえ出た肉の紐ひもに四し肢しと首とを縛しばられて、イングヴェルデは苦く悶もんに喘あえいでいました。

　その背後に浮かんでいるどす黒い珠たまは、あれが、バハムートの無限光石アイン・ソフ・オウルなのでしょう。

　ブリュンヒルデの無限光石とは、色だけでなく大きさも違っていました。今、私の手が触ふれている無限光石は子供の頭ほどの大きさですが、イングヴェルデの背後にあるそれの大きさは、巨きよ竜りゆうの頭にも匹ひつ敵てきしているのでしょう。

「イングヴェルデ──っ!?」

　生きていたイングヴェルデに呼びかけたのと同時に、衝しよう撃げきがブリュンヒルデを襲おそいました。

　バハムートからなんらかの攻撃を受けたのだということは、瞬しゆん時じに理解できました。小さくない損傷を負ったということも。

　右腕うで全体の感覚がぼんやりとしています。〝完全燃焼〟による灼しやく熱ねつ感も、右腕だけほとんど感じません。

　ブリュンヒルデの右腕が失われてしまった、ということなのでしょう。

　劫ごう火かのカーテンの向こうから、バハムートがゆっくりと姿を現しました。

　三重強化の〝煉獄ホムラ〟は、バハムートから悪あく魔まのそれを彷ほう彿ふつとさせる羽と尻尾しつぽを奪うばい、どす黒い装そう甲こうの表面を溶かしていました。

　効いています。効いてはいますが、期待どおり、あるいは期待以上のダメージを与えられたかと問われれば、答えは否です。

〝煉獄〟では、バハムートは破壊できません。

　効いているわけですから、何度もくらわせてやれば破壊することは可能でしょう。が、バハムートがそれを許してくれるわけがありません。

　振り下ろせずにいた剣けんは、今、切っ先をまっすぐこちらに向けています。

　ブリュンヒルデの右腕うでを吹き飛ばしたのは、その剣の挙きよ動どうが生んだ攻こう撃げきでしょう。

　当たり所が悪ければ、私は死んでいました。

　純粋な攻撃力や防ぼう御ぎよ力では、バハムートのほうが上なのです。

　長期戦は、ありえません。

　ブリュンヒルデも損傷している以上、私に許される攻撃は、あと一いち撃げき──。

　次の一撃でバハムートを破は壊かいすることができなければ、私の敗まけです。

　あと一撃しかできないのであれば、〝煉獄ホムラ〟では足りないのであれば、もう、あの魔ま法ほうしかありませんでした。

　第五元素系、対巨きよ竜りゆう殺傷魔法──〝屠竜アメノハバキリ〟

　私が使える中で、最強の攻撃魔法です。

　第五元素──すなわち『空くう』の魔法である〝屠竜〟なら、〝煉獄〟と同様、三重の強化が可能です。そして、〝煉獄〟より一ひと桁けた上の威い力りよくを持つ〝屠竜〟なら、バハムートを一撃で破壊できる可能性は十分あります。

　イングヴェルデ救出の可能性に賭かけて、あえて初撃は威力の劣おとる〝煉獄〟を使いましたが、この期ごに及んでは選択の余地はありません。

　精神の糸を再び編み、煉獄界に満ちる虚きよ無むを繰あやつるための呪じゆ文もんを唱となえ始めたその時、感覚の薄うすれた右手が触ふれていた無限光石アイン・ソフ・オウルに、乾かわいた音をたててヒビが入りました。

　ブリュンヒルデが受けたダメージが無限光石に伝でん播ぱしたのだと、私は理解しました。

　精神の糸に導かれて構えた錫しやく杖じようの先に集まってきた虚無がうねり、唸うなり──パキパキと、無限光石のあちこちにヒビが追加されました。

　ブリュンヒルデの魔法強化機能とは、言い換えるならば魔力の増幅機能です。そして、最強の攻撃魔法である〝屠竜〟は、最強故ゆえに膨ぼう大だいな魔力を要します。

　三重強化の〝屠竜〟を繰くり出すために極限まで増幅された私の魔力が、傷ついて脆もろくなった無限光石に追い打ちをかけているのです。

──壊こわれないで！

　詠えい唱しようを続けながら、私は心の声で無限光石に訴えました。

──あと一撃……せめて、それまでは持ち堪こたえて！




　オオオオオァァァァァガアアアアアッ！




　応こたえるように叫さけびをあげたのは、バハムートです。

　滅ほろびの力が津波のように押し寄せてきました。

　ブリュンヒルデを急上昇させて回かい避ひを試みましたが──間に合いませんでした。

　衝しよう撃げき。左足の感覚喪そう失しつ。無限光石アイン・ソフ・オウルに一際大きな亀き裂れつ。

──まだ、まだ……っ！

　無限光石はまだ機能しています。ブリュンヒルデは、まだ戦えます。

　猛たける炎ほのおの向こう側で、バハムートが剣けんを振り下ろすのが見えました。

　滅びの力が、今度は嵐あらしとなって吹き狂くるいました。

　回かい避ひを試みることさえ許されず。

　蹂じゆう躙りんが、始まりました。

　絶え間ない衝撃。薄うすれていく、全身の感覚。割れていく無限光石。

　私は、もうなにも考えませんでした。祈いのることさえせずに、ただひたすらに呪じゆ文もんの完成を急ぎました。

　バハムートが剣を振りかぶりました。

　私の口から呪文の最後の一句が発せられたのは、バハムートが滅びの力を推進力として突とつ撃げきを開始したのと同時でした。

「〝屠竜アメノハバキリ〟・剛ごう……っ！」

　最後の一句から息もつかずに、力ある言葉を肺の空気を振り絞しぼって放ちました。

　奇き跡せきが二つ、起きていました。

　無限光石が持ち堪こたえてくれたことが、一つ。もう一つは、ブリュンヒルデの錫しやく杖じようと、錫杖を持つ左腕うでが無事だったことです。

　ブリュンヒルデの錫杖は魔ま導どう器きです。魔導器は魔ま法ほうに指向性を与えるために欠かせないものです。魔導器がなければ魔法を意図したとおりに使えないのは、超ア戦イ闘ド体ルであるブリュンヒルデも同じでした。

　赤、黒、白──二つの奇跡によって、かざした杖つえの先に三つの光が生まれました。

　赤は血、黒は死、白は無。五番目の元素──『空くう』を構成する三色の光は、螺ら旋せんを描いて迫り来るバハムートと正面衝しよう突とつしました。

　三重強化の〝屠竜〟です。生命いのちあるものも、ないものも、この世に存在するすべての形あるものを等しく虚きよ無むへと還かえす、終しゆう焉えんの魔ま光こうです。理論上、耐えられるはずのない攻こう撃げきです。

　破は壊かい神しんと化したバハムートは、しかし、その耐えられるはずのない魔光を突つき抜けて、ブリュンヒルデの──私の目の前に、崩くずれかけの巨きよ体たいを現しました。

　頭部は既すでになく、左腕も見当たりません。どす黒い装そう甲こうは残らず剝はがれて、その下に隠かくされていた肉も焼け爛ただれています。

　それでも、剣を持つ右腕は健在で、振りかぶられた剣は今まさにブリュンヒルデの脳天めがけて振り下ろされようとしていました。

　魔法はもう使えません。使えたとしても、到底、呪文が間に合いません。回かい避ひできる間合いでもありません。

　なにも、できない……。

　イングヴェルデを救い出すどころか、バハムートの破は壊かいという大命題さえ果たせない……。

　絶望と自分自身への失望に唇くちびるを嚙かみながら、私はほとんど無意識のうちに、ブリュンヒルデにある行動を取らせていました。

〝屠竜アメノハバキリ〟を撃うつために突つき出していた錫しやく杖じようを、そのまま、さらに前へと押し伸のばしたのです。

　それは、バハムートの剣けんがブリュンヒルデに届くよりも先に、焼け爛ただれたバハムートの胸を軽く小こ突づいて──。

　バハムートの動きが、止まりました。

「え……？」

　見開いた私の目に、ブリュンヒルデの目を通して、崩れていくバハムートの姿が映りました。

　剣を振り下ろす途と中ちゆうで止まった右腕うでが根本からもげ落ち、剝むき出しの焼けた肉が、ぶくぶくと血の泡あわを噴ふきながら溶とけ崩くずれていきます。

　慌あわてて、私はバハムートの中へと視線を送りました。

　肉の床ゆかの上に倒れ伏す、イングヴェルデの姿が見えました。彼女の背後にあったどす黒く巨きよ大だいな無限光石アイン・ソフ・オウルは、粉こな々ごなに砕くだけてイングヴェルデの周囲に散乱していました。

　なにが起きたのかを理解するのに、時間はかかりませんでした。〝屠竜〟がバハムートに与えた甚じん大だいなダメージが、無限光石にも伝でん播ぱし、これを破壊したのです。

「勝っ……た……」

〝完全燃焼アラミタマ〟を解いて座り込みたい衝しよう動どうにかられましたが、まだ終わりではありません。

　イングヴェルデを救出して、赤しやつ空くう界かいへ戻もどるのです。

「イングヴェルデ！」

　イングヴェルデは生きています。精神的にはともかく、少なくとも肉体的には生きています。呼吸によって上下している背中が見えます。

「目を覚ましてください、イングヴェルデ！」

　呼びかける私の声に、イングヴェルデは応こたえてくれません。

「イン──っ!?」

　三度目の呼びかけの最中、唐とう突とつに、イングヴェルデの姿が見えなくなりました。

　彼女だけではありません。ブリュンヒルデの目が死んでしまったかのように、前方に映し出されていた外部の光景が、ぷっつりと途と絶だえてしまったのです。

　──いえ。いえ。ように、ではありません。

　ブリュンヒルデの目は、本当に死んでしまったのです。その証しよう拠こに、右腕の感覚が薄うすれていたせいですぐに気づけませんでしたが、無限光石が、バハムートのそれと同様に、粉々になっていました。

　ブリュンヒルデの外装も、既すでにボロボロのはずです。その上、無限光石アイン・ソフ・オウルまで壊こわれてしまったとなれば──。

　ごごっ……。

　上で、下で、前で、後ろで、右で左で、肉の壁が震ふるえ始めました。

　崩ほう壊かいが、始まったのです。

　煉れん獄ごく界かいは炎ほのおと瘴しよう気きの海です。

　私は精神の糸を紡つむいで、呪じゆ文もんを急ぎ、唱となえました。

「〝鉄タテ壁ヌイ〟・剛ごう！」

　直後、右方で肉の壁の一部が裂さけて、瘴気が流れ込んできました。

　いつの間にか、この空間をいっぱいに満たしていたはずの謎なぞの液体も、私の腰こしのあたりにまで量を減らしていました。どこからか流れ出てしまっているのでしょう。

　間かん一いつ髪ぱつ、結けつ界かい魔ま法ほうによる防ぼう御ぎよが間に合いましたが、これから一体どうすればいいのか。

　このまま結界の中にいては、イングヴェルデを助けに行くことも赤しやつ空くう界かいに戻もどることもできません。かといって、迂う闊かつに結界の外に出ようものなら命はありません。

　考えなければ。なにか。この状況を脱だつする方法を。

　まずはとにかく気持ちを落ち着けようと深呼吸をしたところで、私は深い闇やみに包まれました。

　なにも──肉の壁さえ見えない、完全な真まっ暗くら闇やみ。

　一いつ瞬しゆん、自分が死んでしまったのかと思い、心臓が冷たくなりましたが、結界魔法の気配はちゃんと感じます。

　私は、まだ生きています。これは、ブリュンヒルデに乗り込んだ時の──ブリュンヒルデが起動する前の、あの暗闇です。

　動力である無限光石を失ったブリュンヒルデが、いよいよ全機能を停止してしまったのです。完全に、死んでしまったのです。

「──っ！」

　私は声にならない悲鳴をあげていました。

　絶望的な状況に加えて一切の光を失って、抑おさえ続けてきた恐きよう怖ふが一気に噴ふき出してしまったのです。

　集中力が途と切ぎれて、ここまで維持してきた〝完全燃焼アラミタマ〟が、解けてしまいました。そして、〝鉄壁〟も。

　瘴気を吸い込んで、私は激しく咳せき込みました。

　涙なみだが出てきました。

「レックス様！　レックス様っ！　レックス様……っ！」

　咳き込みながら、大粒の涙をボロボロと零こぼしながら、私は会いたいただ一人の人の名前を──アホタレの名前を連呼しました。

「レッ、クス様……っ！　レッ、ク、ス、さま……っ！　レッ…………まっ！」

　怖こわくて。

　怖くて怖くて怖くて。

　私は泣きじゃくりました。

　死が怖いんじゃありません。自分が消えてしまうことは、たいした恐きよう怖ふじゃありません。

　怖いのは、死んでしまったら、もう二度とアホタレに会えなくなってしまうという事実です。

　アホタレに、もう二度と会えない。

　あの暢気のんきな笑顔を、もう二度と見ることができない。

　あのしまりのない声を、もう二度と聞くことができない。

　それは、私にとって、世界の終わりさえ些さ事じと切り捨ててしまえるほどの恐怖でした。

　その恐怖から逃れようと、私は足をバタバタと動かし、前方の闇やみへと必死に手を伸のばしました。

　だけれど、その手はなにもつかめなくて……。

「レックス様ーっ！」

　私は自分の意識が恐怖の重みに耐えきれずに潰つぶれていくのを感じながら、最後にありったけの声で大好きな人の名前を叫さけびました。

　光が見えました。

　真っ白な光が。

　真っ白な光を纏まとって、その人は、虚むなしく闇ばかりをつかんでいた私の手を、たしかな力で握にぎりしめました。

「アンジュ」

　もう二度と見られないと思っていた暢気な笑顔が、

　もう二度と聞くことができないと思っていたしまりのない声が、

　そこにありました。

　私の名前を、呼んでいました。

　今際いまわの際きわの、夢かと思いました。

　翼つばさを広げ、全身を真っ白な光に包まれているアホタレの姿は、あまりにも天使のようでしたから。

「……レックス、様……？」

「ああ、オレだよ」

　夢ではないことを私に思い知らせるように、私の手を握るアホタレの手に、痛いぐらいに力が込められました。

　夢……ではないのです。

　アホタレは、今、たしかに、私の目の前にいるのです。

「どうして、ここに……？」

　アホタレを包んでいた白い光が、繫つないだ手を伝って、私の身をも包んでいきます。

「決まってるだろ？　アンジュを迎えにきたんだ」

　アホタレは歯を見せて笑い──。

　私は。

　アホタレに会えた嬉うれしさと、安あん堵どと、直前まで感じていた恐きよう怖ふがごちゃ混ぜになって、その結果──。

「うわああああああああああん！」

　また、大声で泣いていました。

「ど、どうしたんだよ？　急に」

「だ、だってっ、わ、私……怖こわくて……も、もう二度と、あなたに、会えないって、思った、らっ、怖くて……怖くて……っ！　私……っ！」

「オレは、ここにいるよ」

　アホタレの腕うでが、そっと私を抱だきしめました。

「わ、私……私は……」

　もう、駄だ目めでした。

　私の心の堰せきは、すっかり切れてしまっていました。

　あふれて止まらない感情が、端たん的てきな言葉となって、口をついていました。

「あなたが、好き」

　アホタレの広くてあたたかい胸から、ほんの少しだけ身体からだを離はなして、彼の顔を見上げます。

「私は、あなたが、好き、です」

　アホタレは空色の目を大きく見開いて、私を見下ろしています。

　驚おどろいたようなその顔が、ふっと笑みに変わりました。

「オレも、アンジュが好きだ」

　私はアホタレが好きと言い、

　アホタレは私を好きと言い、

「違うんです」

　私は首を横に振りました。

「私の好きと、レックス様の好きは、違うんです」

　好き、という言葉を交わし合っていても、そこには決定的な意味合いの違いがあることを、私は知っていました。

　アホタレの私に対する『好き』は、王おう都とからここまで苦難を共にしてきた仲間に対して抱いだく、友情の『好き』です。

　私のアホタレに対する『好き』は、それとは違います。

　私の『好き』は、アホタレが笑いかけてくれるだけで──いえ、もうそこにいてくれるだけで嬉うれしくて幸せで、心がとろけてしまいそうな……そして、アホタレがいないと、どうしようもなく不安で寂さびしくて、心が凍こごえてしまいそうな……そんな、『好き』なのです。

　私のアホタレに対する『好き』は、致命的なのです。私はもう、アホタレがいないと生きていけないのです。

　命に関わる『好き』なのです。

「そうかな？　同じだと思うけど」

「同じじゃありません」

　同じなはずがないのです。私たちの『好き』が一致するはずがないのです。

　だって、私は……瘦やせっぽちで、そばかすで、目つきが悪くて、頭が固くて、口うるさくて……本当に、全然、ちっとも、可愛かわいくないんですから。

「同じだよ。証しよう拠こ、見せようか？」

　アホタレは苦笑交じりにそう言うと、改めて私を抱だき寄せて──。

「……っ!?」

　それは、あまりにも唐とう突とつでした。

　本来なら、それは目を閉じるべき場面だったのでしょう。

　けれど、私は驚おどろいて……本当に驚いて、閉じるべき目を見開いてしまいました。

　今、私の唇くちびるには、アホタレの唇が重ねられています。

　いわゆる、キス……というものを、されている状態です。

　私が。

　この、私が。

　アホタレと。

　あのアホタレと。

　大好きな、アホタレと。

　大好きな、アホタレに。

　キス、され、て──。
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「な？　同じだろ？」

　唇をゆっくりと離はなしたアホタレが、屈くつ託たくなく笑いました。

「ど、して……？」

「オレ、アンジュのこと、好きだから。ずっと、好きだったから。アンジュに好きって言ってもらえて、すげー嬉うれしかった。今まで生きてきた中で、一番、嬉しかった」

「で、も……」

「もしかして、嫌いやだった？　早まっちまったかな、オレ」

「ち、違……っ！」

　私はぶんぶんと、それはもうぶんぶんと全力で首を横に振りました。

「い、嫌じゃないです！　嫌なわけないです！　好きな、人が……あなたが、キ、キス、してくれたんですから……」

「そっか。よかった」

　そう言ったアホタレの笑顔は、とても嬉しそうで──。

「でっ、でもっ、い、いいんですか？　本当に。わ、私なんかで。私みたいな、こ、こんな、かっ、可愛かわいくない女で……」

「アンジュは、可愛いよ」

　また、抱だきしめられました。

「愛してる」

　耳元で囁ささやくように言われて、私は、泣きました。

　声をあげて、泣きました。

　さんざん泣いた後なのに、涙なみだは涸かれることを知らなくて。声も嗄かれてはくれなくて。

　私はもう、泣いて、泣いて、泣きました。

　今まで生きてきた中で、一番、泣きました。

「泣くなって」

「[image: む][image: り]、でずぅ」

　だって、あなたに好きって言われたんですから。愛してるって言われたんですから。

　他ほかの誰でもない、あなたに。

「アンジュって、けっこう泣き虫だよなー」

　アホタレの手が、涙なみだでびしょびしょになった私の頰ほおに触ふれました。

「顔、見ないでくださいぃ」

　今、私の顔は涙と鼻水で大変なことになっています。

「ただでさえ可愛かわいくないのに、びしょびしょの、ぐしゃぐしゃで……」

　言って、私はずずーっと盛大に鼻を啜すすってしまいました。我ながら、色気もへったくれもありません。本当に、可愛くありません。

「レックス様の、せい、ですよ？　あ、あ、あい……してる、とか、言うからぁ……」

　アホタレは私のおでこに自分のおでこをコツンとぶつけてくると、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべました。

「よし、じゃあもう一回言おうか」

「これ以上、私をぶさいくにしないでくださいよぅ」

「言わないほうがいい？」

「……言ってください」

　アホタレは、「うん」と頷うなずいて、

「アンジュ、愛してる」

「私もです、レックス」

　魔ま界かいの深しん奥おうで──炎ほのおと瘴しよう気きの世界のただ中で、真っ白な光に包まれながら、アホタレと私は二度目の口づけを交わしました。

　……今度は、ちゃんと目を閉じましたよ？




　このまま時が止まってしまえばいいのに……とか、このまま死んでしまってもかまわない……とか、そんな恋愛脳丸出しな思考にかられてしまったりもしましたが、私には時間を止める魔ま法ほうなんて使えませんし、ここで死んでしまうわけにもいきません。

「アイツを連れて戻もどらなきゃな」

　アホタレの言うアイツとは、イングヴェルデのことです。

「……」

　私は、言葉を返せませんでした。

　ブリュンヒルデはもう跡あと形かたもなく崩くずれ去って、周囲を見渡してみても、目に映るのは炎と瘴気ばかりです。

　バハムートの姿は、もう見えません。

　助けられなかった……。

　イングヴェルデ自身は敵ですが、彼女はアイネイアの妹でありノェルの姉です。ふたりからも、救出を期待されていました。

　それなのに、私は……。

「お、きたぞ」

　不意に、アホタレが繫つないでいた私の手を軽く持ち上げました。

「レックス様？」

「見えるだろ？　あれ」

　アホタレがそう言って視線で示した先──炎ほのおの向こうに、私たちを包んでいるのと同じ色の、つまりは純白の光が見えました。こちらに向かってきています。

　ほどなくして私たちの目の前に到達した光は、中に人影を包み込んでいました。──イングヴェルデです。

　ぐったりと全身を弛し緩かんさせているイングヴェルデは、意識はないものの、規則的な呼吸を繰くり返しています。

「ありがとな、トモエ」

　アホタレが、イングヴェルデを包んでいる光に、同じく光に包まれている自分の手を重ねて、言いました。

「トモエ……さん？」

　私はイングヴェルデを包んでいる光を見て、次にアホタレを包んでいる光を見て、最後に自分を包んでいる光を見て、

「トモエさん!?」

　素すっ頓とん狂きような声をあげてしまいました。

「この光は、トモエさんなんですか!?」

「ああ」

　アホタレは、ごくごく普通な調子で頷うなずきました。

「だって、ここ、火はごうごう燃えてるし、ショーキ？　がすごいだろ？　火はまあなんとかなるんだけど、ヴァナディースの……ってか、竜りゆうの力は、ショーキには弱いらしくてさ」

　竜の力は瘴気に弱い。

　たしかに、クリームヒルトとの戦いで、瘴気から生まれた妖よう魔まをけしかけられたアホタレは、身に纏まとっていた桜さくら色の光を消されていました。

「だからさ、トモエにがんばってもらったんだ」

「つまり、この光はトモエさんの〝超絶対刃アルテイマソード〟……なんですね？」

「そーゆーこと」

　理解しました。

　すべてを切り裂さくトモエさんの〝超絶対刃〟は、究極的な武器であると同時に、あらゆる攻こう撃げきから身を守る究極的な盾たてにもなりえます。

　その〝超アル絶テイ対マソ刃ード〟を纏まとうことで、私たちはこの炎ほのおと瘴しよう気きの海の中でも生存を許されているのです。

　アホタレとトモエさんの合体技である、〝超絶対暗黒剣アルテイマブリンガー〟の応用です。

「これ、だったのですね。レックス様が言っていた、トモエさんに任せたいこと、というのは」

「ああ。念のため、だったんだけどな。トモエに力を残しておいてもらって、よかったよ」

　そう言って、アホタレは──いえ、もう、彼をアホタレだなんて、呼べませんね。

　彼は、アホでもなければヘタレでもありません。ずっと前から、わかっていたことです。

　わかっていながら、私が心の中だけとはいえ彼をアホタレと呼び続けたのは、それが、私が考えた……私だけの呼び名だったからです。

　そんなふうに……自分専用の呼び名で呼びたい人なんて、他ほかには誰もいませんでした。

　本当に、彼だけです。

　答えは、ずっとそこにあったのです。

　もう、ずっと前から、彼は、私にとって特別な人だったのです。

　私は胸に手を当てて、一度、深呼吸をしました。

　改めて、彼の名前を心の中で呼びます。

　レックス様──。

　…………………………。

　…………………………。

　違和感が、ありました。

　今までだって、声に出して呼ぶ時には、「レックス様」と普通に名前で呼んでいたというのに。

　レックス様──。

　……やっぱり、心の中で呼ぶと変な感じがします。

　アホタレ──。

　…………………………。

　…………………………。

　違和感、なし。

　やっぱり、これです。これ以外、ありえません。

「アホタレ」

「へっ？」

　うっかり、口に出してしまいました。

「言い間違いです。気にしないでください」

「なにを言おうとしたんだよ……」

　アホタレを心の中でも名前で呼ぶのは、諦あきらめました。

　アホタレは、アホじゃなくてもヘタレじゃなくても、アホタレなのです。

「赤しやつ空くう界かいに、戻もどりましょう。……と、言おうとしたのです」

「ホントか？　まあ、いいけどさ」

　アホタレは私と手を繫つないだまま、もう片方の手でイングヴェルデを引き寄せ、抱かかえました。そして、背中の翼つばさをいっぱいに広げました。

「トモエにもかなり無理してもらってるしな。急いで、戻ろう」

　力強い羽ばたきで炎ほのおと瘴しよう気きを吹きちぎって、アホタレは飛ひ翔しようしました。
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「おめでとうございます、アンジュ様」

　無事、煉れん獄ごく界かいを脱だつ出しゆつして赤しやつ空くう界かいへと帰き還かんし、殺戮天使キリングエンジエルの姿に戻もどったトモエさんの、それが第一声でした。

　表情は、満面の笑み。

　トモエさんは見ていたのです。聞いていたのです。〝超絶対刃アルテイマソード〟の真っ白な光として私たちを包み、守りながら、私とアホタレの、その、好きだの愛してるだののやりとりを。

　煉獄界で、トモエさんはただの一言も発さなかった（発せなかった？）ので、そこまで考えが至らなかったのです。

　間抜けにもほどがあります。光の正体がトモエさんであると知った時点で、気づくべき事柄でした。

　いえ、でも、しかし、そもそも光の正体がトモエさんだと知った時にはもう、好きだの愛してるだの言ったり、あれしたりこれしたりしていたわけで。どのみち手遅れだったというか、でも、それでも心の準備の有無はやっぱり大きかったり大きくなかったりで、ああ……っ！

　ともあれ、これ以上はないという明るい笑顔で祝福の言葉をくれるトモエさんに、私はなんの言葉も返せず、ただその場にしゃがみ込んで両手で顔を覆おおうことしかできませんでした。

　顔は、とんでもなく熱くなっています。〝完全燃焼アラミタマ〟のほうがマシと思えるほどの灼しやく熱ねつ感かんです。

「なにがめでたいって？」

　背後から聞こえた重低音の声に、私は固くつむっていた目を見開いて、慌あわてて立ち上がりました。

　振り返ると、この世のどんな金属よりも硬かたそうな褐かつ色しよくの腹筋が視界を占せん拠きよしました。

　私はよろよろと後ずさって、眼前に立つ魔ま王おうメイ＝ヘムの顔を見上げました。

「ま……お、う……」

「アンジュ様とレックス様が、ようやく恋仲になられ──」

「あわわわわわっ！」

　私はトモエさんに飛びかかって口を塞ふさぎました。

「煉獄界でよろしくやってきやがったのか。やるじゃねぇか」

　魔王は傷だらけの太い腕うでを組んで、豪ごう快かいに笑いました。

「ううっ……」

「実際、たいしたモンだぜ。たかが人間の分ぶん際ざいで、バハムートをぶっ壊こわしちまうんだからよ」

　見えていないはずの目で私を見下ろして、魔王は片方の口の端はから尖とがった歯を覗のぞかせました。

「……ブリュンヒルデの力ですよ」

「ブリュンヒルデを操あやつったのは、おまえだ。誇ほこれよ」

　誇れ、と言われても、まるで実感が湧わきません。

　炎ほのおと瘴しよう気きに満ちた煉れん獄ごく界かいの風景も、そこに君臨するバハムートの禍まが々まがしい姿も、自分がブリュンヒルデを操あやつっていたという事実も、すべては夢の中の出来事のようです。もちろん、悪夢です。

「おまえのおかげで、魔ま界かいは守られた。礼を言うぜ、アンジュ。おまえは最強の魔ま法ほう使つかいだ」

「あ……」

　魔界を統すべる王からの、賛辞と謝辞。

　どれだけ功績を重ねても、ランドールの王宮で私に賛辞を送ってくれる人は、レイヴェン様以外には、誰もいませんでした。謝辞をもらったことなんて、ただの一度もありません。

　そんな私が、『王』から賛辞と謝辞を送られたのです。

『王』といっても、相手は主君ではなく魔界の王です。喜んではいけないとわかっていつつも、泣きすぎてすっかり緩ゆるんでいた私の涙るい腺せんは、新たな涙なみだをこみ上げさせてきました。

「あ、ありがとう、ございます……」

　ぐずぐずと洟はなを啜すすって一いつ緒しよに涙を飲みながら、私は魔王に感謝の言葉を返しました。

「よかったな、アンジュ」

　そう声をかけてきたアホタレには、翼つばさも鱗うろこもありませんでした。人の姿に戻もどっていました。腕うでにはイングヴェルデが抱かかえられています。

「おまえにも、礼を言っとくぜ。レックス」

「魔界、壊こわれなくってよかったな。このあたりは、ずいぶんヒドイことになっちまったけど」

　アホタレは空色の瞳ひとみを一ひと巡めぐりさせて、苦い表情を見せました。

　倣ならって視線を巡らせてみても、目に映るのはひび割れた焦しよう土どばかりです。

「とっくに荒野になっちまってた土地だ。気にするな」

　私たちが今いるのは、糖とう果かの森と呼ばれていた辺りです。

　瘴気の噴ふん出しゆつによって、もうずいぶん昔に死んでしまった土地だという話でした。

　既すでに死んでいた土地ですから、この辺りに関しては、魔王の言うとおり、被害を気にする必要はないのかもしれません。

　しかし、バハムートの滅ほろびの力は魔界の全土にまで及んでいました。

　甚じん大だいな被害が出ているはずです。命を失った魔ま人じんもいることでしょう。

　それを思うと手放しで勝利を喜ぶことなど到底できませんが、それでも、アホタレが言ったように、魔界が壊れてしまわなくてよかったと、私もそう思います。

　魔界が壊れてしまったら私たちの世界が危ない……ということを差し置いても、アイネイアやノェルの故郷が失われなくて、本当によかったと思います。

「……ぁんじゅ、さば……ぃきが、でぎばぜん……」

「はい？　……ああっ！」

　トモエさんがやけにくぐもった声を出して、そこで私は自分がトモエさんの口を（鼻も）塞ふさいだままであるという事実に気づきました。

「ごっ、ごめんなさいっ！」

　私は慌あわてて手を離はなして……トモエさんの顔色の悪さに、驚おどろきました。

　トモエさんの顔色は、真まっ青さおを通り越して紫むらさき色になっていました。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかっ!?」

「少し、疲れましたが……だい、じょうぶ……です」

　トモエさんは笑みを浮かべましたが、大丈夫には見えません。

「トモエさん……」

　トモエさんは旧世界のゴーレムです。多少、窒ちつ息そくさせられた程度で、ここまで顔色が悪くなるはずがありません。

「やっぱり、だいぶ無理させちまったみたいだな」

　トモエさんの様子に気づいたアホタレが、両腕うでで抱かかえていたイングヴェルデを肩かたに担かついで、空あいた手をトモエさんの黒髪かみに載のせました。

「お気き遣づかいなく。レックス様とアンジュ様をお守りするのが、私の……ハイドフェルト家のメイドとしての、務めですから」

　トモエさんは、アホタレと私、それにイングヴェルデを煉れん獄ごく界かいの炎ほのおと瘴しよう気きから守るために〝超絶対刃アルテイマソード〟と化した自身を、さらに三つに分けたのです。相当に無理のある力の使い方だったのでしょう。

　私はマントを外して、トモエさんに羽は織おらせました。

「ありがとうございます、アンジュ様」

　トモエさんは疲れ切った顔に笑みを浮かべると、マントの前を合わせて〝殺戮天使キリングエンジエル〟の状態を解除しました。そして、その場にぺたんと座り込みました。

「少し、休めば、大丈夫……ですから……」

　トモエさんは深呼吸をしながら言って、目を閉じました。……心配です。

「アンジュは、大丈夫か？」

　アホタレが浅く首を傾かたむけて、私の顔を……というより、顔色を見ました。

「私……ですか？　私は……」

　自分の状態へと意識を向けます。

　多少の疲労感はありますが、それだけです。あれだけ長い間、〝完全燃焼アラミタマ〟を維持していたにもかかわらず、たったそれだけで済んでいるのです。

　毒気であるはずの瘴気を吸った影えい響きようも、感じられません。

　尋じん常じようでは、ありません。私はただの人間です。アホタレやトモエさんとは違います。

　その私が、何な故ぜこんなにも無事でいられるのか。

　果たして、本当に無事なのか。

　考えられる可能性として、〝完全燃焼アラミタマ〟の副作用です。幾いく度どかの生命の燃ねん焼しようが、私の生命そのものを変質させてしまっているのだとしたら……。

「私は、大だい丈じよう夫ぶです。問題ありません」

　私は笑顔を作ってそう答えました。

　上う手まく笑えた自信はありません。元々、私は笑うのが苦手なのです。

「そっか。よかったよ」

　よかったよ、と言いつつ、アホタレは笑っていませんでした。いえ、一応、笑ってはいるのですが、曖あい昧まいというか悲しげというか……とにかく、心からの笑顔ではないことは、間違いありません。

「レックス様のほうこそ──」

　身体からだは大丈夫ですか、という私の言葉は、空から降ってきた白い巨きよ体たいが大地に激げき突とつした衝しよう撃げきによって、最後まで言い切ることができませんでした。

　私の向かいにいるアホタレの後方に、頭から落ちたロスヴァイセは、白い巨体を仰あお向むけに倒すと、それ以上、ピクリとも動きません。……というより、動けなくなった結果として、墜つい落らくしてきた……というのが正しいでしょう。

　ロスヴァイセの胸の上に、青い燐りん光こうを伴って白はく磁じの手足を剝むき出しにした美び貌ぼうの少女が現れました。クリームヒルトです。

「あ～ん。無限光石アイン・ソフ・オウル、壊こわれちゃったよ～」

　間ま延のびした声を出しつつロスヴァイセの胸を蹴けって、クリームヒルトは焼けた土の上に降り立ちました。

「あたし、がんばったんだからね～」

　眩まばゆいばかりの金きん髪ぱつに手て櫛ぐしを通しながら、私たちのほうへと歩いてきます。

　感謝の言葉をかけるべきかどうかは、微び妙みようなところです。

　バハムートとの戦いに於おいて、クリームヒルトが果たした役割は、大きなものでした。

　バハムートを煉れん獄ごく界かいへ落とすための穴を開け、そこから流れ込んでくる瘴しよう気きを押し返し続けました。かなりの力を使ったはずです。ロスヴァイセの無限光石が壊れたのも、そのせいでしょう。

　とはいえ、イングヴェルデを煽あおってバハムートを暴走させた張本人でもあるのです。気を許せる相手ではありません。

　ぶわり、と頭上で風が唸うなる音がして、

「イング！」

「イングお姉ねえちゃん！」

　二つの声が、一つの名前を呼びました。

　赤い翼つばさの鳥人から飛び降りたアイネイアとノェルが、イングヴェルデを担かついでいるアホタレへと駆かけ寄ります。

「生きてるよ」

　アホタレはイングヴェルデを肩かたから下ろし、そのまま地面にそっと横たえました。

「イング……」

　アイネイアは地面に両膝ひざをついて、イングヴェルデの褐かつ色しよくの頰ほおに手を当てました。

「なぜ、結果を急いだ？　なぜ、自分の素養を信じることができなかったんだ……」

　アイネイアは痛みに耐えるような表情で、意識のないイングヴェルデに語りかけます。

　ノェルは、そんなアイネイアの肩かた越ごしに、イングヴェルデの顔を祈いのるような面おも持もちで覗のぞき込んでいます。

　もう一人の姉妹、クリームヒルトは、少し離はなれた位置で、退たい屈くつそうにあくびをしていました。

「おまえには、私以上の素養があった。日々、鋭するどさを増していくおまえの剣けんを受けながら、私はこぼれそうになる笑みを必死でこらえていたんだぞ……？　おまえなら、いずれ必ず、私には決してたどり着けない境地にたどり着けると、信じていたというのに……」

　アイネイアの切れ長の目から零こぼれ落ちた涙なみだが、イングヴェルデの額ひたいを、頰ほおを、濡ぬらしました。

「……強く」

　とっくに意識を取り戻もどしていたのか、夢の中でアイネイアの言葉を聞いていたのか……イングヴェルデがゆっくりと目を開いて、言葉を紡つむぎました。

「……強く、なりたかったのです。私は……」

　イングヴェルデはわずかに首を傾かたむけて、涙を浮かべた瞳ひとみをアイネイアに向けました。

「アイン姉ねえ様さまが戦わずにすむように……アイン姉様が、父とう様の跡あとを継がずにすむように……強く、なりたかったのです。アイン姉様よりも、強く……一日でも、早く……」

「イング……」

「それなのに、私は……私には、アイン姉様を超えることが、どうしてもできなくて……」

　黒獅じ子しと謳うたわれながらもその優しい性格故ゆえに戦場に立つことができなかったアイネイア。イングヴェルデは、そんなアイネイアが戦わずにすむよう、アイネイアよりも強くなろうとした。自分が魔ま界かい最強の剣けん士しとなってアイネイアの分まで戦えば、戦わないアイネイアを責める者もいなくなる……。

　けれど、アイネイアを超えるのは容よう易いなことではなかった。

　イングヴェルデの素養がアイネイアに劣おとっていた、ということではないのでしょう。努力が足りなかったわけでもないのでしょう。足りなかったのは、時間です。

　アイネイアは、イングヴェルデの素養は自分以上であると明言しています。

　イングヴェルデがアイネイアを超える時は、いずれ必ず訪れたのでしょう。しかし、イングヴェルデにはその時を待つことができなかったのです。アイネイアのために、という思いが強すぎて、焦あせってしまったのです。焦りのあまり、イングヴェルデは当初の目的を忘れ、ただ結果のみを追い求めるようになってしまった……。

「私は、なんて愚おろかな真ま似ねを……。守るはずの魔ま界かいを、この手で壊こわしてしまうところだった……」

　バハムートに精神を食われ、暴走している間の記き憶おくが、どうやらイングヴェルデにはあるようでした。

「自らを愚かであると自覚できたのであれば、やり直せる」

　アイネイアはイングヴェルデの頰ほおから手を離はなすと、

「おまえが犯おかした罪は、おまえに重荷を背負わせてしまった私の罪でもある。共に、償つぐなおう」

　その手でイングヴェルデの手を取り、持ち上げました。

「ボクも償う！」

　ノェルがふたりの手の上に、自分の両手を勢いよく重ねました。

「アイン姉ねえ様さま……ノェル……」

　イングヴェルデはアイネイアとノェルに手を引かれて上体を起こすと、アイネイアの手をしっかりと握にぎりしめて咽むせび泣きました。

「よかったな」

　アホタレが頭の後ろで手を組んで、私にそう声をかけてきました。

「そう……ですね」

　今のイングヴェルデからは、焼けつくような殺気も切り刻きざむような闘気も、一切感じません。

　イングヴェルデは自らが犯した罪の重さを認めました。この先、彼女を待っているのは、長い……あるいは、終わることのない贖しよく罪ざいの日々です。

　苦しい人生になるでしょう。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　トモエさんが言いました。

「必ず、乗り越えられます。彼女は、一人ではありませんから」

　イングヴェルデと、彼女に寄り添うアイネイアとノェルを見つめて、トモエさんは疲れ切った顔に優しい笑みを浮かべていました。

　イングヴェルデに、ヒナギクを重ねているのでしょう。

「感動的だね～。よかったね～」

　心底悔くいている様子のイングヴェルデとは対照的に、クリームヒルトは相変わらずの態度です。

　そんなクリームヒルトに、ノェルが歩み寄っていきました。

「ありがとう、クリームお姉ちゃん。イングお姉ちゃんを、助けてくれて」

　屈くつ託たくのない笑顔で、ノェルはクリームヒルトの手を取りました。

　生命感あふれる褐かつ色しよくの手が、淡あわ雪ゆきのように白く儚はかなげな手を包み、しっかりと握にぎりしめました。

　クリームヒルトは奥底に闇やみをたたえた瞳ひとみを大きくして、妹の笑顔を見つめています。

　驚おどろくのも無理ありません。クリームヒルトはたしかにバハムートの打倒に貢こう献けんしましたが、そもそもイングヴェルデを煽あおったのは彼女なのです。

　そのクリームヒルトに、ノェルは「ありがとう」と言ったのです。

　皮肉なんかじゃありません。ノェルは心の底から、クリームヒルトに感謝しているのです。

　クリームヒルトがイングヴェルデを煽ったというマイナスの事実よりも、バハムートの破は壊かいを手伝ったというプラスの事実のほうが、ノェルにとっては大きいのです。

「クリームお姉ねえちゃんは、やっぱりクリームお姉ちゃんだよ」

　ノェルの笑顔が眩まぶしかったのでしょう。クリームヒルトは顔を背そむけ、「はは……」、乾かわいた笑みを浮かべました。そして、

「バッカみたい」

　小声で吐はき捨てて、ノェルから身を離はなしました。

　手を払はらわれたノェルは、一いつ瞬しゆん、寂さびしそうな顔を見せつつも、

「ありがとう、クリームお姉ちゃん」

　感謝の言葉をもう一度口にして、アイネイアとイングヴェルデの許もとに戻もどりました。

　クリームヒルトは嫌けん悪おと戸と惑まどいが入り交じったような表情でぶつぶつと呟つぶやきながら、爪つま先さきで地面を蹴けっています。

　クリームヒルトは、魔ま界かいの人々のために瘴しよう気きを操あやつる術を身につけようとして、その結果、心を瘴気に侵おかされてしまったのだと、アイネイアとノェルが言っていました。

　クリームヒルトの邪じや悪あくな性格は、生せい来らいのものではないということです。

　彼女が本来の性格を取り戻せる日は、果たして訪れるのか……。その答えを、私は持ち合わせていません。

　魔ま王おうは……。

　私は顔を半分だけ振り向かせて、褐かつ色しよくの肌はだの偉い丈じよう夫ふを──魔王メイ＝ヘムを見ました。

　表情もなく、言葉もなく、腕うで組ぐみしたまま泰たい然ぜんと立ち尽つくしていた魔王は、おもむろに腕を解いて、「さて」、見えていないはずの目を、私の頭越しにアホタレへと向けました。

「次は、俺おれたちの番だな」

「まだ、戦うというのですか」

　私は身体からだごと真っ正面から魔王に向き直りました。

「私たちは力を合わせてバハムートに打ち勝ちました。人と魔ま人じんは、憎にくしみを超えてなにかを成し遂げることができるんです。解わかり合えるんです。戦う必要は、もう、ないはずです」

「それとこれとは、話が別だ」

「同じです。考え直してください。魔王メイ＝ヘム。私は、あなたと戦いたくありません」

　戦う意志がないことを示すために両腕を広げて、私は一歩前に踏ふみ出しました。

「あなたとは、戦いたくないんです」

　魔ま王おうメイ＝ヘムは、力の世界である魔ま界かいに於おいて、王の座に相応ふさわしい強さの持ち主です。

　その強さを、私は尊敬しています。実力を認めた相手には、たとえそれが人間であっても笑みさえ浮かべて賞賛し、感謝の言葉さえ贈おくれてしまえる器の大きさにも、感服しています。

　おそらく、私は魔王メイ＝ヘムに魅みせられているのです。

　この気持ちは、レイヴェン様に対する思いに、よく似ています。

「なんだよ、アンジュ。もしかして、そいつのこと、好きになっちまったのか!?」

　突とつ然ぜん、アホタレがこの世の終わりのような悲痛な声をあげました。

「オレより、そいつのほうがいいのかよっ!?」

「変なやきもちを焼かないでください！　そんなんじゃありませんからっ！」

　一いつ喝かつして、「コホン」、咳せき払ばらいを一つ。

　まったく！　アホタレの空気の読めなさには、つくづく呆あきれさせられます。……妬やいてもらえてちょっとだけ嬉うれしかったのは、内ない緒しよです。

「面おも白しれぇよ、おまえら」

　口の端はから歯を覗のぞかせて、魔王は「くっくっくっ」と喉のどで笑いました。

「と、とにかく、考え直してください。私たちが戦う理由は、もう──」

「王ってのはな」

　魔王の重みのある声が、私の言葉を遮さえぎりました。

「夢の代行者なんだよ」

　魔王は、言います。

「民子分どもは、自分の力じゃ叶かなえられねぇ夢を、王オレに託たくす。王オレには、それを叶える義務がある。

　百年前に、民子分どもは王オレに夢を託したんだ。瘴しよう気きも黒こく死し病びようもない世界で暮らしたいって夢を、な」

　魔王は右手を軽く握にぎって拳こぶしを作ると、それで自分の肩かたをトントンと叩たたいてみせました。

「そいつがな、今もここに載のっていやがるんだよ」

「ですが、バハムートは失われました。バハムートだけじゃありません。ブリュンヒルデも、ロスヴァイセも、ラーズグリーズも……超ア戦イ闘ド体ルは、残らず失われました。魔ま軍かいの戦力は、大きく低下しているはずです」

「ガタ落ちも、いいところだな」

「それに……バハムートの暴ぼう走そうの影響で、魔界の人々は混乱しているはずです」

「だろうな」

「今の魔軍に、私たちの世界と戦って勝てるだけの力は残されてはいない……違いますか？」

「違わねぇな」

「勝ち目がなくても……それでも、あなたは戦うというのですか？　魔王メイ＝ヘム」

「そうだ」

　微み塵じんの逡しゆん巡じゆんも見せずに、魔ま王おうは頷うなずきました。

「勝機を待ってはいられねぇ。……もう、時間がねぇ」

　時間がない。同じ言葉を、魔王は白はく狼ろう山ざんで説得を試みた時にも、言っていました。

「俺おれを止めたきゃ、戦え。戦って、殺せ」

　ゆらり、と魔王の巨きよ軀くから闘とう気きが立ち上りました。

「アンジュ」

　アホタレが私の肩かたに手を置いて隣となりに並び、さらに一歩前に出ました。

「下がっててくれ」

「レックス様!?」

　アホタレは私の前に立つと、深呼吸とともに全身に闘気を漲みなぎらせました。

「戦やる気になってくれたか。嬉うれしいぜ。レックス」

「あんたとは、初めから戦うつもりだったから」

「わかってるじゃねぇか。そうだ。避さけられねぇ戦いってモンが、この世にはある。俺とおまえの戦いは、それだ」

　魔王の闘気は熱さえ帯びて、私は下がらざるをえなくなりました。近くにいたら、それだけで焼け死んでしまいます。

　文字どおり、焼けつくような闘気を真っ向から浴びながら、アホタレは魔王に問いを投げました。

「一つ、教えてくれ。あんたの目は、見えてるのか？」

「ん？　見えちゃいねぇよ。まあ、力の気配で大たい概がいはわかるから、不便はないがな」

「そっか」

「特におまえみたいな力のある奴やつはわかりやすいぜ。見えてた頃より見えるようになった。……手加減は、無用だ」

「手加減なんて、するつもりはないよ。あんたは手加減して勝てるような相手じゃないし、全力で戦わなきゃ意味がないとも思ってる」

「……それを聞いて、安心したぜ」

「もう一つ、教えてくれ。あんたのその目は、自分で焼いたのか？」

「……なぜ、そう思った？」

「あんたの古傷は、目の火傷やけど以外は全部切り傷だ。それも……たぶん、同じ相手に切られた傷だ」

　くっくっくっ、と魔王は喉のどと肩かたを震ふるわせました。

「いい目してるじゃねぇか。そのとおりだ。レイジャックだよ。あいつ以外に、俺の身体からだに傷をつけられた奴はいねぇ」

　魔王は両腕うでを広げると、その場で回れ右をしました。

　アホタレに向けられた背中には、大きな創そう傷しようが見受けられました。

　戦士にとって、背中の傷は本来、恥はずべきもののはずです。

　ところが、魔ま王おうは笑っていました。自じ嘲ちようの笑みではありません。楽しそうに嬉うれしそうに、笑っていました。

　魔王にとって、レイジャックとの戦いによって負った傷は、誉ほまれであっても恥はじではないのです。

　竜りゆう騎き士しレイジャックとは、それほどの剣けん士しだったのです。

「なら、やっぱり目の傷は──」

「ああ。自分で焼いた」

　魔王はアホタレに向き直って、頷うなずきました。

「俺おれは民子分どもに光を与えてやれなかった暗あん君くんだ。暗君には暗くら闇やみこそが相応ふさわしい。だろ？」

　魔王メイ＝ヘムは、戦いを愛しています。己の力を存分にぶつけ合える相手との戦いであれば、勝敗さえも関係ないのでしょう。

　それが、魔王メイ＝ヘムの、戦士としての側面です。

　そして、彼にはもう一つの側面があります。

　人じん魔ま戦争を勝利に導けなかった己を許せず自らの視力を絶ったその行為は、民に対して、民から託たくされた夢に対して、どこまでも誠実であろうとする、王としての側面です。

　戦士と王。

　魔王メイ＝ヘムという存在の根幹を成すその二つの側面が、両方とも、アホタレとの戦いを求めているのです。

　止められるはずがないのです。

　言葉では、理り屈くつでは、魔王メイ＝ヘムを止めることは、決してできはしないのです。

　彼を止める方法は、ただ一つ。

　戦うしか、ありません。

　私は杖つえを構えて精神の糸を編みました。

「あいつとは、オレ一人で戦う。アンジュは、手を出さないでくれ」

　アホタレが言いました。

「そんな！　私も戦います！　戦わせてください！」

　バハムートがなくても、魔王メイ＝ヘムは十分すぎるほどに強敵です。

　魔王がバハムートとの戦いで見せた、闘気の顕けん現げん──拳けん王おうの攻こう撃げき力りよくは、バハムートのそれにも匹ひつ敵てき、あるいは凌りよう駕がしていました。

　対するアホタレは、バハムートとの戦いで、残っていたヴァナディースの力のほとんどを使ってしまったはずです。

　今のアホタレに、拳王の鉄てつ拳けんは止められません。

　一いつ騎き打うちでは、アホタレに勝ち目はないのです。

「戦わせてやれよ。二人がかりだろうが三人がかりだろうが、十人がかりだろうが、俺おれはその中におまえさんが入ってさえいりゃ、一向にかまわないんだぜ？」

　獰どう猛もうな笑みを浮かべて闘気をさらに膨ふくれ上がらせた魔ま王おうに、アホタレは静かに首を横に振って応こたえました。

「あんたとは、オレ一人で戦う。じゃなきゃ、勝負にならない」

　一いつ騎き打うちでなければ、勝負にならない。

　アホタレのその物言いは、魔王の力を侮あなどっているようにも聞こえました。

　魔王メイ＝ヘムは、決して、私が一いつ緒しよに戦ったからといって楽に勝てるような相手ではありません。

　魔王は顔から笑みを消しました。当然、笑みに代わって浮かぶのは侮られたことによる憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうかと思われましたが……違いました。

　笑みを消した魔王が次に見せた表情は、やはり笑みでした。

「お見通しってわけか」

「ああ。だから、あんたとはオレ一人で戦う」

　アホタレは、なにを見抜いていたというのか。

　魔王は、侮られてなぜ笑っているのか。

　私が抱いだいた疑問に答えをくれたのは、アイネイアでした。

「〝拳けん王おう招しよう来らい〟だ」

「アイネイア？」

「〝拳王招来〟は、消しよう耗もうの激しい技なのだ。一度使えば、十日は全力で戦えなくなる。父は、それを一日に二度、それも立て続けに使った……」

「つまり、今の魔王は、十じゆう全ぜんには程遠い状態だと？」

「立っていられることに、私は驚おどろいている」

　私は視線をアイネイアから魔王に戻もどしました。

　魔王の筋肉はこれでもかと盛り上がり、闘気は膨ぼう張ちようを続けています。今や、離はなれていても息が苦しいほどです。

　アイネイアの言葉を疑うわけではありませんが、私にはとても、魔王が立っていられるのが不思議なほどに消耗しているようには見えません。

　本当に魔王が消耗しているなら、消耗していてなおこれだけの闘気を発しているのだとすると、あるいはそれは……。

「クリーム」

　魔王は左手で右の手首をさすりつつ、三番目の娘むすめに声をかけました。

「な～に～？」

「『鬼おに丸まる』を出せ」

「はいは～い」

　クリームヒルトがその場で白く小さな手を魔ま王おうに向けて伸のばすと、魔王の眼前の空間が青い燐りん光こうを舞い散らして水面のように揺ゆらぎました。

　魔王はその揺らぎの中へと右手を差し入れ、そこから暗黒鉄デスメタル製と思しき一ひと振ふりのカタナを取り出しました。

　魔王の巨きよ軀くに見合った長さのそれに鞘さやはなく、夜空に星を撒まいたような美しい黒の刀身は、ただ美しいだけでなく、持ち手に相応ふさわしい『迫はく』をも放って、己が無む二にの名刀であることを雄弁に語っていました。

「こいつを抜くのは、かれこれ百年ぶりか」

　魔王は『鬼おに丸まる』という銘めいを持つらしいそのカタナを左手に持ち替えると、右の掌てのひらで峰みねをなぞりました。

「レイジャックと戦うために、魔ま界かい一の刀とう匠しよう、ブランドンに打たせた刀だ。あいつの剣けんは、さすがに拳こぶしじゃ止められなかった」

　そう言って、魔王は右の拳を軽く掲かかげて見せました。

　親指以外の四本の指の付け根あたりと手の甲こうに、創そう傷しようの痕あとが見て取れました。

　竜りゆう騎き士しレイジャックの剣を拳で止めようとした結果……ということでしょうか。

「おまえも抜け、レックス」

　頷うなずいて、アホタレは腰こしの騎士剣ナイトソードを鞘から解放しました。

　アホタレと共に数々の死闘をくぐり抜けてきた漆しつ黒こくの刃やいばは、鋭えい利りな刃物のみが持ち得る冷えた輝きによって、私に身み震ぶるいをさせました。

「剣が……」

　私は寒さむ気けと同時に違和感を覚えていました。

　迫力が、ありすぎます。

　アホタレの剣は暗黒鉄製です。錆さびることも血と脂によって切れ味が落ちることもなく、魔法との親和性も高い──名剣です。華か美びではないものの、深みと透明感を併あわせ持つ漆黒の刀身は美しく、凄すごみを感じることもありましたが……震ふるえるほどの寒気を感じたのは、初めてです。

　持ち主であるアホタレも同じように感じたのでしょう。青せい眼がんに構えた漆黒の刃を見み据すえ、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せています。

「呼び合っていやがるな」

『鬼丸』の切っ先をアホタレ──というより、アホタレが構えた暗黒剣デスブリンガーに向けて、魔王は言いました。

「そいつの銘を知っているか？」

　問われたアホタレは、静かに首を横に振りました。

「いや、知らない。ばあちゃんの形見をオレが勝手に使ってるだけで……だから、名前があることも知らなかった。あんたは、この剣けんを知ってるのか？」

「ああ。そいつの銘めいは『明アけウのロ明ー星ラ』……。ブランドンがレイジャックのために打った騎士剣ナイトソードだ」

「じゃあ、この剣は……」

「元は、レイジャックの物だ。懐なつかしいぜ、まったく」

　魔ま王おうはそう言って、『鬼おに丸まる』を持つ手を伸のばしました。

『鬼丸』と『明けの明星』の切っ先が軽くぶつかり、同じ名めい匠しように鍛きたえられたカタナと騎士剣は、涼すずやかな金属音を響ひびかせました。

　呼び合っている、と魔王は言いました。

　魔王の『鬼丸』からもアホタレの『明けの明星』からも、魔ま力りよくは感じません。どちらも、業わざ物ものではあっても魔ま剣けんではないのです。

　しかし、魔剣でなくても……『鬼丸』と『明けの明星』は、たしかに呼び合っていました。

　百年ぶりの再会に、これから打ち合える喜びに、魂たましいを震ふるわせていました。

　剣けん士しでない私にも、それがわかりました。

　魔王は数歩下がって、『鬼丸』を八はつ相そうに構えました。

「おまえはレックスだ。レイジャックじゃねぇ。だが、あえて言わせてもらう。百年前の決着、つけさせてもらうぜ」

　アホタレは頷うなずくと、魔王と同様、数歩下がって──『明けの明星』の切っ先を地面に向けました。

　両腕うでをだらりと垂たらした、無む形けいの位くらい。アホタレの本気の構えです。

　私は自力では動けないトモエさんに肩かたを貸して、下がりました。下がるしか、ありませんでした。

　深呼吸を繰くり返しながら、魔王とアホタレは闘気を高め続けていきます。使い手の闘気に呼応するように、『鬼丸』と『明けの明星』も剣けん気きを研とぎ澄すませていきます。

　臨りん界かいに達しつつある闘気が、すべてを断ち切らんとする剣気が、この戦いが、勇者と魔王の宿命の一戦であることを、嫌いやと言うほどに思い知らせてくれました。

　何なん人びとにも割って入ることは、できません。

　私にできることは、二つしかありません。

　信じること。そして、祈いのること。

　私はトモエさんを座らせると、杖つえを捨てて、両手を胸の前で組み合わせました。

　勝ってください、レックス様。

　あなたなら、勝てます。

　魔王に打ち勝つ勇者の姿を、私に見せてください。

「──いくぞ、魔王！」

　アホタレが空色の瞳ひとみを見開いたのがわかりました。

「こいよ、勇者──！」

　魔ま王おうが心の眼めを見開いたのがわかりました。

　臨りん界かいを超えた闘気が爆ばく発はつして、勇者と魔王の宿命の一戦は、ついに幕を開けたのです。
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　　　　あとがき




　ホームベーカリーを買いました。

　お家うちでパンが作れてしまうという、お家で焼きたてのパンが食べられるという、夢のような機械です。買ったはいいけどさっぱり使ってない家電ランキングで、常に食器洗せん浄じよう機きとトップの座を争い続けている、あの機械です。

　我が家でもいずれは飽あきて箱にしまわれる日もくるのでしょうが、今のところはまだまだ、買ったばかりの物もの珍めずらしさもあって、毎日のようにドライイーストが投入される際のけたたましい音が響ひびき渡っております。一いつ緒しよになって愛犬が吠ほえるので二重の意味でうるさいです。早朝深夜には焼けません。

　楽しいです。パン焼き。食べるためというより焼くのが楽しくて焼いているといった感じです。もちろん、焼いた以上は食べないわけにはいきませんのでせっせと食べるわけですが、なにせ相手はパンです。キング・オブ・炭水化物です。食べ過ぎれば吹き出物はできるわ体重は増えるわと、まあそういった意味ではなかなかどうして扱いの難しい機械でもあります。宝の持ち腐ぐされにせず、かといって使い過ぎない、ベストな使用頻ひん度どを見極めていきたいところです。

　作品とまったく関係のない話になってしまったので無理やり絡からめるとすると、パンは『ととげ』の世界でも、非常にポピュラーな食べ物です。多くの土地で主食になっています。が、物語の舞台になっているアデール大陸では米作も行われていて、旅の間にお世話になる携けい帯たい食料にはお米（を干ほしたもの）が用いられているという設定があります。もうちょっと、たとえば食事とか洗せん濯たくとか入浴とか入浴とか入浴とか、そういった生活感の伝わる描写も入れていきたかったところです。次にまた異世界ファンタジーを書く機会があったら、その時は、ね。

　さて、『竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私』第７巻でございます。

　物語もいよいよ佳か境きよう。正しよう真しん正しよう銘めいのクライマックスです。といっても、本巻ではまだ完結しておりません。もうちょっとだけ続きます。こう書くとこの先まだまだ十数巻も続いてしまいそうですが、本当にもうちょっとです。具体的にはあと一冊さつです。

　長いようで短く、短いようで長かったアンジュたちの旅も、次巻で終わりを迎えます。

　最高の結末を皆様にお届けできるよう精一杯がんばりますので、最後までお付き合いいただければ幸いです。




　二〇一二年　夏


志し村むら一かず矢や
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志し村むら一かず矢や

第５回電撃ゲーム小説大賞《選考委員特別賞》受賞後、受賞作『月と貴女に花束を』でデビュー。あとがきにも書いたとおり、ホームベーカリーでのパン焼きにハマり中。パンを食べ過ぎて日本人の心を失わないよう、お米もしっかり食べてます。米粉パンとか。
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ぎん太た

ゲーム原画、イラスト等、美少女絵を中心に活動中。引越荷物は片づかないまま、本は着実に増えています。きっといつか読み返すんだと思うと、古い雑誌すら捨てられないです。物語も佳境で、ついに魔王も登場しましたが、魔王の娘達がいろいろなタイプがいて描いていて楽しいです。中でもアイネイアが一番好きです。
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竜りゆうと勇者あいつと可愛かわいげのない私わたし７
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